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　人を脅おびやかす紅くれないの気配。

「……んは？」

　羽生はにゆう真しん次じ郎ろうがそんな、多くの女子高生が暮らす《寮りよう》が燃え上がるという異変に気付いた時、彼は両腕にナスやキュウリやキャベツを目め一いつ杯ぱい抱かかえ、あまつさえ口にはまだ熟しきっていないトマトを咥くわえていた。

『点てん呼こを取ります！　全員いらっしゃいますか!?』

　すでに大勢の生徒が黒煙を上げる女子寮、名を《緑りよく泉せん寮》から庭に避難を始めており、モノが燃える非日常的な焦こげ臭くささが充満する中、

『落ち着いて！　みなさん、落ち着いて周囲の確認を！』

　声を響かせたのは、きっと寮生の中から《寮長》に選ばれた生徒だろう。

　パジャマなどのラフな格かつ好こうが多い少女達の中にあって、夜も更ふけているというのに折り目正しい制服姿すがたの女子学生が、逃げ出してきた生徒達を火の手の及ばない広場に集めている。

　真次郎はようやくその時になって、収しゆう穫かくしたての野菜を地面にぼたぼたと取り落としたり飲み込んだりしながら、とっさに茂しげみへと身を隠かくす。

　そのすぐ側そばでは、寮内から必死に逃げてきた少女達が、今も彼と同じように建物を見上げていた。

「くそッ、マジでか……？」

　自分が寮生達に気付かれた気配はない。

　しかし、かわいらしい寝間着やジャージを身にまとった女子学生、中にはバスタオルに身を包んだだけの少女までもが、自分達の寮の有あり様さま──いつもの夜にはあり得ない異常事態、星空を映す天てん涯がいにバチバチと異様な音と共に下から赤く照らされた黒煙を立ち昇らせている我が家──を目の前にして呆ぼう然ぜんとしてしまっているのだ。

「なんなんだよ……、いったいこりゃ、どういうわけなんだっ!?」

　彼、『夜更けの野菜泥どろ棒ぼう』こと羽生真次郎が今ねぐらにしているのは、ここ、全寮一貫制が大原則の女子校《清せい流りゆう学がく園えん》、その広大な敷しき地ちの片かた隅すみなのである。

　しかも自分はこうして、現在進行形で怪盗行為の真まっ最さい中ちゆうの身。

「やッべえだろ、さすがにこれはッ……!!」

　真次郎はそんな鬼き気き迫せまる情景を眺ながめながら、知らず知らずのうちに後ずさった。

　そして『とにかくやっかい事に巻き込まれるなんざぁご免めんだねッ！』とばかりに、彼が素早く森の中へ姿を消そうとした、その時、

「は、白はく亜あちゃんが、いません……！」

　混乱の中、鋭く規律を巡めぐらす制服の寮りよう長ちようの元へ、一つの報告が上がった。

「ん……はぁァアッ!?!?」

　真っ先に声を上げてしまったのは真しん次じ郎ろう。

　彼はとっさに我に返り、こんな場所で叫んでしまうという思わぬ失しつ態たいにだくだくドキドキと汗を溢あふれさせながら、慌あわててさっきまでいた茂しげみの中にもう一度潜もぐり込む。

　しかし、どうやら事態はそれどころではないらしい。

　少年が片かた隅すみに潜ひそむ安全な前庭。そこには今、ざっと七～八十人近くの女生徒がいるのだが、

「二〇五号室の……三みつ峰みね白はく亜あさんが、やっぱり……」

　再び確認された現状に、彼女達を統とう率そつする立場にある、制服の腕に寮長の証あかしであるオレンジ色の腕わん章しようを巻いた少女は、それから数度「三峰白亜さん！　いらっしゃいませんか？　三峰さん！」と声をあげたが、三峰白亜という少女はここには逃げてきていないらしい。そして、

「中を探さがしてきます……っ！」

　先ほど三峰白亜の不在を告つげた少女が寮の玄関へと走りだそうとするのを、

「いけません！」

　制服の寮長は鋭く制した。

「ここが山の上とはいえ、間もなく消防の方々も到着します。救助はプロに任まかせましょう！」

「で、でも……っ！」

《緑りよく泉せん寮》は裏うら側がわから火の手を上げている。だから玄関付近はまだ奥から薄く煙が立ち昇り始めた程度で、見た限りでは寮全体に火の手が回りきっていないように思える。

　今ならなんとかなるかもしれない……！

　そう思ってもしかたがないところだが、やはり寮長をつとめる女生徒の言葉は正しい。

　素人にどれだけの判断ができるというのか。二次災害など起これば、それこそ一大事なのだ。

　にもかかわらず、彼女の言葉を聞き終える前に動き出してしまっている者がいた。

　羽生はにゆう真次郎である。

　彼は『三峰白亜』という名を聞いて呆ぼう然ぜんとしたのも束つかの間ま。

　茂みの中にしゃがみ込んでいた状態から、「中を探してきます……っ！」と前に出た少女の挙きよ動どうよりも一いつ瞬しゆん早く、そのまま這はうように身を低く隠かくして《緑泉寮》へと走り始めていたのだ。

　背が低く、瘦やせぎみで、まるでこの山さん稜りように棲すむ狼おおかみにでも育てられたかのような、長く乱れた蓬ほう髪はつを持つ少年である。

　彼は両眼から生まれるギラギラと擦すれた視線を、そのまま裏側から火の手を上げている女子寮に留とどめたまま拳こぶしを固め、祈るように吐はき捨てる。

「くそッ！　『三峰白亜』だと……!?」

　その名前を持つ少女の立ち振ふる舞いに、

「なにやってんだよぉアイツは……!!」

　真しん次じ郎ろうには、覚えがあったのだ。

「覚えありまくりなんだよ、こんちくしょうッ！」

　彼はさらに茂しげみ伝づたいに、狼おおかみが走るかのように身を屈かがめ《緑りよく泉せん寮りよう》の裏うら手てへと回り込む。

「うぅわッ！　あそこ大浴場のボイラールームだぞッ!?」

　寮の背面。そこで炎ほのおの中心＝イコール出火場所とでも言うべき地点が真次郎の目にも明らかになる。

「これは、まじでやばいって……!!」

　そう、今はなぜそこが大浴場のボイラールームだと、男子である真次郎に一目でわかったかなど追及している場合ではないのだ！

「急がないとシャレにならん！」

　強い熱波を半身に感じながら、真次郎は裏庭を駆かけ抜ける。

　──見渡す限りの山さん稜りようを聖域とする《清せい流りゆう学がく園えん》。

　敷しき地ち内に点在する《寮》の中でも《緑泉寮》と名付けられたその建物は、ひっそりと大切に隠かくされたかのような美しい佇たたずまいを持っていて、彼は前々からこの建築物が結構大好きだったのだが、まさかこんな日が来てしまうとは……。

　しかも自分は今や、そんな憧あこがれの寮が燃えさかる最さ中なか、その内部へなんとしてでも侵しん入にゆうしようとしているのだ！

「だっつうのに……っ、あ、開かねぇぞオイ……ッ!?」

　彼は火の手から離れた一枚の落とし窓に取りつき、力ちから一いつ杯ぱい持ち上げようとする。

　しかし、おそらくはあの制服寮長の見回りによってきっちりと施せ錠じようされているとおぼしき窓はぴくりともせず、

「しかたねえ、非常事態ってことで……!!」

　ちょうどよく足あし下もとに落ちていた手頃な石を握る真次郎。そして彼が、思い切って次のアクションに移ろうとした、その時、

「うおッ!?」

　ぱっと背後に素早い気配が動き、それを追うようにぐるりっと身を返せば、そこにはいつの間にか一匹のシベリアンハスキーが、並ぶ窓の一枚に両前足を掛かけている。

「オ……オーベロンッ!?　待て!!　お前は〝巣〟に戻もどってろよ！　なんで追いかけて来て……は？　自分も白はく亜あには恩がある!?　待てよ！　だからそういうのはこの俺に任まかせて──って、わぁったよ！　そんなに睨にらむな、ありがとよ、一いつ緒しよに行こうぜ！」

　森の中の野生生活（女子寮菜園の野菜泥どろ棒ぼう含む）の心強い仲間である本物の狼の末裔シベリアンハスキーに礼を言い、ハッハッと舌を出して呼吸を返す相棒がひっかくガラス枠わくに、真次郎は手を掛ける。

　そこは鋭い五感を有する洋犬が見つけた、鍵かぎの掛かっていない唯ゆい一いつの窓。

　力一杯ガラス戸を上部へとずらし、一階ホールに身体からだを放ほうり込むようにして、本来なら男子禁制の《緑泉寮》へと彼は侵しん入にゆうを果たした。

　続いてジャンプも身軽に窓の隙すき間まから身を滑すべり込ませてくるオーベロンと共に、けたたましい火災警けい報ほうが鳴り響いている廊下を走り、蔓まん延えんする煙を突つき破やぶるように階段を駆かけ上がる。

「うえっほ！　ごほっ！　うぐぅ……二〇五号室、二〇五号室！　ここかっ!?」

　野性味が溢あふれすぎている蓬ほう髪はつの少年はためらいなく、品の良いドアノブに縋すがり付く。

　しかし、

「くそッ！　開かねぇってことはまだ中にいるってことかッ!?　どうなんだ!?　おい三みつ峰みね！　三峰白はく亜あ！」

　木製の扉をいくらドカドカ叩たたいても反応は無し。ドアノブをガチャガチャやってみても、びくともせず、

「もしかして、ヤツはもう意識とか無くして、床に、ぶっ倒れてんじゃぁ……」

　廊下を見返せば煙はますます濃くなり始め、そこに含ふくまれる目も痛くなるような異臭に真しん次じ郎ろうは蒼そう然ぜんとなり、

「もうマジやばいんだって！」

　がちゃがちゃドアノブを握にぎる手へさらに力がこもる。その時、

『ソトカラ、ミテクルーヨ!!』

「へッ!?」

　振ふり向いた背後の廊下、その窓辺から一羽の極ごく彩さい色しきのオウムが、夜空へと残像を引く。

「パック!?　お前もか!?　クソッ、よっぽど焼き鳥になりてえらしいな!!」

　声を荒らげる真次郎の表情はしかし、ぱっと明るくなり、それからすぐに眉まゆ根ねを寄せて、

「いや、つーかお前ら、獣けもののクセに火とか平気なの……!?」

　言ってる場合ではなかった。

　焦じれるような数すう瞬しゆんの後、室内から風を叩たたく羽ばたきの音が微かすかに聞こえ、続いてドアノブにかりかり、がりがりと硬いツメでひっかくような金属音がした後に、がちゃりと、

「おいおいパックさん!!　なんでこんなコトができるのようッ！」

　ドアを開け放った真次郎は、すかさずオーベロンと同じく野生生活の仲間である賢かしこすぎるオウムを褒ほめ称たたえる。羽根を持つこの友は、わずかに開いていた窓から侵しん入にゆう、体重をかけてドアの鍵かぎを回転させたのだ！

「ソンナコトヨリ！　シンジロウハヤクッ！」

「わかってんよッ!!」

　ビビッと片羽で指し示すオウムに導かれるように、真次郎はベッドへと駆け寄れば、

「んっくぁ！　マジでいやがったぁ……ッ!!」

　果たしてそこにいたのは、真次郎含む獣共が探さがし求めた女神、三峰白亜であった。

　が、しかし！

「うぅっ……!?」

　そんな彼女を、ようやくこの火事場の中で発見できた真しん次じ郎ろうの喉のどから、

「ぅ、うぬぁアッ!?」

　予期せぬ声が漏もれていた。

　まあ彼だって、ちょっとは期待していた。

　なにしろ火か炎えんの中へ決死の救出行である。少しくらいの役やく得とくというか、心のずっと奥底、脳の片かた隅すみではひとつまみくらいの嬉うれしいハプニングくらいあってもバチはあたらねーよなー……とか、思っていた部分はある。

　けれども、いくらなんでもこれは予想していなかった。

　ベッドの上にあったのは、薄衣一枚しか身に着けていない白亜であった。

　そして彼女はといえば、そんな油断しきった格かつ好こうのまま、とらえどころの無い寝顔をこちらに晒さらしているのだ。
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　最初、意味がわからなかった。

　ここは寮りよう内ないの彼女の私室である。だからどんな格好で眠ってたっていい。本来なら構わないはずだ。でもこれは、ちょっとどうなのだろうと真次郎は思った。

　まるで絵画モデルのように白いシーツの上へ色素の薄い髪を広げ、目を閉じている三みつ峰みね白はく亜あ。

　しかも彼女は確かに寝間着代わりの白いシャツを羽は織おり、下半身には下着も穿はいてはいるのだが、どういうわけなのか身に着けているモノのボタンを一つも留めておらず、純白のシャツにも負けないくらい透すき通った白い肌はだ、その大部分が外気にさらされているのだ。

　そして特に目を引く、引かざるを得ない存在は、ふるふると内側からはちきれんばかりにシャツを高く持ち上げている「いくらなんでもそれは……!?」と、思わず突つっ込んでしまいたくなるくらいかたちのいい、豊かで、柔らかな胸のふくらみである。

　呼吸に合わせて上下する、高校球児が「おかわり！」と突きだしてくるお碗わんよりも大きいのではないかという彼女の二つの半球……いや、ほぼ八割方は球体に近い盛り上がりは、上から被かぶさってきているその白い布きれを、さも邪じや魔まくさいと言わんばかりに左右に高く盛り上げ、なおかつ、弾だん力りよくのあるお餅もちが溶け合わさるようになって、見事な肉の谷間を純白のシャツの隙すき間まより覗のぞかせている。

　これはもう爆ばく乳にゆうと呼んで差し支つかえあるまい。

　真次郎の抱いていたちょっとの期待は、今や溢あふれて、そして決けつ壊かいしているようだった。

　なにかの、間ま違ちがいですか……？

　そう思ってもしかたがないものが目の前にある。けれど眠っているからこそ、さらに感情の読めないこの顔は絶対に白亜のものだし、開いてしまっている白く薄いシャツからみえる小さなおへそや、それを縁ふち取どる柔らかな腹ふつ筋きん。そこから流れるように続く腰こしと足のラインは、主張の激しいおっぱいと同じくらい激しく、彼女のものに違いなかった。

　──なにが飛び出てくるか、わからない。

　彼女の周囲はいつも唐とう突とつだ。このおっぱいもろもろも、そうだった。

「た、頼むオーベロン！　あれをなんとかしてぇ！」

　オーベロンはどちらかといえばヅカ系のメスではあったが、やはり犬だった。そして彼女がいくら器用な猟りよう犬けんであろうとも、白はく亜あの白いシャツの小さなボタンを肉にく球きゆうでくっくっと留めていくことなどできやしないことぐらい、

「俺だってわかってますよぉぉおお!!　でもじゃあどうしろってぇのッ!?　時間なんかねえのにっ！」

　真しん次じ郎ろうは「ほんとごめん！　まじで緊きん急きゆう事態なので！」と覚かく悟ごを決め、拝おがむように謝あやまりながら改めて三みつ峰みね白亜へと接近する。

　そして真次郎はそこでようやく、なぜこれだけの騒ぎの中で彼女が未いまだ爆ばく睡すいしているのかを知ることができた。

　今まで他の部分に意識を持って行かれすぎて気が付けなかったのだが、白亜は両耳に、今も結構な音量で音漏もれさせ続けているヘッドフォンを着用していたのだ。

「おいおい、白亜さんよぉ……」

　どうやら三峰白亜はこのヘッドフォンで両耳を塞ふさいだまま、眠り込んでしまっていたらしい。

　耳元でこれだけやかましい音が鳴り続けているのに目覚めない──というか眠り続けられるなら、火災警けい報ほう機きが鳴り響いてもへっちゃらなのだろう。

　そんな白亜に、真次郎はやれやれと肩をすくめて、

「おまえ、いいかげんにして──」

　おけよッ!?　と彼女のヘッドフォンを頭から取り去るために伸ばした手を、とっさに引っ込め、

「（やッ、やべぇッって!!）」

　思い出す。間かん一いつ髪ぱつだった。

「（俺は目覚めたコイツと二人並んでここから脱出できる身分……つうか、境遇なんかじゃねえッつうのッ！）」

　そんなことは百も承知していたはずだったが、あまりにもな目の前の状況に調子を崩くずされた。

　そして彼女を起こすことができない以上、

「まてよ？　ってことは俺が……眠ってるこいつを外まで担かついで行くしかねぇのかッ!?」

　どうやらそうするしかないようなのだ。真次郎は一いつ瞬しゆんくらりと頭を抱かかえたが、

「いや、逆に考えたら、この状況は運がよかったと言ってもいいのかもしれねーぞ？」

　焦あせりながらも結論に辿たどり着く。

　なにしろ、今までこうして散さん々ざん騒ぎが起こっているのに目覚めなかったということは、まだしばらくは、ちょっとやそっとのコトが起こっても白亜はこのままなんじゃないだろーか！

　すばやく。素早くやれば、可能じゃねッ!?

「だっつっても……！」

　まだ問題が残っている。三みつ峰みね白はく亜あをここから運び出すためには、このシャツのボタンをある程度以上留めなければならない。

　これを成功させなければ、きっと大変なことになってしまう確信が真しん次じ郎ろうにはあった。

「ええい！　やってやる！　いくらおっきくたって、こいつのこれもおっぱいには変わりはねえんだからなッ！　……え？　お、おっぱいッ!?!?」

　最後の最後に怖おじ気けづいてしまった真次郎とは裏うら腹はらに、動き始めてしまっている彼の指先！

　真次郎はその光景に熱湯へ両腕を突つっ込むかのように目を見開き、息を止めるほど集中して、

「あ、あっ、あ、あっ！」

　と彼女のシャツのボタンを一番下から留めるために動く自分の指先を見つめるしかない。

　が、しかし、

「こ……こんなコトって──」

　やはりというべきか。それは、彼女の大きな胸の上で起こる。

　届かない。

　ボタンホールと、ボタン。その二つをいくら近づけようとしても、指先がぷゅんぷゅんするばかりで、上から三番目のボタンを、真次郎はそれ以上もうどうするコトもできなかった。

　つまり、彼女の胸が大きすぎて、胸元のボタンが、全然閉まらないのだ。

「──こんなことって、あるのかッ!?」

　瞬間、「んぅぅ……っ」と、ボタンとボタンホールをいじられた白亜が身じろぎしたが、今の真次郎にはそれにすら眼中にない。

「あ……ありえねぇ！　ありえねぇことは、俺は信じねぇかんなぁーッッ!?」

　彼はこの時、意味のわからない使命感に燃えた。そして、両手をぐーぱーぐーぱー、コキコキと指を鳴らし、

「これで、どうだぁぁああッッ！」

　もう一度ラスボスに挑いどむようにして、彼が魂たましいを込めてはち切れんばかりのおっぱいボタンを無む理り矢や理りぎゅうっと留め、

「んよっっっしゃああッ！」

　みっちりとはまるボタン。その出で来き映ばえに真次郎がガッツポーズを決めた、その時だった。

　ぷるぷる、ぷちんッ！　と圧倒的な内うち側がわ肉にく弾だん力りよくに耐えきれなくなったボタンが弾はじけ飛び、

「ぎぃやぁああッ!?」

〈どうん！〉とおっぱいを揺ゆらしてマッハで真次郎の右みぎ眼めに直ちよく撃げきした。

「んあッ！　あっ！　ぁああああ～っ……！　目がぁ！　目がぁっ！」

　それでは、その問題のシーンをスローでもう一度ご覧らんいただきたい。

「ぎぃぃぃやぁぁぁぁぁあっあんんあっ～ぁ[image: ～][image: ～]！　目がぁぁ！　目がぁ！（スローで間ま延のびした真次郎の悲鳴）」

　別角度で、もう一度。

「んぎぃぃやぁぁぁおぼおぼおおぉおああぁあん！　目ぇぼぁあ！　目ぇぼぁあ（スローでさらに間ま延のびした真しん次じ郎ろうの悲鳴）」

　彼はその一いち撃げきに腰こしを抜かしたようになり、全てを諦あきらめ、ホウホウの体ていで室内を見回して「お前はあれを持ってこい！」と、部屋の隅すみにたたまれていた白はく亜あのジャージをオーベロンにくわえさせ、自分は半はん裸ら眠り姫のヘッドフォンから伸びる音楽プレイヤーを、ヘッドフォンに繫つなげたまま、己おのれの胸ポケットにしまい、

「くッそぉぉおお!!　目覚めてくれるなよ……ッ!?」

　彼女、三みつ峰みね白亜を勢いよくお姫様抱っこ。真次郎はそのまま猛もう然ぜんと部屋から脱出した。

　のだが、

「白亜ぁああああッ!!　お前のそれぇぇえええ!!」

　一度意識してしまったのがいけなかった。

　走る振動にたゆったゆと揺ゆれる。なおかつ、弾はずむ。

　無心でいようとすればするほど、抱かかえた白亜の体温、その感触が伝わってきてしまう。

　それどころではないとはわかっている。今は本当にシャレにならない事態の最中なのだ！

　だというのに、煙がもくもくと湧わき立つ方向とは反対側、廊下を突つき当たりまで進み、どうにか非常階段の鍵かぎを開けようとしている時に、それは起こる。

「んんん[image: ～][image: ～]……っ」

　白はく亜あが、身じろいだ。

　真しん次じ郎ろうがさび付いたように堅かたいキーロックを、どうにか白亜の頭を支えている右腕で捻ひねろうと、彼女の身体からだを持ち上げるように揺ゆさぶってしまったからだろう。

「ん……ふぁあっ」

　身もだえる少女。そして彼女はやおら真次郎の首に両手を絡からめ、さらにカラダを密着させて、「ひぃっ」とたじろぐ少年の様子にもお構いなしに、

「はぅぅ[image: ～][image: ～]」

　圧倒的な質量を持つ柔らかな胸を、真次郎の横っ面に『まふぅぅー』と押し付けてくるのだ。

「なんだよおい三みつ峰みねェ……ッ！　や、やめろおお！　なにをやってんだなにををををッ！」

　これはなにか特とく殊しゆな試練なのですか？　あまりのいい匂においに真次郎の足ががくがくと震ふるえ、ついに彼はござぁっ！　と床に膝ひざを突いてしまう。

「頼むオーベロン！　かまわねえから俺の尻しりを嚙かめ！　そんなイヤな顔をするんじゃねぇよ！　俺だってやだよいいから尻を嚙め！　違ちがうよ白亜の尻じゃなくて俺の尻痛ぇええッ！　急に嚙むなぁあッ！」

　真次郎はそうやって砕くだけそうになっていた腰こしへ強制的に活力を入れ直すしかなかった。

　一方、三峰白亜は相変わらず乱れのないスヤスヤとした呼吸と表情のまま、眠りの浅あさ瀬せから再び深い領域に戻もどって行ってしまう。

「くそノンキだなお前！　長生きしろよ！」

　と同時に鉄製の非常扉の鍵を開放した真次郎は、そのまま急いで螺ら旋せん階段を駆かけ下りた。

「ん……ッ、しゃあああッ！　なんとか……なったァぁあッ！」

　真次郎はこうしてぜひいぜひい、散さん々ざんな目に遇あいながらも白亜と共に《緑りよく泉せん寮りよう》の裏うら手てからの脱出に成功したのだ。

「おいオーベロン、俺達、見つかってねーよな!?」

《緑泉寮》屋外、敷しき地ちの外はずれ。一時は飛び道具などによる攻こう撃げきも受けたが、どうにか地上に降り立ち、そのまま走りながら尋たずねれば、ピクピクと両耳を動かし、白亜のジャージを口にしたままフォウっといななくシベリアンハスキー。

「上じよう出で来きだ！　仕上げるぜ！」

　真次郎はいろいろ限界に達してぷるぷる震ふるえだしている両腕を心中で叱しつ咤た激げき励れいし、ここならどうにか安全と思える位置、寮の横手の林の縁へりへと、そっとヘッドフォンに白シャツ一枚、胸元はち切れ状態少女を降ろす。

　信じられないコトに、三峰白亜は寝ぼけて真次郎に身を寄せて来た以外、いっこうに目覚める気配を見せなかった。

　こちらとしてはその幸運を存分に甘かん受じゆするだけだが、ここまで危険にニブイのは生物的にちょっとどうかとは思いつつ、ゆっくりとその場から後ずさる。

　オウムと、部屋から持ち出した彼女の音楽プレイヤーとジャージだけを三みつ峰みね白はく亜あの傍かたわらに残し、充分な距離まで離れると、少年はオーベロンと一いつ緒しよに忍者のように近くの茂しげみに身を隠かくす。

「よし、やれパック！」

　ハンドサインと共に小声でオウムに伝えれば、パックは地面からバッと飛び上がり、そのかぎ爪づめのついた両足で彼女のヘッドフォンを空中に奪うばい去った。そして、

「オキテーッ！　ギャァアアギャッギャッ！　オキテー！　アサヨーッ！」

　彼女の頭上でわめき散らす。

　これには不ふ屈くつの眠り姫・三峰白亜も度ど肝ぎもを抜かれたらしく、

「ふぇ……っ」

　さすがに目覚め、周囲を見回した。

　彼女はもしかしたらまだ夢を見ているのだと勘かん違ちがいしているのかもしれないが、無理もない。

　気が付けば自分の部屋ではなく、辺りを見ればいつの間にか夜の屋外。

　きょろきょろする頭上にはヘッドフォンがぽこんと落っこちて来て、空を見上げても、すでにそこにオウムの姿すがたは無く、さらに『？』を頭に浮かべていると、そこでようやく、夜を照らす奇き妙みような明るさに意識が向いたようだった。

　彼女はその視界の端はしに映ったモノに気がつき、さらに信じられない光景を目まの当たりにする。

《緑りよく泉せん寮りよう》が燃えている。

「……？」

　立ち上がり、そちらの方向に走り出そうとする。

「（まてー！　ジャージを着ろ！　ジャージを!!）」

　思わず叫びそうになってしまう。いくらなんでもそれはない。

　そんな真しん次じ郎ろうの熱意が伝わったのか、白亜は不意に立ち止まってこちらを振ふり向く。

「（うおっ!?）」

　慌あわてて身を隠し、けれど気になって茂みの隙すき間まから盗ぬすみ見れば、白亜は自分自身のあられもない姿すがたに意識が向いたのか、こつんと頭を叩たたいている。

「（よ……ようやく気付いたか！）」

　そして、はだけたままの胸を隠すようにジャージをかぶり、そのまま走り出す。

「（それだけじゃねえだろおおお!!　ズボンにも気付け！　それで大丈夫とか思ってんじゃねえぞぉぉお……！　ぱんつだ！　ぱんつもだぁ！）」

　そんな思わず身を乗り出す真次郎の祈りが通じたのか、彼女はまたもや立ち止まり振り返り、

「（うあぶねぇっ！）」

　隠かくれつつも様子を見れば、白はく亜あはジャージのズボンも見つけたらしく、もたもたと身に着け始める。

「（ふぅ……）」

　よく見ればまたもや胸の所でファスナーが引っかかってしまってはいたが、真しん次じ郎ろうにはもう突つっ込む気力は残っていなかった。

　三みつ峰みね白亜は、ようやく前庭の方へと裸足はだしで走り去って行くのだった。

「……なんとか、なったか……？」

　寮りよう生せい達が集まってざわついている中庭へと姿すがたを消した彼女を見送り、真次郎は深い息をつく。

　無茶むちやをしてしまったかもしれないが、幸いにも目もく撃げき者しやはゼロ。

　ならばさっさとここから立ち去るべきだった。

「でも、なんだ？　この胸騒ぎは……」

　白亜の救出もろもろに集中しすぎて気付けなかったが、すでに消防車が数台、そして救急車とパトカーまでもが車道を上り、消火活動が開始されている。

　真次郎は胸のモヤモヤに導かれるようにして、再び茂しげみ伝づたい、中庭に避難集合している女生徒達の側そばへと近づき消火活動を見守った。

『予断は許されませんが、幸い……被害は最小限で食い止められるようです』

　上手うまく進む消火活動に気を抜くこともなく、テキパキと作業を進める消防隊員達を遠目に見ながら、彼女達は再び集合し直していた。

　そこではあの制服寮りよう長ちようが、行方ゆくえの知れなかった三峰白亜と合流できたことを喜ぶ女子高生達に、なにか重要なコトを説明しようとしているらしいのだ。

　茂み伝いに接近した真次郎はじっと、耳をそばだてる。

『先ほど《学がく園えん》から連絡がありました。今夜からしばらく《緑りよく泉せん寮》は使えません。そのため、寮生の半分は上級生用の《青せい澪れい寮》に移ってもらうことになります』

　その言葉に、焼け出された寮生達が色めき立った。沸わき立つどよめきは、《緑泉寮》が使えなくなったという知らせを軽く凌りよう駕がしている。

　なにしろ《青澪寮》とはつい最近新設された高級マンション型の寮で、《緑泉寮》よりさらに整った設備を持つ、《清せい流りゆう学園》に通う生徒の憧あこがれの住まいなのである。

　災わざわい転じて福と成なす。突とつ如じよ転がり込んで来た嬉うれしい展開にざわつく元《緑泉寮》の住人達。

　が、しかし、

「そして、もう半分の生徒が移る先は──、《アクア寮》と、なります」

　寮長がそう告つげた瞬しゆん間かん、まるで寮の炎ほのおを払う消火剤を間ま違ちがって掛かけられてしまったかのようにしぼんでしまう。

　無理もなかった。真次郎も我が家のようによく知っている。

《アクア寮》とは、学園の敷しき地ち内にある他の寮よりも、さらに山の奥、暗く深い森の中にあり、その周辺は昼間にさえ、できれば近寄りたくない怪あやしい雰ふん囲い気きに包まれているのだ。

　胸騒ぎの原因はこれか……ッ！　と真しん次じ郎ろうは身じろぎをして、寮りよう長ちように目を凝こらした。

「《アクア寮》は現在、休寮として閉へい鎖さされてはいますが、鍵かぎさえ開ければ現役の寮として充分使えると報告が来ています」

　寮長の言葉は続いている。が、真次郎はそれどころではない。

　半分というコトは、およそ四十人近くの女子高生達が今から《アクア寮》へとやってくるのだ。

　──そう。

　寮長が言った《アクア寮》、なかば廃はい寮となっていたその建物こそ、真次郎と森の仲間達が隠かくれ住むアジトなのである。

　それ以上、聞く必要はなかった。

「それでは、その人員の割り振ふりを発表します」

　という寮長の言葉を最後に、真次郎とオーベロン、そしてパックの一人と一匹と一羽は、キビスを返して山を駆かけ下った。

　羽生はにゆう真次郎の一番長い夜は、こうして折り返し地点を通過する。










　　　　♡♥♡




　……──染しみつくような不動の暗くら闇やみに沈み続ける、《アクア寮》一階のホール。

　不自然なほどの静せい寂じやくに覆おおわれたその空間に、不意に岩と岩をこすり合わせるようなゴリゴリとした音が響いた。

　と同時に、殺さつ風ぷう景けいな広間でしかなかった玄関続きの応接ホールへ、人と獣けものの気配が飛び込むように現れる。

「……ふぅ、どうにか間に合ったな？　よし、全員ここに集まってくれ!!」

　ホールの片かた隅すみにある暖だん炉ろの中から姿すがたを現したのは、もちろん神しん出しゆつ鬼き没ぼつの少年、長い蓬ほう髪はつを振り乱す羽生真次郎と二匹の獣である。

　そして今宵こよい、《アクア寮》に移動を開始した女子生徒を遙はるか後方に置き去りにして帰還を果たした彼に向かって殺到してきたのは、まるまると健康そうな肉付きのミニブタ四姉妹だった。

　おしゃれにうるさい潔けつ癖ぺき症しようのミニブタ四姉妹は、扇おうぎ状に四方向からンゴンゴ、このアジトのリーダーである少年に猪ちよ突とつの勢いで飛びかかる。

「うおおおおぉッ!?　お、遅くなってすまん姉妹きようだい達よ！　申し訳ないキュウリもナスもキャベツも無いんだ！　でもそれどころじゃなくなってだな……って、おい！　お前らいい加か減げん落ち着いて俺の話を聞けよ！　なに興奮してんだ!?」

　しかし、いくら真しん次じ郎ろうがなだめようとしても前髪風の毛がクリンとなったミニブタ四姉妹のンゴンゴ攻こう撃げきは止む気配を見せない。

「はッ!?　アリエルが危き篤とく!?」

　ミニブタ達のその報告にオーベロンとパックまでもが身を固くする。

　アリエルとは今年で二十歳、動物年齢で言えば百歳を優に超えるメス猫であった。

　先日、異様に冷えた晩に体調を崩くずしてしまったアリエルは、それからずっと寝込んでいて、今朝からどうにか小しよう康こう状態を保っていたのだが──

「ア、アリエルゥゥッ!!」

　真次郎はオーベロンとパック、そしてミニブタ四姉妹を従え風の如ごとく廊下を走った。

　そして通路の突つき当たり、倉庫部屋の扉を開け放ち、中へと飛び込み一番奥。

　そこに設置しておいた梯子はしごをグイグイと登り、なんの変へん哲てつもない天てん井じよう板いたを押し上げ、屋根裏うらに身を乗り出せば、

「おい、アリエルッ!?」

　そこが真次郎と森の仲間達の〝巣〟であった。ごちゃごちゃと狭せまい空間、壁かべ際ぎわのクッションの一つには、見るからにゼェゼェと苦しそうな呼吸を繰り返す白い老ろう猫びようの姿すがた。

　息をきらせた真次郎はアリエルの病床の縁へりにシャカシャカと這はい寄るように接近し、

「な、なにがあったんだっ？」

　アリエルの隣となりにいた仲間に尋たずねる。すると全身を黒みがかった毛で覆おおうアライグマは、渋しぶい表情で首を横に数度振ふり、洗面器に汲くんだ水の中で静かに布ふ巾きんを洗い、絞しぼり、無言で老猫の狭せまい額ひたいに乗せている。

「そ……それで!?」

　続けて真しん次じ郎ろうが首を巡めぐらせた方向にいた、全長二メートルを超えるニシキヘビは大きくとぐろを巻いたままパチパチとまばたき、シュルルと二ふた股またに割れた舌を出す。

「何があったかはわからないが、容よう態だいが急変した……って、……いや、しかたねーよ、お前らのせいじゃねえ。……アリエルはもう老猫だ。何があっても、しかたがないけどよ……」

　胸にこみ上げてくる熱いものに、真次郎の喉のどが強こわばって震ふるえる。そして、そっと筋すじ張ばった老猫の首筋に手を当てて、

「おい、アリエル……飯は、食ったのか？　元気出せよ、な……？　そうだ俺、昨日の夜、街のコンビニで牛乳買ってきたよな!?」

　苦しそうにお腹を膨ふくらませたりへっこませたり、浅く呼吸するアリエルから真次郎は目を背そむけるようにしてアライグマに尋ねる。

　そう、彼は昨夜、病に苦しむアリエルのために、なけなしの全財産をはたいて彼女の好きなミルクを買ってきたばかりなのだ。

　が、しかし、

「はぁ!?　それがもう一滴も牛乳が無くなってる!?　そ、そんなわきゃねえだろ!?　一リットルだぞ!?　俺が《緑りよく泉せん寮りよう》の菜園に行く前はまだたっぷりあったハズで、いくら腹が減ってもお前らがそんな量を飲めるわけが……、な……い──」

　真しん次じ郎ろうと森の仲間達の視線がゆっくりと、苦しそうなお腹のアリエルに集まり始めた。

「……ア、……アリエル、さん……？」

　老ろう猫びようの雰ふん囲い気きが、見るからにおかしくなっていた。さっきまで苦しげに閉じられていた目ま蓋ぶたがぴくぴくと震ふるえている。真次郎は、ぬぅっとアリエルの口元に顔を寄せた。

「……牛乳……くせえ……な」

　パチッとアリエルの両りよう瞳めが見開かれ、くるりと真次郎と目があった。そして老猫の唇くちびるが後ろめたそうにニュウッとよじれ、めくれ上がり、鋭く小さな牙きばがそこから覗のぞく。

「お、お前なぁあッ！　なに考えてんだこのやろおぉおッ！」

　つまりはそういうコトだったのだ。

「卑いやしいぞ！　イヤしすぎるだろアリエル！　この、バカがッ!!」

　体調が良くなり、お腹が空いたのでついつい好物の牛乳を飲み過ぎてしまった……。それを丸わかりした真次郎はぐりぐりと必要以上の力でアリエルの頭をこねくり回し、

「バカが……！　くそッ、元気になったんなら最初にそう普通に言えよ！　っとにもう……」

　アリエルの頭に自分の額ひたいをくっつけ、くぐもった声でそう漏もらした。

「ぁあ……けど、とにかくよかったよアリエル。……な、よかったなオーベロン！　ふぅ……けど、いくらなんでも百歳超えて牛乳イッキとか……え？　なんだよオーベロン『アリエルなだけに、充分、あアりリ得エるル』？　なにそのドヤ顔！　すごいイライラするんですけどッ!?」

　真次郎のすぐ側そばではミニブタ四姉妹が安あん堵どにじゃれ合い、アライグマはやれやれと濯すすいだ布きれをたたんで片付け、ニシキヘビはうねうねととぐろをまき直す。

　屋根裏うらの〝巣〟に、いつもの和なごやかな森の仲間達の雰ふん囲い気きがふっくらと広がった。

　その時だった。

「シンジロォオオッ!!」

　倉庫に繫つながる床の入り口から、バササッと飛び出して来たのはなにやら慌あわてふためき、空中を転がるように飛んで来る見張りオウムだった。

「ったくなんだよパック、安心しろよ、アリエルは単なるミルクの飲み過ぎで──」

「ソンナコトヨリ！　モウミンナ、ハイッテキチャッテールッ！」

「んは……？」

　パックは両の翼つばさを指先のようにして、玄関にあたる斜ななめ下の方角をびしびしと示している。理解をともなう静せい寂じやくに、侵しん入にゆう者達のざわめきと気配が、確かに感じられた。

「わ、忘れてたぁああッッ!!」

　ウッカリ真しん次じ郎ろうであった。どうやら火事の一件で動どう揺ようしているのは自分も一いつ緒しよらしい。

「き、聞いてくれみんな！」

　真次郎はオーベロンとパックと共に、ミニブタ四姉妹とニシキヘビ、そしてアライグマと老白しろ猫ねこに今夜の事情を急いで説明し、

「とにかく速そつ攻こうで追っ払うぞ！　今より《アクア寮りよう》に非常事態宣言を発令する！　プランは『テンペスト』。俺達は全員で一個の自然災害テンペストとなり、正体無く侵入者を排除するっ！」

　病み上がりの老ろう猫びようを〝巣〟に残し、倉庫に降り立ち急いで準備する。

「いくぞッ！」

　真次郎のＧＯサイン。それぞれが無言、もしくは微かすかな物音だけで寮内を走った。いつの間にか、獣けもの達は思い思いに『幽ゆう霊れい迷めい彩さい』とでも言うべきボロ布を纏まとっている。

　その光景、まさしく異い形ぎようの軍団と呼ぶのに相応ふさわしい。

　実は野生のカン一〇〇％な動物軍団は、この作戦にかなりの自信を持っていた。

　なにしろこれまで幾度も、この動物達はきもだめしにやって来た女子高生を安全に追っ払ってきた実績を持っているのだ。

　ゆえに人は呼ぶ。この寮を《アクア寮》ではなく、《アクマ寮》と……!!

『おばけでございマスぞぉおおおお!!』

「きゃあああああっ！」

　一番下手へたくそな真次郎ですら、こうして女子高生を逃げ帰らせることができた。

　なにしろ《アクア寮》に侵しん入にゆうし、恐る恐る複数のグループに分かれて古い寮内を点検していた彼女達はこの時、まさかこんな魍もう魎りようまがいの動物達が屋や敷しきの中にいるなんて想像もしていない。

　今や《アクア寮》の至る所から少女達の悲鳴と、外へ逃げ出そうとする足音が響いていた。

　しかし阿あ鼻び叫きよう喚かん、百ひやつ鬼き夜や行こうな《アクア寮》のさなかで、

「は!?　二階に上がったヤツらがいる!?　くそっ！」

　真次郎は伝令のパックからそれを聞かされる。

「パックと俺は二階に向かう！　一階は任まかせた！」

　実行リーダーであるオーベロンに告つげ、真次郎は無音躍やく動どうし、階段を駆かけ上った。

　後方を飛ぶいたずらオウムにバックアップを任せ『幽霊迷彩』のボロ布をまとった真次郎は、震ふるえながら二階の廊下を進む元《緑りよく泉せん寮》の生徒へ、床を滑すべるほどに身を低くし、人ならざる挙きよ動どうで躍おどりかかる。

『ウボアァアアアアア！』

「「きゃああ……ぁ……っ……」」

　背後から二人組を追い抜き、突とつ如じよ彼女達の目の前で大きく立ち上がると、左右の女子は悲鳴を最後に、膝ひざから崩くずれ落ちる。

　どうやらあまりのショックに気を失ってしまったらしい。真しん次じ郎ろうは二人が廊下に身体からだを打ち付ける前に、慌あわてて両腕で彼女達を抱きかかえ、ゆっくりと床に降ろす。

　そもそも、この不ぶ気き味みな《アクマ寮りよう》の中に侵しん入にゆうするだけでも彼女達には相当な恐怖なのだ。

　少々やり過ぎたかと真次郎の胸は今さらのように痛んだが、寮内の喧けん噪そうは引き潮のように収まり始めていた。寮生達が屋外に逃げ出すことによって、どうやらこの騒動は収しゆう束そくに向かっているようだった。

　これで、彼女達に報告を受けた《学がく園えん》側は、この寮に住むという方針とは別の対策を立ててくれるだろう。

　よしよし、じゃあ気を失ってしまったこの二人はあとで外に運び出すとして……と、真次郎がこのパニックに、どのようにピリオドを打とうかと窓から外を確認しようとした、

　その時だった。




「パック、ここにいるんでしょ？　見つかっちゃうから、もうあばれちゃだめっ」




　現れた気配に、真次郎はとっさに廊下の陰かげに身を隠かくしている。が、

「（は、白はく亜あがッ!?）」

　二階に上がって来た一人の女子生徒の姿すがた、その言動に真次郎は必死に呼吸を止とめざるを得ない。暗くて姿は確認できないが、パックやオーベロンの名を呼べるからには、彼女が白亜なのは間ま違ちがいないのだ……！

　さらには、

「パック、おりこうね。ごめん、驚いたでしょう？」

　あのイタズラオウムが、『幽ゆう霊れい迷めい彩さい』など脱ぎ捨てて、白亜が差し出した腕に大人おとなしく留まり、『コンニ……チワっ！』と、しおらしく挨あい拶さつしているではないかっ！

「（ど、どういうコトだッ!?）」

　しかも階段を上がりきった廊下に立つ白亜の足あし下もとには、本来ならまだ暴れ回ってなくてはならない悪あく霊りよう達──仲間の動物達が大人しく付き従っているのを真次郎は確認……ッ！

「私、本当は別の寮に行かなくちゃだったんだけど、みんなのことが心配で、急いでこっちに来たの。遅れてごめんね。ありがとうオーベロン、みんなをまとめてくれて」

　まるで混乱する真次郎のココロでも読み取ったかのように、白亜は膝ひざをついて動物達に語りかけている。

「今日、私の住んでいた寮が火事になっちゃって、それで急に、この《アクア寮》に住むことになっちゃったの。だからみんなはとりあえず、森に隠れて欲しくて。……大丈夫、私がなんとか、してあげるから」

　人間の言葉がわかろうがわかるまいが構わぬ調子で、白亜は丁てい寧ねいに動物達へと説明する。いつも彼女はそうなのだ。真しん次じ郎ろうはむず痒がゆいような苦しいような思いの中、ちらりと陰かげから身を乗り出せば、

「（おおい！　みんな困った顔でこっち見てんじゃねえよ！　俺が見つかっちゃうだろッ！　……つうかッ！）」

　白はく亜あが今ちょっと、こっち見た……ッ!!

　慌あわててジェスチャーで動物達を白亜に向き直らせていた真次郎は咄とつ嗟さに身を引き戻もどして壁に隠かくれた。心臓をドキバクさせる真次郎の耳に、やがて、

「今から、外の安全な場所に、案内するから……」

　どうやら彼女には気付かれずに済んだらしい。ホッと息を吐ついて、再びそうっと白亜達を観察すれば、

「（ん……？）」

　薄暗過ぎる廊下から動物を外に連れ出そうと、白亜は一階へ続く階段へとさしかかっているのだが、

「（は……？　まて白亜ッ！　前を見ろ！　あぶねえだろッ!!）」

　──動物達が無事で気が抜けてしまっていたのか。彼女の意識はもっぱら、後からついてくる頭上のオウム、そして足あし下もとの動物達に向いていて、

「ぁ……」

　目の前に迫った下り階段に気が付くのが一いつ瞬しゆん遅れた。

　それでもとっさに白亜は階段の手すりに手を伸ばす。が、長く封ふう印いんされていた寮りようの暗くら闇やみは、まるで周しゆう到とうな魔ま女じよのように彼女の距離感を狂わせた。

　バランスを崩くずしてしまったカラダを支えようとした両腕が空くうを切り、白亜は、いとも簡単に階段を踏み外はずしたのだ。

「…………ッ！」

　声にならない少女の叫びに、

「まじでかッ!?!?」

　獣けもののような声が重なる。真次郎は影の中から走り出していた。

　階段のきざはしから躍やく動どう。

　到達点を探さがすようにどこまでも落ち続けていた彼女を、真次郎は自分の身体からだで包み込む。同時に彼女も無む我が夢む中ちゆうで自分にすがって来たのがわかった。

　衝しよう撃げきが全身を貫つらぬいた。真次郎は白亜のクッションとなって床にたたき付けられる。

　連続する鈍い激げき突とつに、肺はいの中の空気がオモチャのように爆はぜ、息が詰まり、それから電気ショックのような痛みが背せ筋すじに走り、今度は真次郎から意識をもぎ取ろうとしていた。




　──暗闇と静せい寂じやくが、《アクア寮》の階段、二人が倒れ込んだ踊り場を包んだ。




　階段から落下した白はく亜あには、なにが起こったのかとっさに理解できていないのだろう。

「う……ぅう？」

　と、自分の身体からだに痛みがないことに戸と惑まどっているようだった。しかし、彼女はどうしても気付かざるを得ない。自分が今、尻しりの下に敷しいているのは、

「まさか……」

　かばってくれようとした動物を、自分は下敷きにしてしまったのか!?

　とっさに白亜は、自分の身体が乗っているそれを確かめる。

「ねえ、大丈夫……？」

　シベリアンハスキーだろうか。それともあのオウム？　もしかしたら老ろう猫びようのアリエルかもしれない。だとしたら大変だ。だって完全にぴくりとも動かなくなっているのだ！

「お願い、目を覚まして……」

　けれど抱き起こそうとするその動物は、自分が予想するシルエットに収まらない。

「……？」

　不意に、白亜は気付く。それは動物ではなく、人間だった。

「こ、これは……？」

　人間であり、そして彼は少年ですらあった。

　そして今、彼の後頭部からドックンドックンと赤い血が漏もれ出してもいる。

「や……」

　それに気付いた白亜は、

「　　　　　　　　　　　　　　　……ッ！」

《アクア寮りよう》の全ての窓ガラスが震ふるえるほどの悲鳴を上げた。










　　　　♡♥♡




　──夢は、見ていたかもしれない。

　けれどひと千ち切ぎりの意識が真しん次じ郎ろうに甦よみがえった瞬しゆん間かんに、おぼろげでどこか懐なつかしいようなその匂においはツルツルとすごい勢いで無意識の中に引っ込んでしまい、あっという間に手がかりすらなくなってしまう。

　それをひどく残念に思いながら、ぼんやり目ま蓋ぶたを動かしてみれば、白くまぶしいものが感じられ、続いて首くび筋すじに涼すずしさも覚える。

　どうやら朝のようだった。

「んんん……」

　真次郎はしかたなく目を覚ますことにする。

「……、う？」

　すると、身じろぎしようとした身体からだと、

「んぶおッ……!?」

　その虚うつろな意識を、再びどこかに引き摺ずり込むかのような痛みが後頭部を中心に走りぬける。

「……のゴおオォ……ッ!!!!」

　同時にびりびりと全身が痺しびれ、軋きしみ、ひび割れるような喉のどの渇かわきが発生。そして粘ねばつく濃い不快感の中、連想するようにとある危機感を思い出す。

「お、おっはァ～っ!?」

　彼は誰かに向かって突とつ然ぜん、朝の挨あい拶さつをしたわけではない。喉の奥から溢あふれ出してしまうくらいの恐怖に思わず、真次郎が漏もらしてしまった声がこれだったのだ。

　……俺は昨夜、我らが縄なわ張ばりたる洋館を守るため、森の仲間達と──フラッシュバックする暗くら闇やみと暗闇。

「そんで……」

　あろうことか、そのミッションクリア寸前で、自分は気を失ってしまったのだ！

　真次郎は、どっと額ひたいに汗を浮かべ慌あわてて身を起こ──

「なぁ……」

　──動けない。

「なァんだ、これェエぇええッ!!」

　自分は確かに仰あお向むけで寝ている。しかし手足がまったく言うコトをきかなかった。

　両腕はバンザイの状態からどうにもできず、両足も下へ思いっきり引っ張られるように太いロープでグルッグルのギッチギチに固定されてしまっているのだ。

「お……おい、おいおいおいいぃぃいいッ！　マジか、え!?　マジかオイッ！　なんで、こんなコトになってんの……ッ!?」

　グビリと喉のどが潤うるおいと回答を求め、鳴る。

　想像だにしていなかった現状に翻ほん弄ろうされ、真しん次じ郎ろうは目眩めまいすら覚えた。周囲の景色が酷ひどくゆっくりと回転するように見えてしまう。

　そんな視界の中、彼はある一つのコトに気が付く。

「う……？」

　自分の身体からだはベッド上の硬いマットレスに寝かされているのだが、そこに布団ふとんが一枚かけられているのだ。

　真次郎の胸の辺りまでとどくそれは温かく、後頭部の痛みと全身の痺しびれ、そして激しい喉の渇かわきに反比例するように柔らかく、心地よかった。

　寝そべる彼が身じろぎすれば、掛かけ布団は呼応するように動き、

「……うぅん？」

　と寝ぼけた声を出した。

「……へッ？」

　真次郎は目をこすって、もう一度よく掛け布団を観察しようとするが、拘こう束そくされた両腕ではベッドのパイプをぎしぎしと鳴らすのが精せい一いつ杯ぱい。けれど、たとえいくら瞳ひとみを拭ぬぐったって、同じものが見えるのだろう。

「んぅぅ……」

　その掛け布団は、片腕を真しん次じ郎ろうの胸に当て、もう片方で小さくあくびをする口を隠かくしながらその上半身を起こす。それを待っていたかのように色素の薄い髪がサラサラと流れ、その向こう側では、あの白いシャツの中で潰つぶされていた二つの胸がたぷりと柔らかくかたちを変えるのが大きく覗のぞいたスキマから見えている。

　その様子を間近で見上げ続ける真次郎には、もはや見み間ま違ちがえようがない。

「ぐ、ぅあ、あ……ッ!!」

　真次郎にかかっていたのは布団ではなく、一人の少女。彼女の名前は、

「三みつ峰みね白はく亜あ……ッ!?」

　真次郎はとっさにもう一度寝たふりをした。そうするしか、なかった。

　白亜の両の瞳ひとみが見開かれようとした瞬しゆん間かん、真次郎はガクリと首を落とし目をきつく閉じる。

「ん……」

　と、鼻にかかった眠たげな白亜の声がした。けれど真次郎には彼女がどんな表情をしているのかがわからない。が、真次郎は祈るように期待する。

　いくらなんでもこの現状のまずさに気付いて俺から降りてくれるに違いない！　頼む白亜！　早く俺の腰こしの上からどいてくれぇえっ！

「あ……っ」

　いよし！　と真しん次じ郎ろうは微動だにせず心の中でガッツポーズ。白はく亜あの腰こしが浮いたのだ。そうだ、そのまま、そのまま……！

「起きて、起きて」

　俺を起こしに来ただとうぅううッ!?　お、お前が真に目覚めろ白亜！　お前なに俺に覆おおい被かぶさるようにして肩をゆさゆさ揺ゆすってくるんだよぉおおお!!

「ねえ起きて」

　起きてじゃねえよ!?　なにお前俺をジョーバ状態で全身使って揺すってくんの!?　このまま目を覚ましたら壮そう絶ぜつに俺はギルティだろがぁあッ!!　なんで俺女子高生を上に乗っけて目覚めなくちゃなんねえの!?

「死んでるの？」

　このまま起きたら社会的に死ぬんですよ三みつ峰みね白亜さんッ！　なに上半身ぴったり俺の心臓にくっつけて鼓こ動どう聞いてんの!?　お前さんがそんなぺったりくっつくからめっちゃ脈打ってますよ。俺の腹でめっちゃ潰つぶれて苦しそうにしてるんすよお前の寝起きおっぱいがぁあッ！

「えいっ」

「ぎゃぁあああ……ッ！」

　真次郎は次の瞬しゆん間かん、目ま蓋ぶたの上から眼球をぎゅっと押された。

「おきて」

「……ぁぁぁああああッ！　なにすんだお前ぇぇええあああああッ!!」

　たまらず真次郎は顔を上下左右に振ふり乱しながら目覚めるしかなかった。

「起きた」

「もう死んじゃうところだよッ!?　お前ホンイキで俺の目玉を押しこくっただろぉッ！　キュムッとファンシーに鳴ったぞ奥にある脳が！　前ぜん頭とう葉ようがムチュッって!!」

「私は三みつ峰みね白亜。あなたは、なにものなの？」

「スールーぅうッ!?　今の俺の視界の真ん中には真夏の太陽を直視したみたいなブラックホール状の巨大な盲もう点てんがモヤンモヤンしてほぼなにも見えてねーのに、お前はスルぅぅー!?」

「それで、あなたはなにもの？」

「羽生はにゆう真次郎です！　俺の名前は羽生真次郎ですからもうしないで！　もう眼球を押そうとしないで！　こわい！」

「はにゅうってかわいい名字ね。みんなには『きゃりーはにゅはにゅ』って呼ばれてた？」

「そんなふうに呼ばれたこた一度もねえよッ!?　やめろよ絶対にそんなんで呼ぶなよ!?」

「私、風紀委員なんだけど」

「え？　会話それでつながってんの!?　風紀委員だから俺を『なんとかはにゅはにゅ』って呼ばないってこと？　……なんできょとーんとしてるんだよおまえはもぉぉおおッ！　風紀委員なら早くここからどけよッ！　俺にさらなる風紀を乱すような刺激を加えんなぁぁ……ッ」

　真しん次じ郎ろうはベッドにロープで拘こう束そく状態。しかも今や腹の上に確かな量感をもつ三みつ峰みね白はく亜あを乗せたまま訴うつたえる。

「だ、だいたいだな、なんでお前は俺の上で──」

「それで私、風紀委員として、あなたにいくつか質問したいコトがあるの。答えてくれる？」

「聞けよ人の話をッ！　どんだけマイペースだぁあッ！」

　しかし、どれだけ真次郎が訴うつたえ続けても、白亜の表情は憎たらしいくらいに変わらない。まるで夢の中に喜き怒ど哀あい楽らくを忘れて来てしまったみたいに、強しいて言えばさらに『きょとーん』とした表情で自分を見つめ続けている。

　真次郎は、観念した。

「……な、もう……なんだよ、お前が質問したいコトって」

　話を進めるしかなかった。真次郎は無む理り矢や理りぎみに呼吸を整える。慌あわてちゃだめだ。白亜だってこれから一生俺の上に乗って生きていくワケでは無いのだ。こうなったら用件を済ませてどいてもらうのが一番早いっぽい……!!

「うん」

　白亜はコクリと頷うなずき、それからしげしげと真次郎の両腕、そして両足を拘束しているロープとベッドの連結点を見つめながら、

「あなたは、どうしてこんなに厳重に縛しばり上げられているのに冷静でいられるの？」

「なにを俺に質問してんのッ!?　それ必要!?　っつうか俺今、全然冷静じゃないよね!?　ご覧らんの通り超ちよう絶ぜつ混乱してんですけどもッ！」

　真次郎は速答するが、

「それは縛しばられてるのが嬉うれしいけど、嬉しがるとロープを解かれちゃうから一生懸けん命めいつらい振ふりをしてるっていう意味？　あなた予想通りの変へん態たいさんね」

「ちがうよ俺が変態さんなんじゃないよッ!?　聞けよ三峰サン！　人の話をよ！　メモを取るなメモを!!　だってこれ三峰サン、あんたが縛ったんだよな!?　縛り具合を聞いてないで、むしろ早くほどけよこのロープゥゥウ！」

「私のことは白亜って呼んで。私もあなたのことは真次郎って呼ぶから」

「言ってねえでほどけよ白亜ッ!!」

「暴れても無駄よ真次郎。それはとてもきつく縛ってあるから、ちょっとやそっとじゃ──」

「へぁッ!?」

　突然バラリと真次郎の両腕をバンザイ状態で拘こう束そくしていたロープが緩ゆるみ、

「ほどけた」

　白亜もどこか呆ほうけたように漏もらした。

「よっしゃ！　これで……ッ！」

　真次郎は自由を得ようとベッドに手をつき、白亜を押しのけるようにして、まずは上半身を起こそうとする。が、

「真しん次じ郎ろう、勝手に起きてはだめ。まだあなたを自由にはできない」

　白はく亜あはそれを、全身で押さえつけた。

「え、あ、わっ!?」

　そして、もう一度真次郎を縛しばり付けようと身を乗り出してくる。

「や、やめろ！　待て！　白亜ぁあッ！　うどんふッ!?」

　あっという間に顔面がふさがれた。シャツ越しに、昨夜と同じ高密度な張りと柔らかさ＝白亜の豊かすぎる乳ちちが襲おそって来ていたのだ。しかも、

「ぬおああッ！　やめろ白亜ァァァあーッッ!!」

「だ……だめっ、縛り直す、まで」

　どういう力学なのだろう。左に一つ、右に一つの白亜の柔らかく大きな胸が真次郎の顔を挟はさみ込み、そのまままクレーンゲームのように空中に少年の頭を持ち上げようとしている。

「うごごご……ッ！　な、なんか首が死ぬ！　なんなのお前のおっぱい！　こんなの変だろぉぉ！　早くしろォッ（もぐもぐとくぐもった声で）」

「……ねえ、あなたはなんで、ここにいるの？」

「やおら哲学的な問いに聞こえるなッ!?　この状態だと！（もぐもぐとくぐもった声で）　つうか今質問してくんなぁッ！」

　真次郎は必死にその魔ま乳にゆうから逃のがれようとするが、顔は吸い付いてしまっているかのようにもっちもち！　もう自分がなにをやっているのかがわからなくなってしまう混乱の中、

「んや、あ、……暴れないで、真次郎。早く、両手をばんざい、して。それから、きちんと白状して」

「ば、ばんざーい！　ばんざーいッ！」

　これでは白亜からご褒ほう美びを貰もらって喜ぶ変へん態たいである。

「ばんざァい！　ばんざァい！」

　説明しよう。これが顔面をおっきいおっぱいに挟まれ持ち上げられたまま腕を縛しばられ、喜びの声をあげる変態である。しかし、白亜がロープを縛り終えるまでずっと我を忘れて万ばん歳ざい三さん唱しようし続けるのは、さすがの真次郎とてやり過ぎではなかったか？

　彼はあまりにも必死になってしまっていたので、




「あ、あの……、お食事を、持って、参りました……」




　と、品のいい木製のトレイを手にして扉を開けた、姿勢のいい少女のノックにも入室にも、気づくコトができなかった。

　この時、真次郎は必死にこの状況から抜け出そうとしただけであり、白亜はどうにか彼を押しとどめようとしているだけだったのだが、二人が作り上げてしまっていたのはどうやったって『非女子寮りよう的』かつ『非風紀委員的』な光景であり、入室してきた少女は立ち尽つくしている。

　部屋の戸口にいるのは、全体的なシルエットはスリムながら、こぼれるような胸の丸みによって、なぜかふっくらとした印象を与える少女である。

　彼女はこの寮内で、どのような理由からか黒チェックのメイド風ワンピース、同デザインのヘッドドレスに両袖そでにパフの入ったドレスシャツを制服のように着こなすという変わった身なりをしていた。

　なにより目を引くのは、彼女の腰こしにまるで大きなリボンの一部のように横真っ直ぐに固定されている一本の小こ太刀だちである。短刀を包むその黒塗りの拵こしらえから放たれる非条理さと、彼女のスゥッと背せ筋すじの伸びた物腰、そして突き出た胸と福ふく良らかな腰以外は控ひかえめに保たれた雰ふん囲い気きは『侍さむらい』というよりも『忍びの者』という印象を周囲に与えている。

　狭せまい室内である。

　彼女の存在感は、一拍遅れながら個室に浸しん透とうする。

　異変に気が付き、バンザイ紳士となっていた真しん次じ郎ろうの両腕をなんとか縛しばり終えた白はく亜あが振ふり向き、そして真次郎もそれに気が付いた。

　三人の視線が、交こう錯さくする。

「し、失礼、……いたしました……っ」

　そう言って最初に動いたのは、顔を真っ赤にしながら巻き戻もどし映像もかくやというカクカクとした挙きよ動どうで部屋から出て行こうとするふっくら小太刀メイド。

　そこへ、

「あ、凜りんちゃん」

　白亜の声に、奇き妙みようなメイド服少女は立ち止まり、

「ご、ごめんなさい白亜ちゃん！　わ、わたし誰にも言いません！　だから……つ、続けてくださいっ！　わたしそういうコトには全然くわしくないですけど、でも……わかります！　すいません!!　誰にも言いませんからっ!!　つ、続けてくださいっ!!」

　なおも自分の過あやまちに許しを請こい願うかのように逃げだそうとしている。

　きっと彼女もここの寮りよう生せいで、白亜と、おそらくは異分子で見るからに浮ふ浪ろう児じである真次郎がどうしても気になって様子を窺うかがいに来たのだろう。

　だが、さすがに間が悪かった。先ほどの映像は、誤解されて当然だ。

　真次郎は、もうなかば確信している。

　ここは女の園、《清せい流りゆう学がく園えん》であり、今自分が寝かされているのは《アクア寮》である。

　それなのになぜか、ケイサツには突つき出されていない異分子である自分。

　そして一貫制女子校であるこの世界においてはおそらく、女性という存在が絶対的な権力を握っているに違いない。

　しかも戸口に立ち尽つくすメイド少女の腰こしには、なぜか立派な質感を持つ小こ太刀だちが揺ゆれているのだ。

「どちらにしてもあんな物ぶつ騒そうなモノを持つ寮りよう生せいが、すぐ側そばまでやって来たら……」

　自分は、ついには叩たたき斬きられてしまうかもしれない。

　いや、むしろケイサツに突つき出さなかったのは、彼女達が自分達の手で、その罪に対して俺に罰ばつを与えるためなのでは……っ!?

　真しん次じ郎ろうの顎あごが、恐怖のためにカタカタと鳴り始めた。

　これじゃあ国家機構に突き出された方がまだましだった。ここで始末されるより、その方がよっぽど……!!

「落ち着いて、凜りんちゃん」

「え……？　ど、どうして、白はく亜あちゃん？」

　しかし、冷や汗と共に震ふるえる真次郎になど一いつ切さい気を使う様子も無く、白亜はふっくら小太刀メイドをなだめ、あろうことか手招きし、部屋の中に引き入れようとしているではないか！

　真次郎は小こ刻きざみに首を左右に振ふるしかない。よくない！　それはいろいろとよくない！

　白亜はなにを考えている!?　俺はやり過ぎてしまったのか!?　やはりここでは異物、男である俺を始末しようと──

「まったく、しかたない凜ちゃん」

　なおも戸と惑まどい、けれどベッドサイドまで恐る恐るやってきた小太刀メイドに、白亜は告つげる。

「ここがこの部屋の中で一番、安全」

「え、えっ？　どうして？」

　小太刀メイドはさらに戸惑っているようだった。それもそうだ。真次郎にも白亜がなにを言っているか全くわからないのだ。

「こうやって押さえておけば、相手は起きれない」

「そ、そうなの？」

　両手を口元に当てて小太刀メイドはびっくりしていた。

「お前そんな風に思ってずっとそうしてるの!?　そりゃ確かに素早い対処もできたみたいだけど、なんか違ちがくねぇッ!?」

　真次郎は訴うつたえる。しかし、

「だから凜ちゃんも一いつ緒しよに乗って」

「わ、わたしも!?　そんなのいやだよう！」

　寮生である二人は──いや、小太刀メイドは必死に後ずさるが、

「わがままはだめ」

　白亜は逃がすまいと彼女の手を摑つかみ、ふっくら小太刀メイドの持っていたトレイをベッドのサイドテーブルに置いてしまう。

「や、やだ白はく亜あちゃんっ！　いくら白亜ちゃんが風紀委員だからって──」

「これが外の世界で男の人に対する常識なのに？」

「ほ、ほんとう？」

　コクリとうなずく白亜。

「ウソだろそんなの！　白亜お前、適当教えるな！」

　そして小こ太刀だちメイドに訴うつたえる真しん次じ郎ろう。

「でも白亜ちゃん、こう言ってるよ……？」

　本来なら忌き避ひすべき男子という異分子である真次郎の言葉にすら、小太刀メイドはすがろうとしていた。彼女の顔は真っ赤になってしまっている。真次郎は思う。そう、これがきっと当たり前の反応なのだと……！　だというのに、

「凜りんちゃん、男の人の言うコトを聞いたらだめ。こうやって押さえられていたら全部白状させられちゃうってわかってるから、真次郎はウソを言ってるの」

「俺はウソは言ってねえよ!?　別の意味で乗られたら困るんだって!!　だからマジやめて！　こんなの常識じゃないからッ！」

「わ、わたしは、どうしたら……！」

　すると真次郎に乗る白亜は、突然フルフルと震ふるえだし、いかにももう限界だというポーズで、

「早く、凜ちゃん乗って。私一人じゃ……もう、押さえきれない」

「は、白亜ちゃんっ!?　わ、わかった、わたし、乗るねっ!?」

「待てぇぇええ早まるなぁッ！　あ、あああッ！　！　あああぁぁ……！」

　ベッドに乗ってくる小太刀メイド。彼女は細く黒いニーソックスに包まれた脚で真次郎をまたぎ、そして白亜に後ろから支えられるようにして、ストン……と、少年の胸の上に腰こしを下ろした。

　しかしやはり小太刀メイドはそのままの体勢で目め一いつ杯ぱいに緊張している。そして、

「白亜ちゃん、やっぱりこんなの、おかしいよぅっ！」

　と振ふり向いた先に白亜はおらず、

「ふぅ」

「え、えっ？　白亜ちゃん？」

　あまつさえ彼女はベッドから降りて、小太刀メイドが真次郎に持ってきていた朝食の牛乳を飲んでいた。

「真次郎、さっきの質問の続きだけど、どうしてあなたはこんなところにいるの？」

「待って白亜ちゃんっ！　なんで白亜ちゃんは降りちゃうの？　一いつ緒しよって言ったのにぃっ！」

　焦あせる小太刀メイド。浮き足だって腰こしを上げようとするが、それではいけないと思い直したのか、慌てて真次郎をもう一度お尻しりで押さえつけるようにしながらも、

「あ、や、やだっ！　やだやだやだっ！　一人にしないでよう！　白亜ちゃん！　白亜ちゃんっ！　白はく亜あちゃあん！」

　が、いくら呼びかけても白亜は慌あわてる様子も無く、表情を変えぬまま、

「凜りんちゃん、スカート」

「見ないでくださいぃい！」

　指摘され、慌あわてて小こ太刀だちメイドは自分の短いスカートを押さえ込んだ。

　真しん次じ郎ろうはびくっと顔を背そむける。なぜなら、先ほどふっくらメイドが腰こしを浮かしたときに、短いスカートの中の下着をあたかも見せつけるようにしてきていたので──

「うわあああ！　ぬ、抜くな！　抜くなぁ！　小太刀を抜……ッ!?」

　一いつ瞬しゆんだった。小太刀メイドは後ろ手に回した左手で腰の得え物ものを抜き放はなつと、最速最短の軌き道どうで真次郎の首めがけ振り下ろしていた。

「わぶぅぅうっ!?」

「はっ！　だ、大丈夫ですか!?　なんか身体がＳみたいな形になってますけど！　この一刀を避けるなんて、もしかしてあなたも忍びの者なんですか!?　なに流なんですか!?　わたし上かみ熊くま谷がや凜って言いまして、『ヰい露ろ刃は州す流』の忍しのびです！」

「なんでこの状態で名乗り口上!?　決闘すんの!?　俺は羽生はにゆう真次郎ですけど、いいから早く納のう刀とう！　納刀してお願いだからッ！」

　ためらいの無い、まったく自然で、やり慣れた動作だったコトが一番の恐怖だった。

　カチリと白はく刃じんを鞘さやに収める小太刀メイドに、彼は冷や汗びっしょりで釘くぎ付づけになっている。

「す、すいませんでした……」

　真次郎は、上熊谷凜と名乗ったこの小太刀メイドには今後絶対に逆らうまいと誓ちかった。

「ね、ねえ白亜ちゃん、わたし、い、いつまで、こうしてなくちゃ、いけないの……？」

　一方、いくらか落ち着いたとは言え、まだまだこの状態はふっくらメイドの手に余るようだった。今すぐにも逃げ出したいというもじもじした態度を崩くずさず、白亜に尋たずねるが、

「今から真次郎にいろいろ聞くから、それまでお願いしていい？」

「わ、わかった……けど、は、早くしてね白亜ちゃん。……わたし、男の人に、こんなに近寄ったの、初めて、なのに……」

　真次郎は凜に同情した。が、でも一番今不幸なのって俺だよね……？　とも、思った。誰も同意してくれなくとも。

「じゃあ真次郎。今度はきちんと答えて」

「な、なんだよ……」

「真次郎。どうしてあなたは昨日の夜、こんなところにいたの？」

「……ど、どうしてだっていいだろ、そんなもん！　いたからいたんだよ！」

　真次郎はそっぽを向いて口をつぐむ。この身を詮せん索さくされるコトほど、真次郎に分ぶの悪い話はないのだ。けれども、

「そう」

　白はく亜あは一つ頷うなずくと、真しん次じ郎ろうの上に緊張で硬くなったまま馬乗りになっている小こ太刀だちメイドの肩を摑つかみ、

「や、やだっ、白亜ちゃん、なにするつもりなの……？」

「答えて、真次郎」

「は……？」

「凜りんちゃんがどうなってもいいの？」

　そして、小太刀メイドを揺ゆらし始めた。

「や、やめて白亜ちゃんっ！　ゆすっちゃやだようぅ！」

　小太刀メイドは真っ赤になっていた。なにしろ彼女のお尻しりは、ほぼダイレクトに真次郎の上に乗っているといってもいい。そこに刺激を与えられてしまったら、恥ずかしがり屋であろう彼女の心は、これもまたダイレクトに刺激されているも同然だった。

「や……白亜ちゃんだめっ！　だめぇぇ……っ！」

「お、おいやめろ白亜！　いやがってるだろ!?」

「じゃあ答えて、真次郎」

「そ、そんなの卑ひ怯きようだぞ白亜！　人質なんて、お前……っ!!」

「真次郎がいつまでたっても、素す直なおに言わないから」

「だからって人を巻き込むなよッ！　上かみ熊くま谷がやサンはもう顔真っ赤にして泣いてっぞ!?　つうか……え？　あれ？　白亜!?　お……お前も、実はいっぱいいっぱいなの!?　なにその必死な感じ！　お前もテンパってんなら潔いさぎよくやめろよ！　辛つらいならもうやめろよ！」

「ほら、真次郎。なんで真次郎は、昨日の夜、こんなところにいたの？」

「あ、ぁあっ！　お願いです！　言ってくださいっ！　答えてください真次郎さぁんっ！」

「わ、わかった言うからっ！　だからやめろ白亜！　お前どんだけ特とつ攻こう野や郎ろうだよッ！　言うから！　言うからコイツに置いた手を動かすなっ!?　お前ももう休め！　な……？」

　混乱をきたし始める女子高生二人をどうにかなだめた真次郎は、はふぅと自分も呼吸を落ち着かせ、

「……き、昨日の夜は、すまなかったな……」

　バツが悪そうに、もそもそと口にした。

「おまえらを脅おどかして、寮りようから追っ払おうとしてよ……」

　だが、彼が意を決してそう言えども、白亜も凜りんも、不ふ審しんげな表情を崩くずそうとしない。

　なので、真次郎はついに観念したように、、

「わかったよ、言うって！　……俺、なんというか……ええっと、あの動物達と、おまえらが昨日の夜に押し掛かけてくるより、ずっと前から、この寮りように……寮の天てん井じよう裏うらに、住み着いてて……。つ、つまり俺、なんつーか、家出中なんだ。それで……、」

　言い淀よどんだのは、昨夜の火事の場面が浮かんだからだった。燃えさかる《緑りよく泉せん寮》から白亜を運び出したコトを言うのは、なんとなくマズイような気がする。もちろん、これ以上の不ふ審しん行動を白状するとロープで簀す巻まきでジョーバ状態よりも酷ひどい目にあう可能性も高くなる。

「そ、そんで、昨日の夜は俺も必死で……でも、おまえらはちょくちょくここにきもだめしに来るだろ？　悪いとは思ってたんだけど、そのたびに──」




「自分達の正体を隠かくすため、この《アクア寮》であのような行いをしていた……と？」




　そう個室の入り口から言い放った少女は、昨夜と同じく制服に身を包んだあの寮長であった。

「……っ!?」

　まるで不ふ貞ていの現場を押さえられたように絶句したのは仰あお向むけで拘こう束そくされ続けている真しん次じ郎ろう。

　そしてベッドサイドの白はく亜あは無言で戸口の寮長に振ふり向き、家出少年の上に控ひかえめな封ふう印いん石のようにちょこん座りしていた凜りんにいたっては、声も出ないという状況だった。

　そんな無音の室内に、昨夜、寮生達を火事という異常事態から立ち直らせ、ここまで導いた寮長が歩み入る。

「事情はおおよそ、そこで聞かせていただきました」

　一方、寮長である制服の少女はそんな状況を意に介かいする様子も無く、白亜と並ぶようにベッドサイドまでやって来ると、

「立ち聞きするつもりも、なかったのですが──」

　間近でみる寮長は、少し眠そうなタレ目を持つ、独特な雰ふん囲い気きを振ふりまく少女であった。

　昨夜真次郎が遠目から見た制服、そして寮長を示す濃いオレンジ色の腕わん章しようと同色のカチューシャにも見覚えがある。あの時のキリリとした静せい粛しゆくな印象もそのままに、

「わたくし、影かげ森もり牡ぼ丹たんと申します」

　彼女は淑しとやかに名乗った。

　寮長、影森牡丹。

《アクア寮》に移って来てからもその役職を引き継いだ彼女の声音は、同年齢であろう白亜や凜とは一線を画し、たちどころにこの場を真まっ直すぐ、折り目正しく区切っていくようである。

「ちょうど折良く、わたくしが尋たずねようと思っていた事情を中で話していたものですから、遮さえぎってしまうのも悪いと思いまして、そのまま」

　その雰囲気からして真次郎は悟さとる。この少女がここのボスであり、おそらく、俺の運命を処断する立場の者なのだと……！

「ところで、これは、なにを？」

　しまったぁぁああああッ！　それなのに俺は、なんてところを寮りよう長ちように見られているんだ!?　と、ふっくらメイドを乗せた真しん次じ郎ろうが絶句していると、

「牡ぼ丹たんちゃんお願いっ……！　こ、交代してくださいっ！」

「ちょっとぉおッ!?　お、おい、なにを言い出してんだ!?　こちらはここの寮長サンだぞ!?　そんなの無理に決まって──」

「いいでしょう。代わります」

「よかねぇだろぉぉおお!!　待て待て待て！　意味わかってんのか寮長サン!?」

「見ればわかります。さすがは白はく亜あさん、風紀委員ですね。そこに乗っていれば、不ふ審しん者しやの動きも封ふうじ、かつ、一番安全……そういうことですね？　わかります」

「わかってねぇだろ！　なんでそうなるッ!?　白亜もウンウン頷うなずいてんじゃねーよ！　どうすんだよ！　お前のヘンテコ理論が感染してんぞ!?　以い心しん伝でん心しんしちゃってるんですぞ!!」

　一方、交代を告つげられた小こ太刀だちメイド、上かみ熊くま谷がや凜りんは瞳ひとみすら潤うるませながら、

「よかったぁ……っ！　じゃあ、わたしはもうこれで……って、あれ……白亜ちゃん？　なんでわたしの肩を押さえるの？　わたし、もう牡丹ちゃんと交代……え？『寮長と一いつ緒しよに乗ってなきゃだめ』ってなんでなのっ!?」

　そうして腰こしの上に座り続ける小太刀メイドに続いて、ついに三人目。制服姿すがたの寮長、影かげ森もり牡丹に馬乗りになられてしまう真次郎。

　彼女はジャージの白亜、メイド服の凜とも違ちがう感触を彼の腹部に与えてくる。具体的に言えば、彼女は生なま足あしである。しかも、

「ちょっと寮長サンッ！　尻しりで座り心地ごこちのいい場所を探さぐらないでくださいますかねぇッ!?」

　まるで自分の場所を作るように彼女はもぞもぞと真次郎の上で蠢うごめく。そしてようやく腰こしを落ち着けたようである牡丹は、

「いかがでしょう……？」

　両手足を拘こう束そくされたままの彼に、そっとなにかを試すように尋たずねて来る。

「ひょっとして俺、この部屋に来たヤツ全員に乗っかられんですかね!?」

　思わずそうこぼしてしまう真次郎。

　牡丹はそんな真次郎を見下ろし、

「まずはあなたも不ふ思し議ぎに思っていますでしょうから、最初に説明しておきますが──」

「ここの寮生におかしなヤツが多い理由か？　ならば聞いてやる！　だったら聞いてやる！」

「ここは男子禁制の女子寮。そこに侵しん入にゆうし、あげく住み着いていたとなれば、その身み柄がら、公おおやけの機関にお渡しするのが本来の筋すじ」

「うぐぅ……ッ!?　急にストレートな本題が……ッ!!」

「けれど、なぜあなたのような不審者を治療し、ここに留め置いたかと言えば、それはただあなたに『情じよう状じよう酌しやく量りようの余よ地ち』があるからに他なりません」

「……じょうじょうしゃくりょうの、よち……？」

　あらゆる意味で身動きできぬまま、真しん次じ郎ろうは眉まゆ根ねを歪ゆがめて影かげ森もり牡ぼ丹たんを見上げる。

「わたくしども《清せい流りゆう学がく園えん》の生徒は『信義』と『愛』、そして『淑しゆく女じよとしてのたしなみ』をこの学まなび舎やで身に付けることが求められております。……それを昨夜、階段から足を踏み外はずした白はく亜あさんを助けたあなたを、不法侵しん入にゆうでケイサツに突つきだしたともなれば、そのような行為こそ、この国の将来を担になう才さい媛えんたることを期待される清流女子の名折れ」

「は、はぁ……」

「そして話をお聞かせいただいた限り、あなたがここに悪意を持って潜ひそんでいたわけではないと、わたくしは判断いたします。その行為には充分、情じよう状じよう酌しやく量りようの余よ地ちがあると。つまり──」

　そして影森牡丹は、昨夜、騒ぐ寮りよう生せい達を二つの寮に割り振ふった時のように厳げん然ぜんと言い放はなつ。

「──あなたがご自分から、この《学園》の敷しき地ち内よりすみやかに立ち去っていただけるのであれば、わたくし達はあなたを公的な機関へ突つき出しはしません」

「……ケーサツに突き出さない代わりに、俺にはここからすぐ自分の足で出て行けと……？」

　家出少年である真次郎に腰こし掛かける寮長、影森牡丹が彼にうなずく所しよ作さは優雅そのものであり、そしてそれだけに、とりつく島がなかった。しかし、それでも、

「じゃあ、あいつらは……？」

　真次郎は尋たずねる。

「あいつら、とは？」

「俺以外にもここに動物達がいただろう？　あいつらは、どうなるんだ？」

「《清流学園》の寮は、原則、ペット禁止です」

「そこを頼む寮長サン!!」

　牡丹のセリフを搔かき消すようにぐっと身を乗り出し、真次郎は懇こん願がんする。

「俺には……いや、あいつらにはもう、どこにも行き場がねぇんだ!!　だから頼む。あいつら、オーベロンやパック達だけでもここに置いてくれ！　お願いだよ!!」

「あなたは、ご自分がどれほどの無理を言っているか、自覚がありますか？」

「わかってる！　けどそのかわりなんでもする。本当だ！　なんなら俺は今すぐこのまま外へ放ほうり出してもらったってかまわねぇッ！　だから──」

「そういう問題ではないのです。敷地内へ侵入した者への対処は《学園》のルールよって定められています。にもかかわらず、わたくし達はこうして一度、あなたという浮ふ浪ろう児じを──」

「一度拾ったなら二度も三度も同じコトだろ!?　動物オレ達に変な情けなんてかけてんじゃねえよ!!　一度関わったなら最後まで面めん倒どうをみてやってくれッ!!」

　真次郎は擦かすれた眼まな差ざし、まさしく獣けもののようになって影森牡丹と見つめ合う。

「俺はいいんだ。どこにしょっ引かれても命だけは取られねえ。だけどあいつらは違ちがう。俺よりもずっと手前のラインで奴らはいなくなっちまうんだ。だから、せめてあいつらだけはここに置いてくれねえか。頼むよ寮りよう長ちようサン、羽生はにゆう真しん次じ郎ろう、一生に一度、心からのお願いだ!!」

「羽生、真次郎……？」

「そう、この羽生真次郎、ここでこうして、頭を……って、な、なんだ……？」

　寮長が声に出した真次郎の姓名。そのイントネーションは彼女の常とするテンションからすると、一段高く、しかし妙みような重さを持って感じられ、

「確かに羽生……と、おっしゃるのですね？　羽生、真次郎……と」

　彼女はまるで新しい数学の定理を発見したような、一種、驚きと緊張をない交まぜにした風ふ情ぜいでもういちど、家出少年を覗のぞき込むように尋たずねてくる。

「う、ううぅうん……？」と、高校一年生離れした寮長の視線に混乱、というか大いにたじろがざるを得ない真次郎。

　牡丹は、なおもウグウグと仰あお向むけのままな彼を観察するように、矯ためつ眇すがめつしてくる。

　視線に耐えられず、あまりの緊張にだんだん背中のスジが痛くなってしまうとこへ、

「なるほど、そういうことでしたか……。あの羽生の……なるほど、それはなんとも……」

　なにを一人で納得しているのか。影かげ森もり牡ぼ丹たんはうっすらと笑みを浮かべるのだ。

「よろしいでしょう。この《学がく園えん》が教えようとしている『愛』とは、他人の過あやまちを許すことでもあります。ここであなたを放り出すことこそ、それに背そむく行為なのでしょうね、羽生、真次郎殿……？」

「は、え……っ？　で、でも……あ、いや──」

「わかりました。あなた方が、この《アクア寮》に住むことを認めたいと思います。いかがですか？　白はく亜あさん」

　寮長の問いに、まるでそれを待っていたかのように間かん断だんなくコクリとうなずく白亜。

「え……牡丹ちゃん？　白亜ちゃん？」

　そしてきょろきょろと涙なみだ目めのまま《寮長》と《風紀委員》を見比べる小こ太刀だちメイド。

　真次郎の気分もふっくらメイドの凜りんと一いつ緒しよだった。

　いったい、なにが始まろうとしているのだっ!?

「真次郎殿」

《アクア寮》の代表であり、《学園》側に交こう渉しよう権けんを持つ《寮長》である制服少女は、浮ふ浪ろう少年に告つげる。

「あのシベリアンハスキーやオウム、それからこの寮に住み着いていた動物達と真次郎殿は、これからのわたくし達にとって、きっと大切な存在になるでしょう。なぜならあなた達、動物との触れあいは、わたくし達が昨夜の火事で負ってしまった精神的後遺症トラウマの緩かん和わや治療に、きっと役立つハズですから。……よって、わたくしはあなた達をこの寮の《第二種リラクゼーション案件》として《学園》に許可を求めるつもりです」

　ゆっくりと嚙かんで含ふくめるような物言いだった。

「……って、どういうコト!?　つ、つまり……俺、ここに……あいつらと一いつ緒しよに、ここにいて、いいってことなのか!?　ちょっとよくわかんねえんだけど寮りよう長ちようサン！　なあ、そうだって言ってくれよッ！」

「はい、簡単に言えば、そういうことになります」

「……マジか……ッ」

　奇き妙みよう極まる緊張から一転して安あん堵どに包まれ、ずぶずぶと沈しずむようにマットレスに身を任まかせる真しん次じ郎ろう。

「ありがとう、寮長サン……！　俺はもう、だめかと……。あいつらと、離ればなれになっちまうんじゃないかと……」

　そこへ、

「いや、あ……あの、真次郎さん……？」

　ふっくら小こ太刀だちメイドの上かみ熊くま谷がや凜りんが、おそるおそる声を掛ける。

「ん？　なんだ？」

「よかったって、本当に、いいんですか……？」

「もちろんだよ！　ここにあいつらといられるんだったら、もうなんだってかまわねえし！　……それより、あんがとな！　なんかもう、誰にどう感謝していいやら──」

「いや、あの、ですから、牡ぼ丹たんちゃんの言ってたこの学園の《第二種リラクゼーション案件》って、つまり、真次郎さんは……」

　ノンキに「うへへへ」と笑みを浮かべている真次郎を、ふっくら小太刀メイドは本当に心配そうにのぞき込み、

「真次郎さんは、これからはこの寮のペットになるっていうコトなんですよ？　それでも、本当に……？」

「……んは……？」

　緩ゆるんでいた真次郎の全身が、鈍い電流が走ったように硬直した。

「俺が、ここの寮りようの、ペット……って？　……え？」

　マジで？　いや、そう言えば、寮長は確かに、俺とあいつらをまとめてペットって……。

「まって……？　なに？　俺、あいつらと一いつ緒しよの扱あつかいなのッ!?　せめて人間として扱った方がよくないッ!?」

「そうなると、ケイサツです」

「うぐぅッ!?」

「もしあなたが自分を人間だと主張するなら、然しかるべき所へ突つき出します。あくまであなたは、この《アクア寮》の愛玩動物ペツトの一匹です。まあ、他の動物と違ちがってあなただけは《学がく園えん》側には秘密になりますが」

「……？　……っ!?　!?　いや、いやいやいやッ！」

　彼は必死に、この流れを否定しようとしたが、

「真しん次じ郎ろう殿、あなた、先ほどご自分はなんでもするとおっしゃいましたが、あれは噓うそ、ということですか？」

「うぐぅんっ!?」

　なにこれ、なにこれ。あれ……？　どうして、こうなったの!?

「真次郎」

　名を呼んだのは白はく亜あだった。

　彼は相変わらず表情を映さない彼女の瞳ひとみの中にその瞬しゆん間かん、確かに憂うれいのようなものを感じて、

「白亜、お前は俺のコト、わかってくれるのか!?」

「お手」

「お前もペット扱あつかいかよぉぉおッ!!　その憂いはなに!?　哀あわれみだったの!?　お手して欲しかったらこの拘こう束そくをほどけよぉおッ！　だめだ俺の言葉！　この懇こん願がんがこの部屋の空気を、俺までペットだという既き定てい路線を変えることができていないだとっ!?　待て、待て待て待て!!　やばい！　この流れはやばいって……ッ!!」

　真次郎が為なすすべもなくじたばたする、その時、




「決まったみたいねっ！」




　彼の訴うつたえをシャットアウトするかのごとく響いた声は、とっくに決まり切っていた喜びさえもてあそぶような表情で部屋の戸口に立つ、新たな少女のものだった。

「茉愛まちかちゃんっ？」

　と、小こ太刀だちメイドの凜りんがびっくりしたように彼女の名を口にする。

　輝く亜あ麻ま色いろの豊かな髪と碧あおい瞳ひとみを持つ、小柄な少女であった。
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　平均よりもずっと低い身長もあいまった茉愛の小ささ加か減げんは、おっぱい委員である白亜、ふっくらメイドの凜、そして脱いだら凄すごいんですと言わんばかりに張り詰めた制服姿すがたの牡ぼ丹たんと比べてしまうと、むしろそのまま場ば違ちがいな小学生なんじゃないかとすら真次郎には思えてしまう。

　しかも茉愛の外形が示すのは、言われるまでもない西洋の血統。

　我が国になじみのない亜麻色の髪と碧い瞳は、彼女のあどけなさをよりいっそう強調し、年の離れた幼い妹が間違って高等部の寮りように迷い込んで来てしまったようにも見えるのだ。

　しかし、そんな少女のあまりに幼い特質よりも、真次郎には気になってしまうことがあった。

　大問題が起こっていたのだ。

　それこそ、まるでお人形さんのような茉愛の隣となりに、なんとも犬っぽい鳴き声でオーベロンが同調するように鳴き声を上げ、遅れて部屋に飛び込んできたパックもベッドのパイプに留まり、「コンゴトモ、ヨロシク……！」と面おも白しろボイスを放ってきている。

　二匹はいつの間にか、すっかりこの少女に懐なついてしまっているらしい。

「お、おまえら……ッ」と真しん次じ郎ろうはまず、姿すがたを現した仲間達にウググと言葉を詰まらせてしまう。

　そんな真次郎へ、

「おきたのね、そのにんげん」

　真まっ直すぐに、けれどひねくれた調子で向けられる声。

　窓辺から注ぐ朝日をキラキラと弾はじく亜あ麻ま色いろの髪を二つ縛しばりにした少女は、つかつかと小さな歩ほ幅はばで真次郎の前までやってくると、

「あたしは大おお野の原はら茉愛まちか。あなたは？」

「お、俺は、羽生はにゆう真次郎……」

「ねえ牡ぼ丹たん？　このにんげん、本当にここの住人になったのよね……？　って、な、なにやってんのよあんた達っ！　なんで凜も牡丹も、コイツの上に乗ってるのッ!?　え……？　なに……？　あたしも、そこに乗らなくちゃいけないの？　どうして!?　ちょっと、そんなの絶対イヤに決まっ……え？　こ、怖くなんかないわよ白はく亜あっ！　バカおっぱいのくせしてなに言ってんの!?　だってそれ、じょ、常識なん……でしょ？　知ってるわよそんくらい！　いい？　今から、乗るわよ？」

「どうしてそうなる……ッ!!」

　四人目は体たい軀くが小さく、思ったよりも全然軽いのだけが救いだった。

　牡ぼ丹たんの前、ついに真しん次じ郎ろうのマウントポジションをとるコトとなった茉愛まちかは、真次郎を見下ろすように言う。

「さあ、どう？」

「どうにも、こうにも……」

　茉愛の態度は寮りよう長ちようよりもずっと尊大なものだった。

　というよりも寮長である牡丹は、その独特の雰ふん囲い気きをあえて自分で抑おさえ込んでいるフシすらあるのだが、茉愛は最大限まで自分の存在をこちらに大きく見せ、叩たたきつけてくる勢いがある。

　そして、

「ＯＫ、しんじろう。……んふふ、いいわよ……？」

　と、茉愛は胸を張り、白はく亜あと牡丹が見守る中、こちらを見下ろしているのだが、

「い、いいって、なにが？」

　真次郎には話の脈みやく絡らくがまったく見えない。彼女はオーベロンとパックがこの寮りように住むことを改めて認めてくれているのだろうか……。などとぼんやり考えていると、

「いいっていったら、決まってるでしょう？」

　茉愛はなんだかこちらを馬鹿にしたように鼻で笑ってくる。

「も、もう少し、丁てい寧ねいに説明してもらえるか……？」

　ちょっと腹が立った真次郎だが、もう少しだけ我慢してみるコトにする。もしかしたら、知らずのうちに自分がなにかを──

「だから、」

　が、まるでお人形さんのような少女は、こちらに挑いどみ掛かかってくるかのように言い放はなつ。

「あたし、あなたとつきあってあげても、いいっていってるの」

「は……はぁッ!?」

　真次郎だけではなかった。傍かたわら──というか真次郎の上でそれを聞いてた牡丹と凜りんもぎょっとした顔つきで茉愛を凝ぎよう視しする。表情を変えていないのはこの部屋の中で白亜だけである。

　なにしろ、オーベロンとパックすらも、ぱかっと口を開けて真次郎を見上げているのだ。

「つ、付き合うって……え？　ど、どういうことだ……？」

　とってもまぬけな声が、真次郎の喉のどからスーハーと、なかば自動的に漏もれていた。

「あんたもわかんないひとね。つまり、あなたがあたしの彼氏になるってコトよ！」

　ここで、室内できちんと動いている生き物が自分しかいないことに、茉愛も気づき始めたのだろう。

　亜あ麻ま色いろの髪の少女は「……あ、あれ??」と挙きよ動どう不ふ審しんになると、もともとその尊大な態度の中に少しだけ存在していた『焦あせり』のようなモノが加速し始めたようになり、

「だ、だってあなた、男の子なのよね？　なのにあたしじゃ、ダメだっていうの!?」

　は……？　とか、はぃっ？　とまばたきばかりを繰くり返すしかない真しん次じ郎ろう。

　突とつ然ぜんだからとか、出会ったばかりだからとかの次元を超えて、ワケがわからなかった。

　だというのに、

「つ、付き合うのよね、イエスなのよねッ!?　ほら、なんとかいいなさいよイエスなんでしょ！　イエス！　イエェェスッ！　はいイエスゥッ！」

　茉愛まちかは呆ぼう然としている真次郎の上で、なにかの舞いのようなガッツポーズを繰くり返し、

「というわけで白はく亜あ！」

　ここからが本題！　とばかりの勢いで白亜に向かってビシリと指を突つきつけ、

「あんたが狙ねらってたコイツはもうあたしのものよ！　こういうのは早い者勝ちなんだから！　つまり、あんたはもうこの《アクア寮りよう》にいらないわけ、わかる？　だからもう《青せい澪れい寮》に帰った帰った！」

「ちょ、ちょっと待てぇぇッ！」

　思わず歌か舞ぶ伎きっぽいイントネーションで真次郎は叫んでいた。

「茉愛って言ったな。なんで俺が、お前とイキナリ付き合わなくちゃならないんだよッ！」

「はぁ？　あんたはちょっと黙ってなさいよ！　しんじろうのくせに！」

　その、まるで小こ蠅ばえでも払うかのような茉愛の態度に、

「黙ってられるか！　なんなんだよさっきからお前はッ!!」

　真次郎の一いつ喝かつが直ちよく撃げきした。

「え、え……っ？」

　びくっと茉愛の髪が震ふるえ、さっきまでの態度はどこにいったのか、おろおろとこちらを見下ろしてくる。

「ああもう埒らちあかねえ！　オーベロンッ！」

　真次郎もぱっと茉愛から視線をそらし首を上げ、視線だけを室内に巡めぐらせるようにしてシベリアンハスキーへと向き直る。

　するとしっぽと視線、そして若じやつ干かんの鳴き声がオーベロンから発せられ、それを真次郎が「うんうんそれで？」とか「なるほど……」などと返し、

「なんか、お前も悪い奴じゃねーみたいだけどさ……」

　きょとんとしてしまっている白亜と凜りんと牡ぼ丹たん、そして茉愛にこそ向かって浮ふ浪ろう少年は続ける。

「確かにオーベロンやパックはお前に懐なついたみたいだよ。でも、だからっつって俺が今ここでお前に懐かなきゃいけねー理由はねーわな」

「な、なんで、すって……!?」

　茉愛はふるふるっと肩を震わせる。彼女は自分でも予想していなかった深い部分から出てくる声に、驚いたようになりながら、

「じゃあ、白はく亜あなの!?」

　真しん次じ郎ろうと対面したまま、またしても白亜に向かって指を突つきつけている。

「……は？」

「あなた、やっぱり、この、ばかおっぱいと、つ、つ、付き合うつもりなんでしょっ!!」

「はぁッ!?　だから、なんなんだよお前は!!」

　真次郎にはもうなにがなんだかわからなかった。できるなら両腕で頭を抱かかえたかったが、今の状態ではそれも叶かなわず、

「茉愛まちか、あなたどうしたの？」

　ついに白亜が茉愛の肩に手を置き、尋たずねた。その途と端たん、

「さわんないでっ!!」

　その手を、茉愛はぱっとはね除のける。

「あ、あなたとあたしは、ラ……ライバルなのよっ!?　白亜のばーか！　ばかおっぱい！」

　その声は、殺さつ風ぷう景けいな室内にとりわけ幼く響いた。茉愛はまるで、だだをこねるように、

「あんたがモノにしようとしていたこのオトコはすでにあたしの魅力のトリコ……！　になる、予定なのよ!?」

「いいえ茉愛さん。そういうわけにはまいりません。真次郎殿にもご自分の意志というものがあります」

「な……なによ牡ぼ丹たん！　いくら寮りよう長ちようでも、あたしとしんじろうの仲は──」

「どんな仲だそれは!!　いいか茉愛とやら！　いまはきちんと寮長サンの言うコトを聞いとけ！　今、寮長サンはすげえいいこと言ったんだぞ!?　ねえ寮長サン！」

　が、だだをこねる茉愛を背後から抱きかかえながらも真次郎を見つめている制服の寮長は、

「真次郎殿……、わたくしのことは、これからは牡丹と、お呼びください……」

「あ、あれ……？　寮長、サン……？」

　雰ふん囲い気きが、一変してしまっている。そんな寮長にうろたえていたのは、真次郎だけではない。背後から彼女に抱きすくめられた茉愛も、ふるふると震ふるえながら、制服の影かげ森もり牡丹を振ふり返っている。

「ですから真次郎殿、わたくしのことは牡丹と」

　今や彼女の声音は、たとえるならこちらの心を見み透すかす占せん者じやのような響きを持っていた。しかもそこから推測できる性格は、その神秘的な力を正しいコトに向けてくれる聖者ではなく、自分勝手に使いたい放題するワガママでイタズラ好きの、ひねくれ隠いん者じやの類たぐいである。

　さっきまでの、統率者然とした凜り々りしい彼女はいったいどこに行ってしまったんだ!?　真次郎は脳のう裏りだけでそんな疑問を投げつけざるを得ない。

　そんな真次郎の当とう惑わくをよそに、牡丹は妖あやしく続ける。

「茉愛まちかさん、真しん次じ郎ろう殿はこの寮りようのペット。ならば、この《アクア寮》の《寮長》であるこのわたくしがその代表、真の飼い主と言っても過言ではありません。そして、真次郎殿にご自分の意志があるとは言っても優先されるのは飼い主の意向。ですから真次郎殿……？　もしも羽生はにゆう家にこのことがばれてしまった際には、わたくしに任まかせてくだされば──」

「ちょ、ちょっと牡ぼ丹たん！　あんたそんなこと言いながら、な、なにやってんのよっ！」

「……真次郎殿、このあたり、ですか……？」

「なに!?　なんなの？　牡丹サ……ぼ、牡丹ッ!?　お前、ひょっとしてシャツの上から俺の乳首でも探さがしてんの!?　全然そこじゃ無い上にもうやめろ！　とりあえずくすぐったいんですけど！」

「そ、そうです！　だめです牡丹ちゃんっ！」

「そうだ言ってやれ！　牡丹を止めてくれ上かみ熊くま谷がやサン！」

「ペットの飼い主は、できればペット本人が選ぶべきだと思います……！」

「えええええええッ!?　ど、どうしちゃったの上熊谷サン!!」

「真次郎……さん？」

「な、なに!?」

「わ……わたしのことも、凜りんって、呼んでください……」

「ちょっと待てェッ！　あんた正気か!?　場の雰ふん囲い気きに流されてやしないかッ!?」

「ちがうんですっ！　が、学園の寮りようの治ち安あんと、そこで生活する女子生徒を護まもることが、我々《忍び》の役目なんです。だから、その、あの……っ、真次郎さん！　わたし、《忍び》としてあなたをずっと見張らなきゃですからっ！」

　茉愛と牡丹を牽けん制せいするように、小こ太刀だちメイドはがっしりと真次郎の骨こつ盤ばんを摑つかんでいる。

「ちょっと待って」

　そこへ頼もしいほど冷静に、縛しばり付けられた真次郎の傍かたわらに立ったのは、

「白はく亜あッ！　た、頼む！　俺を助けて!!」

「みんな、すこし落ち着いて」

「さすが風紀委員！　もうお前だけが頼りだよ！　どうにかしてくれこの三人をッ！」

「そもそも真次郎は、私が一番最初に、見つけたんだから」

「白亜ぁあッ！　だからなんでお前は俺の顔面にそうやって押し付けてくるんだよ！　苦しいだろこのおっぱ委員が！」

「ちょっと！　しんじろうからどきなさいよバカおっぱい！　……さ、さあどうするのしんじろう！　もちろんあたしよね！　あたしを彼女にするのよね？　当然よねッ!?」

「小学生ちびつこには、まだ早すぎる」

「あたしはもう小学生ちびつこじゃないわよ白亜ッ！　十歳でも、もう高校生だもん！　あんたが年とし増まなだけっ！」

「え？　どういうこと!?　じ、十歳って……、マジでなんなのこの女子校ッ！　俺もうやっぱ帰りたい！」

「もしもし……ケイサツでしょうか。こちら《清せい流りゆう学がく園えん》の《アクア寮りよう》と申しまして──」

「んええええッ!?　どうしてぇぇッ!?　だ、だめ牡ぼ丹たん！　帰らないから！　俺どこにもいかないからケーサツだけは呼ばないでッ!!　まとめて保健所行きになっちゃうッ！」

「ねえ、しんじろうはかまわないわよね！　年齢なんてかんけいないんでしょ!?　だってあなた、すごくへんたいっぽいもん！」

「お前はそれでいいのかよ茉愛まちかッ!!」

「なっ……あ、あたしは、まだあたしのこと茉愛って呼び捨てにしていいって言ってないんだからっ!!　なんなのあんた！　このへんたいっ！　いいからしんじろうはこっちに来なさいよ！　責任とってもらうんだから！」

「いいえ真しん次じ郎ろう殿、寮での生活のことなど、これからわたくしの部屋でゆっくり説明を──」

「そ、そんなのだめです牡丹ちゃん！　お、男の方とお部屋で二人っきりになるなんて……！　で、でも、ペット……だったら、じゃあ、わたしの、部屋にも、あ、後で……」

「行かないよ!?　俺は誰の部屋にも行かないよ!?　っていうか、俺はそういうの全然！　まったく!!　興味なんか、ないっていうか……ッ!!」

　なにが起こっているのかさっぱりわからなかった。俺は忌いみ嫌きらわれるべき異分子だったハズではないのか!?

「というかこの寮のペットっていうのも俺、まだ納得してねーのに……っ!?」

　これからの自分がどうなってしまうか、まったく予想がつかないことが一番の恐怖だった。

　とりあえず、ここから、逃げ出した方が……ッ!?

「くッ　ん……っっ？」

　しかし活路を求めようにも、狭せまい天てん井じようにしか視線を走らせることができない真次郎。そこに、

「なんだ……？」

　白い、布のようなものが、今まで死角になっていた天井の隅すみから垂れ下がっているのが見えた。

　決して見み間ま違ちがえなんかじゃない。もしかしたら、あれを引っ張れば隠かくし扉とかが──と、彼が現実逃とう避ひに走り始めた、その時だった。

「なッ!?」

「どうしたの？　真次郎」

「な、なんでもないィいッッ!!」

　白はく亜あの呼びかけにバッと『天井から垂れ下がる白い布』から視線を逸そらしたが、

（ちらっ！）

　しまった！　今、ちらっと見てしまった！　だって、あれは紛まぎれもなく……ッ!!　しかし、いったいどうして!?

「や、やめろ白はく亜あっ!!　見るなぁッ！」

　怪あやしすぎる真しん次じ郎ろうの視線の先に、今やこの場にいる全員が気付いていた。

　立ち上がったのはふっくらメイド。彼女がそっと『白い布』を手に取り、広げて見ると、

「こ、これっ、無くしたと思ってた、わたしのぱんつですっ!!」

「どういうこと!?　ねえ、しんじろう、あなた、まさか……ッ!!」

「し、しらねえよ!?　だって俺は……！」

　ふっくら小こ太刀だちメイドがとっさに下着を背後に隠かくす中、問い詰めてくる茉愛まちかに向かってベッドに縛しばり付けられたままの真次郎がそう声を上げた瞬しゆん間かんだった。

「なぁぼぉ……ッ!?」

　どさどさどさ……！　と、先ほど凜りんが白い布を引っ張った反動でズレ始めた天てん井じようの板が外はずれ、そこから雪崩なだれのように大量の、

「こ、これは……（じっくりと、真次郎の上に山となったそれを眺ながめる牡ぼ丹たん）」

「こんなに、いっぱい……（たじろぐ凜）」

　いったい何十、いや、何百あるのだろう。

　それはベッドの上の真次郎を覆おおい隠かくす程ほどの、色とりどりの女性ものの下着の山。

「ち、ちがうぅうう！　俺じゃないぃいいッ！」

　真次郎は身体からだをゆすることで山を一番下から崩くずし、ようやく頭を出すことに成功するが、なぜか頭にしましまのぱんつがすっぽりとはまってしまっている。なので、

「ち、ちがうッ!?　俺は確かにこの廃はい寮りようの天てん井じよう裏うらにずっと住んでたよ!?　でもこんなの知らないって！　俺がはそんなコトするわけが……ッ!!」

「さっき真次郎はそういうのには全然興味ないとか言ってたのに、やっぱり……」

「これからは言ってくだされば真次郎殿、このわたくしが……」

「真次郎さん、まだわたし、間に合うと、思うんです……」

「さ……さいってーっ！　あんたがかぶってるの、あたしが一番お気に入りのうさちゃんぱんつなのに……ッ！」

「ちがうちがぅううう!!　だから俺じゃないいい！　だ、だって考えてみろ！　第一、そんな寮に忍び込んだりするコトとか俺できないから!!　そんな危険を冒おかして、見つかったら俺終わりなんだよ!?」

「そのスリルが、たまらなかったんでしょう？（なだめるような白亜）」

「俺ってめちゃめちゃ変へん態たいですよねそれだとっ！　だ、だめぇェッ!!　俺の人生ここで終わっちゃだめぇええ!!　がんばれぇぇえ!!　マジで憶えないんだかんな!?　だってお前ららの住んでた《緑りよく泉せん寮》にはちゃんと鍵かぎとか、かかってんだろ!?　俺にはそんな所に忍び込むのは無理──……」

　その時、真しん次じ郎ろうの脳のう裏りに閃ひらめくものがあった。

「パック!?」

　いるではないか!!　あのオウムは、器用にも慣れた様子で白はく亜あの部屋に忍び込み、そのかぎ爪づめで鍵かぎまで開けて見せたのだ……!!

　真次郎は目を見開いて、ベッドの端はしに止まり続けるオウムをギロリと睨にらんだ。

「お、おまえだろ！　おまえなんだよなッ!?　頼む正直に言ってくれパック！　俺の命がかかってるんだ！　おまえが《緑りよく泉せん寮りよう》からみんなの下着を集めてたんだよな!?」

「ギャァアア……！　ギャア！　ナニ？　ナニシンジロウっ！」

　が、オウムのパックは寝起きドッキリをされたみたいにわざとらしく羽をばたつかせている。

　けれど真次郎にはわかる。明らかにこのオウム、挙きよ動どうが怪あやしいのだ!!

　だが、その態度に腹を立てている場合ではなかった。もう本人に自白してもらうしかなかった。だって凜りんは、小こ太刀だちとか持ってるし！　あのふとましメイド、真っ赤な顔で怯おびえながら、けれどかちんかちん鯉こい口くち鳴らしてるしィッ!!

「頼む！　俺じゃ無いって、言ってやってくれ!!　全部お前の仕し業わざだって！　仲間だろ！　お前ならきっとみんな全部許してくれるから!!」

「シ……シンジロウ……ハ」

「そう！　そうだ！　頼む！」

「シンジロウハ、オンナノコノパンツ、ダーイスキ！」

「んぎゃあああああああああああああああああッ！」
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「絶対に目をつぶっていてください真しん次じ郎ろうさん！」

「あけたら、ころすからっ！」

　叫んだ二人の少女の声には軽やかなエコーが掛かかっている。

　理由は簡単だった。ここが広い湯殿バスルームだからである。

　そして今、《アクア寮りよう》にある通称《アクアの湯》と呼ばれるこの場所に響き渡っているのはもちろん、

「信頼しておりますよ真次郎殿。なにしろここでの振ふる舞いには、あなたの人生がかかっているのですから」

　まだ午前中の早い時間だというのに、ひと言で言えば『混浴状態』にある寮生達のものだった。……いや、一匹だけ、寮生という分類になじまないモノがいる。

「い、言われなくてもわかってるッ!!　いいから早く、終わりにしてくれぇえッ！」

　プラスチック椅い子すに短パン一丁で座らせられていた羽生はにゆう真次郎は、今、上うわ目ま蓋ぶたと下目蓋が重なり合ってしまうくらい強く、目をつぶっていた。

　だから彼はこの《アクアの湯》が、開放的で広々とした気持ちの良いバスルームであることもわからなかったし、怒ど鳴なった先にいる上かみ熊くま谷がや凜りんと大おお野の原はら茉愛まちか、そして影かげ森もり牡ぼ丹たんがカラダに小さめのバスタオルを一枚巻いた姿すがたということも認識できてなくて、さらには、

「そわそわしないで、真次郎（ぐいっ）」

「あッ!?　ちょ、白はく亜あ！　そういう固定の仕方をするなッ！　背中！　お前！　当たってるッ！　お前のおっぱい、俺の後頭部にあたってるって……ッ」

　ぐっと真次郎の頭を引き寄せるように固定した、やっぱり小さめなバスタオルの三みつ峯みね白亜が──彼女の場合、胸部面積の関係でさらに際どい──が、丸っこいハサミでジャキジャキと真次郎の伸びきった蓬ほう髪はつを切り刻きざんでいる状況も正確には把は握あくできていない。

「というかこの状況でもハサミ動かすのをやめろよぉ！　こええよおお!!　いったんストップだ！　ストォォオオップ！　頼むからッ！」

　この期ごに及んで、まだ目の前にいる男子の髪を切り続ける白亜のマイペースぶりが、なにより真次郎を緊張させてしまう。

「そ、そも……ッ！　そもそも……だッ！」

　ようやく手ひどい仕打ちを一時停止してもらえた真次郎は、相変わらず目をぎゅーっとつぶった渋しぶいツラのまま、周囲にいるハズの四人の少女達に向かって、

「なんで俺はイキナリこんなトコで髪を切られにゃなんねえんだッ!?　このままでも全然かまわなくねッ!?」

「いえ、苦情が出ています」

「はぁ!?」

　懇こん願がんともとれる彼の訴うつたえを粛しゆく然ぜんと遮さえぎったのはまたしても《寮りよう長ちよう》、影かげ森もり牡ぼ丹たん。

　真しん次じ郎ろうは彼女の声がした方向へ勢いよくでゅん！　と（もちろん目を閉じたまま）振ふり向くが、

「真次郎殿、身だしなみの乱れは風紀の乱れに繫つながります。いくらあなたが『自分はこの寮の《第二種リラクゼーション案件》なのだ！』と訴えても、寮則に定められたものよりも遙はるかに長く、乱れた頭髪を認めるわけにはいきません」

「おい待て！　俺がいつ訴えたッ!?　《第二種リラクゼーション案件》とか態ていのいいコトいっても、平たく言えば愛玩動物ペツトっつうことだろ!?　なんで俺がそれを声だかに主張せにゃならんのだッ!!」

「そして苦情の件ですが、真次郎殿のその長い髪がどうしても怖こわいという声が、他の寮生からも寄せられているのです。なんでも、あの夜を思い出してしまうとか」

「んぐぅ……ッ!?」

　それを持ち出されては、彼はなんにも言えなくなってしまう。

　数日前、ここではない《寮》で突然の火事があった。そこから焼け出され、この《アクア寮》に辿たどり着いた少女達をあろうことか追っ払おうとしたのが、この真次郎だったのだ。

　しかも家出少年である彼は、しばらく前からここに住み着いていたというのだから、それだけでもう、軽くポリスメンからおロープを頂ちよう戴だいするには充分な要件を満たしている。出るところに出れば真次郎は一方的な判決を下されてもしかたがない。

　ゆえに真次郎は彼女達には逆らえない。……ハズなのだが、

「くそッ！　それはもう散さん々ざん謝あやまったし、今はこうして大人おとなしく言う通りにしてんだろ！　それなのに……こんな、好き勝手なコトが許されていいのか……ッ!?」

　しかしこの時、不満タラタラな自分へと、バスタオル一枚の寮長がそぉっと近づいてくるコトに真次郎はとっさに気付けるべくもなく、

「真次郎殿……あなたはまだ自分がどのような状況にあるか、わかっていらっしゃらないようです。なんでしたら、この寮の《風紀委員》である白はく亜あさんのハサミではなく、このわたくしが真次郎殿を優しく調髪トリミングしてさしあげても一向にかまわないのですが？（カチっ、ヴィィイイイイインン……ッ！）」

「ま、待て牡丹ッ！　お前が今手に持ってるのバリカンだろッ!?　……え？　バリカンだよね!?　待て待て待てッ!!　それでやったら俺はボウズ一いつ択たくだろッ!?　それだけは勘かん弁べんしてくれ！　よッ……よし！　やってくれ白亜！　お前のそのハサミで続けてくれ！　俺もちょっとサッパリしたかったし！」

「じゃあ、ちゃんと背せ筋すじを伸ばして、固くならないで、リラックスして」

「だったらてめぇのおっぱいをどうにかしろッ！　そうやって押し付けてくんじゃないよぉッ！」

「真しん次じ郎ろう殿？　わざと動どう揺ようしたフリをしてボディタッチなどをしてきたら、どうなるかわかっていらっしゃいますよね……？（耳元に迫ってくるヴィーィィィィィィ）」

「だからそれダメだから牡ぼ丹たんんんッ!!　それは無しだっつう約束だろ!?　つうか今のは白はく亜あからのダイレクトアタックだろうが！　しかも俺、実は地味に手足を縛しばられてっし！　……い、いや！　それよりもだッ！　白亜だけでかまわねぇだろ、ここにいるのはよっ！」

　今や真次郎は『恐怖』にソックリな焦燥に支配されている。頭を掠かすめたバリカンはもとより、よくよく考えてみれば髪の毛だって自分自身である。それを、こんなに集団で……ッ!?

　しかもその不安からくるモヤモヤは、『あなたはこの寮りようのペット』という逃のがれられない一本道を目の前にしたあの時の恐怖とドンピシャなのだ。

　いわく『このままではこの小こ悪あく魔ま達にナニをされるかわかったものではない……ッ！』。

　そして、真次郎が『も、もう堪かん忍にんしてぇぇ……!!』と感情を爆発させようとした、その時、

「そうよ！　もうあんたたち、いい加か減げんにしなさいよッ！」

　声を上げ、真次郎を庇かばうような空気を醸かもし出したのは、明らかに幼い声の持ち主──というか、周囲が十五歳から十六歳の高校一年生の中、本当に十歳という年齢の飛び級少女、

「茉愛まちか!?　お、お前……」

　負けん気の強過ぎるこの少女の意外な助け船を、真次郎はどう理解しようかためらう。が、どうしても考えがまとまらないのだ。なぜなら、

「つうか、おい白亜ッ！　おまえ茉愛にばっかり集中してんな！　あたってる！　後頭部とかにおっぱいあたってるっつうか埋まってる！　酔う！　酔っちゃうからあんまりたゆたゆさせんな！」

「ちょ、ちょっと白亜ッ！　さっきからいいかげんその場所をかわりなさいよ！　コイツはあたしの彼氏なんだから、髪だってあたしが切るんだから！」

「は？　お、おいッ！　またそれか!?　お前の彼氏とか勝手に──」

　決めんな！　と、真次郎が言い切る前に、茉愛は、

「だいいち白亜のハサミ、それ、図工とかで使うハサミよねっ！」

「……は、はいっ？　え？　そうなの!?　じゃあ白亜が持ってるのは文房具のハサミなの!?　どうりでさっきからハサミの刃が俺の髪の毛を巻き込むっつうか、なんか妙みように痛いと思ってたんですけどッ！　俺の髪、超ちよう剛ごう毛もうなんだけどッ!?」

「でも私、これ、幼稚園の時から使ってるの」

「でもじゃねえだろッ!!　だったら余よ計けいにだめだそんな年ねん季き入ったハサミは！　もうまともに切れてないだろ！」

「そうよ白亜！　見て？　あたしのは美容室でも使われてる専用のハサミなのよ？（しゃきんしゃきん！）　ね、しんじろう、このあたしに、やって欲しいわよね？」

「え、えっと、それは……」

　真しん次じ郎ろうはためらった。白はく亜あと茉愛まちかの二に択たく。これはいくらなんでも未知数すぎる。……しかし、ここは一度、まともな道具を用意してきている茉愛に切らせてみるのも……と、決断しかけた真次郎は、思わず、チラリと、

「あ、あっ！　真次郎さん今、チラッと薄目を開けませんでしたか!?　今！　今確かに！」

「い、いいやッ！　見てない見てないッ！　お、怯おびえすぎだろ凜りん！　俺なんも見てないからッ！　というか、みんなはそのバスタオルの下に、ちゃんと水着とか着てるんだろッ!?」

「タオルの下に水着着てても、恥ずかしいものは恥ずかしいんですっ！」

「……えっ……？」

　驚きの声を漏もらしたのは、

「ど、どうした？　茉愛……」

　亜あ麻ま色いろの髪をツインテにした少女だった。彼女はたじっと真次郎から一歩距離を取り、それから年上の寮りよう生せい達を見回し、

「み……みんな、もしかしてバスタオルの下、水着……きてるのっ!?　だ、だって、白亜はそんなの必要ないって、言って……」

　茉愛へと向いていた周囲の視線が、一斉に白亜へと集中。

「だって、子供は混浴でもＯＫだからって、……真次郎が」

「しんじろう、さいって──ッ！」

「言ってねえよぉおおおお!!　ばか白亜！　お前、なんちゅう……ッ！」

「じゃあ白亜のばかおっぱいが、また噓うそ言ったってこと!?　ちょ、ちょっと、やだ！　それより、着替えてくるから、待ってなさいよしんじろう！」

「待て茉愛ッ!!　お前が今出ていったら、誰が俺の髪をきちんと切ってくれるんだッ!?」

　遠のいて行く軽い足音に手を伸ばすように、真次郎が身じろぎ、首を伸ばしたその瞬しゆん間かん、

　じょぎり！

「ん痛ぅぅッ!?　は、白亜ッ!?」

　切れぬハサミが大量の髪の毛を挟はさみ込んで不ぶ気き味みな音を立てた。

「真次郎が、じっとしてないから……」

「す、すまんッ!?　つい、動どう揺ようして……。つうか……お前が、与えられた職務に忠実なのは、わかったよ。だ、だけどな？　まあ、せめて仕上がりだけはなんとか……って、……ん？」

　真次郎は、そこでとっても大事なことに気が付く。百歩譲ゆずって、髪を切るのはいいとしよう。

　けれど、

「……なあ、俺の髪型、今、どんな感じになってんだ？」

「安心してください見てはいけません真次郎殿目を開いた瞬間あなたが欲望を解放したと判断いたします（ヴィィィィィ）」

「おおおおい寮りよう長ちようサンッ!?　もしかして俺、なんかとんでもない髪型になってんじゃないだろうな！　泣くぞいいかげんッ！　結果、ボウズの方がマシとか死んでもご免めんだぞ!?　つうか見ちゃいけないなら俺の自制に期待しないで最初から目め隠かくしとかしてくれよ！　俺の腕を縛しばってるみたいによッ！」

「真しん次じ郎ろうは、やっぱり目隠しが興奮しちゃうの？　予想を裏切らない変へん態たいなのね」

「そうじゃねえから白はく亜あ！　やっぱりってなんだ！　みんな引いてんだろ!!　こういうのは目をつぶっててもわかるのな!?　待てみんな！　興奮とか関係ないから！　みんな信じてくれるよね!?」

「真次郎殿、目隠しは髪を切るのに邪じや魔まになってしまいます。そのようなモノがなくとも、真次郎殿が目を開けなければ良いだけではありませんか？」

「だったら俺をもっと信用しよう!?　なんで試すようなことをするの!?　牡ぼ丹たんおまえ、絶対俺で遊んでるだろッ!!」

「真次郎、ちょっと落ち着いて。あなたが興奮すると髪の毛が硬くなって切れない」

「なってないよ硬くなんか！　興奮したって俺の髪の毛!!　そんなの聞いたこともねぇだろうが！　俺の髪の硬さは生まれつきなんだって!!」

「へ……へんたい！　生まれつき硬いなんてしんじろうのへんたい！　生まれついてのへんたい！」

「茉愛まちかお前、戻もどって来てたのッ？　つうか帰ってきて早々、聞こえた文も字じ面づらだけで俺をなじるな！」

「ま、茉愛さん？　着替えて戻られたのはいいんですけど、それ、すごい水着ですね……」

「えっ？　そ、そうなの？　これ、このあいだ、おとうさまから送られてきたやつなんだけど……」

「うおッ！　お、おい、マジで、なんなんだその水着は……」

「あああああッッ!!　み……見てた！　しんじろうが、こっち今、今度は絶対見てたっ！　視線だって合った！　へ……へんたいっ！　へんたいしんじろう！　ねえ牡丹！　今、しんじろうがあたしを見てたの見た!?」

「いえ、とっさのことで……見ていたのですか？　真次郎殿」

「いや見てない。絶対見てない。茉愛が紐ひもみたいな水着姿すがただったなんて俺、知らないよ。俺、いい真次郎だよ」

「茉愛さん、時には真次郎殿を信じてあげることも必要ですよ？」

「ちがう牡丹ぜったい見てた！　だってしんじろうの様子があきらかにおかしいし、この水着の特徴だって言ったもん！　なんなのばかしんじろう!!　信じられないッ！　あんたやっぱせきにんとりなさいよーッ!!」

「そもそも茉愛まちか！　おまえがさっきどっか行っちゃうから俺はこんな目に熱ッぅぐうう熱ぃいあぁッ!?　な、なんだ!?　シャワー!?　クソ熱いんだけど誰だ!?　茉愛かッ!?」

「す、すいません真しん次じ郎ろうさん！　首くび筋すじとか、切った髪でちくちくしてるかと思って……！」

「凜りんッ!?　そ、そうか、お湯の温度調節をミスる以外、なんておまえはいい奴なんだ……！　そうなんだよ！　さっきから首とか肩とかチクチクしてて、正直、ありがたいッ!!」

「は、はい、えへへ……」

　シャワーを片手に照れる凜。しかし、彼にシャワーを当てていたふっくらメイドは、

「……あ、あの、でも、真次郎さん？　なんだか、お湯を当てている真次郎さんの肌、だんだん、白くなってきてるんですけど……」

「……んは？　お、俺、そんなに汚れてる……？」

「じゃあ凜ちゃん、ついでに真次郎の身体からだ、洗ってもらっていい？」

「は、白はく亜あちゃん!?　そ、そんな、わたし……っ！」

「待て待て待て！　身体ぐらい自分で洗えるから！　いいからそんなことしなくても！」

　身をよじる真次郎。しかし、ハサミという刃物が耳元。視界の利きかない周囲を水着の女子高生達に囲まれてしまっていては、それもままならず、

「じゃあ、スポンジで──」

「そういうのは素手で洗う決まりなの、凜ちゃん。それが男性に対するマナー」

「そ、そんなぁあああああっ！　白亜ちゃん、わたし、素手で、真次郎さんの肌を……？　でも、それが、決まりなら……わたし、がんばります！」

「やめろ凜んんッ!!　くすぐったい！　くすぐったいから！　白亜！　お前なにまたデタラメ教えてんだ！　そんなマナーは俺、聞いたこと無いぞ！　どこのマナーだ！　あ、ちょっと、やめろおおおお!!　おい！　腕を洗ってくれてんのは凜だってわかるけど、俺のこっち側を洗ってんのは誰だ！　牡ぼ丹たんだよなやっぱ！　お前変なところを擦こするなぁッ！」

「動かないで、真次郎」

「だから！　なんでお前はおっぱいで俺の頭を固定すんだよ!!　それは間ま違ちがってるっつってんだろぉぉッ！　あるもの便利に使えばいいってわけじゃねえ！　揺ゆれて酔うんだよお前のおっぱいはぁあッ！」

「ちょ、ちょっとあんたたち！　誰に断ことわってあたしのしんじろうにベタベタ触ってんのよ！　しんじろうも身もだえしてるだけじゃなくて、ほら、立って！」

「うわ待て茉愛ッ！　ひっぱんなッ！　今足あし下もとは石せつ鹼けんの泡あわで、滑すべッ!?　うおおおゥッッ！」

　その瞬しゆん間かん、広く明るい《アクアの湯》のタイル張りの床に、誰かの頭が激げき突とつしたにしてはちょっと冗談では済まされないような、がいーん！　という余りにも金属的な音が響き渡った。

「し、しんじろう……!?」

「おい……、誰かそこにいるんだろ……？　聞いてくれ……俺の、俺の屋や根ね裏うら部屋の仲間達……、俺がいなくなったら、次のリーダーは、『総選挙』で決めるのだと……（ガクリ）」

「真しん次じ郎ろうさん……？　真次郎さん起きてください！　真次郎さぁああん……っ！」




　──つい先日まで、気の合う森の動物達と、山の草花（ただし、食べられるモノに限る）だけが友達だった浮ふ浪ろう少年、羽生はにゆう真次郎。

　彼はこのように、今や全ぜん寮りよう型がた一貫制女子校《清せい流りゆう学がく園えん》の敷しき地ち内にある《アクア寮》、その寮生達が火事で焼け出されたトラウマを癒いやすという名目の下に特別に存在を許された《第二種リラクゼーション案件》、つまりは、お嬢様達の愛玩動物ペツトであった。

　頑がん張ばれ真次郎。負けるな、羽生真次郎。

　男子ペツトを知らぬお嬢様達の気まぐれは、これでもまだまだ、序じよの口くちなのだから──










　　　　♡♥♡




「んぐぐぁぁ……」

《アクア寮》の湯殿バスルームで、己おのれの身に降りかかった一件ハプニングの後。

「ホンイキでバカになるぞ、このままだと俺……」

　様々な衝しよう撃げきを受け止めズキンズキンする後頭部を押さえた真次郎がうずくまっていたのは、ひっそり静まる、人ひと気けの無い寮の裏うら庭にわだった。

「くそぉ……」

　長い間整えてなかった髪をバッサリやられた彼の後うしろ頭あたまは、今やかなりの勢いでしょりしょりしてしまっている。

「なんとかボウズだけは、免まぬがれたけどよ……」

　この髪型、美容師の心得なんかコレっぽっちも持ち合わせてない天然女子高生が、文具のハサミで切ったからには、

「なあオーベロン、これ、どんな感じだ……？」

　真次郎は自分の隣となりに伏ふせていたシベリアンハスキーに、ぼやき混まじりで尋たずねる。すると、スラッと美形な洋犬はパタパタとしっぽを動かし、

「……は？　これが、カッコイイ？　まじでか!?　つうかお前、野性味溢あふれてればなんでもいいとかなのか？　……まあ、確かにこの髪型、さらにお前みたくなっちゃってるけどよ……」

　彼がつんつくと飛び跳はねてしまっている自分の髪の毛を確かめるように抓つまんでみれば、

「ニクショクジャネ!?　シンジロウ！　カクジツニソレ、ニクショクケイジャネェ!?」

「パック、お前どこでそういうの覚えてくるんだ？」

　近くの梢こずえに止まっていた極ごく彩さい色しきのオウムにグッタリしてしまう。

「はぁーあ……」

　地べたに体育座り。引き寄せた両膝ひざに顎あごを乗せ、ため息をつく真しん次じ郎ろうはそのままどんどんしぼんでいくように見えた。

「ったくよぉ……」

　彼は今、自分が身に着けているモノさえ気に入らなかった。

　散髪が終わり、頭と身体を（自分で）洗って《アクアの湯》から上がった彼が着用しているのは、牡ぼ丹たんが用意したというジャージだった。ボディにしっくりくる、いかにも上等な生地を使いましたと言わんばかりの、数日前までの彼にはいくら望んでも手に入らないだろうシロモノである。

　髪の毛、着る物、身だしなみ──

　どんどん『飼い慣らし』に侵おかされ始めている自分に、真次郎はくしゃくしゃと頭を搔かき、

「とはいえ、行く当ては他にねぇし……」

　両腕を後ろ手について、森に遮さえぎられがちな天を仰あおいだ。

　──彼と森の動物達が長くその住まいとしていたこの《アクア寮りよう》は、まるで異世界から引っ張って来たかのような年ねん季きの入った重厚な石造りで、よく言えばゴシック。平たく言えば結構陰いん鬱うつな雰ふん囲い気きで周囲を圧倒している。

　なにしろ、こうして女子高生達が寮生となるまで《アクア寮》は無人の心しん霊れいスポットだったのである。

　その中にあって、真次郎が座り込むこの場所は、例外的に明るい陽の光が注がれる場所だった。

　──濃い自然により、外界から閉ざされた《清せい流りゆう学がく園えん》。

　そんな特異領りよう域いきの片かた隅すみにある、例外的な少年である自分。

「くそっ」

　こんなコトになってしまうまでは、自分は森の小川で綺き麗れいな小石を拾ったり、洞どう窟くつ探たん検けんをしたり、気ままな野生生活を満まん喫きつしていたのだ。それが今や、寮生達の《第二種リラクゼーション案件》で……

「……やめたやめたっ！」

　切ない『過去回想』や、あれこれ難しいコトに考えを巡めぐらすことを真次郎は放ほう棄きする。

　そして、気を取り直して《寮りよう長ちよう》牡ぼ丹たんから命じられていたミッション『草むしり』を再開しようと立ち上がった、その時だった。




「ねえ、ちょっと、そこのばか」




　すごく尊大。なのになぜか緊張感に充みち満ちた声が、背後より投げかけられた。

「ん……？」

　真しん次じ郎ろう、オーベロン、パックの仲良し三匹は、もちろんくるっとそちらを振ふり返り、

「茉愛まちか？」

　そこにいたのは予想通りと言うべきか、先ほど自分を囲んでいた女子高生達の中で最年少。

　亜あ麻ま色いろの髪を黒いリボンでツインテにした小柄な少女、大おお野の原はら茉愛であった。

「おいパック、茉愛はひどいやつだぞ？　あいつ、お前のことをばかだって」

「エヘヘッ！　エヘ！　エヘェ！　エヘへへッ！（身体からだをくねらせてばたつくオウム）」

「あたしはあんたにばかって言ったのよしんじろう！　パックは偉いオウムよ？　このへんたいばか！」

「誰が変へん態たいバカだ!?　随ずい分ぶんと俺と動物共の扱あつかいが違ちがうじゃねぇか茉愛。あとうるせえよパック！　なんでお前は罵ば倒とうされても偉いって言われても今もまだずっとエヘエヘ喜んでんだよキモイ！　……つうか、それより茉愛？　お前、こんなトコロになにしに来たんだ？」

「そんなコトもわかんないわけ？　やっぱりばかじゃない」

　ずっと真次郎から視線を逸そらさず、睨にらみ付けるように腕組みしていた茉愛は、真次郎の問いに答えながらスタスタこちらにやってくる。

「な、なんだよ、また『彼氏になれ』ってんなら、何度も言ってるけど、お断ことわりだからな？」

　そんな尊大な茉愛の振る舞いから、彼女にミナギルやる気を感じてしまった真次郎はちょっと後ずさる。

　一方、西洋の血統と身の内から溢あふれようとする気品を隠かくそうともせず、少女は亜麻色の髪を「ふふんっ？」と搔かき上げ、青い瞳ひとみで間近に迫った真次郎を見上げた。

「わかってる。もちろんタダでとは、いわないわ」

「……は？」

「手、出しなさいよ」

「な、なんだ？　俺の手になにするつもりだよ茉愛！」

「いいからっ！　はやくしなさいよハムかうつもり!?　しんじろうのぶんざいで！」

　もちろん真次郎はその言いぐさにカッと来て、売り言葉に買い言葉、『何だとコノヤロウ！』的文句を並べ立てようとした。

　しかし、

「ッ!?　……??」

　彼は戸と惑まどう。目の前の茉愛まちかは威い勢せいのいいことを言いながらも、なぜか頰ほおはおろか、耳まで真っ赤になってしまっているのだ。

「ま、茉愛??」

　真しん次じ郎ろうは自分がなにか、すでにとんでもない失態を犯おかしていたんじゃないかと混乱する。そう言えば、茉愛の両手はさっきからずっと彼女の背後に隠かくされている気がするし！

（コイツ絶対なんかやるつもりだ……!!）

　けれども、

「……ほ、ほれ」

　真次郎は、少女の言う通り右手の平を表に向けて茉愛に差し出した。

　思い当たらないのだ。自分は至って清せい廉れん潔けつ白ぱくの身。この素晴らしい青空に誓ちかって、この俺になんのやましいことがあるものか！　彼は勢いに乗って、隠し事などなにもないとばかりに、さらに手を開く。

　すると、真次郎のいっそ堂々とした態度に、逆に茉愛はたじろぐような様子を一いつ瞬しゆん見せ、

「こ、これで、……これで　いいんでしょ……っ！」

　それでも、ためらいを吹っ切るようにしてぽふんと、なにか人ひと肌はだ程度に温かくて軽い物を、真次郎に握にぎらせた。

「なん……、だ……？」

　なにをされたのかとっさにわからなかったが、真次郎は右手の中に生まれたすべすべもこもこした感触を、危険なものじゃなさそうだと判断し、恐る恐るつまんで、そっと両手で広げてみる。

　まず、白い。

「こ、これ、は……」

　そしてふわふわ、小さな布。形は、三角形に近いかな？

　つまり、

「は!?　な、んでっ!?」

　条件反射で理解できた。

「なんで、ぱ、ぱっ、ぱんつゥ!?」

　それはもう、どう見ても少女のための下着だった。
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　しかも今、自分の手の中にあるぱんつは目の前の少女由来の品だと、あっという間に真次郎の中に知れ渡り、

「それがあればしんじろうは、もうなんでもいうこと聞いてくれるんでしょっ!?」

「は……はぁ!?　なんだそりゃあッ！　なんで俺が、ぱんつでッ!?」

「じゃあなんであんたは、あんなにいっぱいぱんつを集めてたのよ!!　これが好きだからでしょ？　ぱんつが手に入るならなんでもするからなんでしょッ!?」

「なにを言い出してるのお嬢サンッ!?　そんなわけあるか！　つうか、集めてたっつうのは誤解だって何度言えばわかってくれんだよッ！　確かに屋や根ね裏うらにはすんげえ数の、おまえらのぱんつが蓄たくわえられてたよ!?　でも俺は全然知らなかったんだって！　あれはずっと前から全部、エロオウムのパックが色んな寮りようから集めてきたもので──」

「あんた頭おっかしいんじゃないのっ!?　なんで鳥がぱんつなんか集めるのよ！　いいかげんにしなさいよしんじろう!!　いい？　あんた男の子なんでしょ!?」

「お、おう！　俺は男だ！　だから噓うそなんかついてねぇ！」

「だったらなおさらよ！　男だったらいさぎよく、あたしの彼氏になりなさいっ」

「このぱんつでか!?　このぱんつをもらう代償としてかっ!?」

「もう知ってるんだから！　今朝だって白はく亜あにぱんつもらったから、あいつにだけ髪の毛切らせたんでしょ!?　もうぜんぶわかっちゃってるんだからっ！　ね？　そうなんでしょしんじろう??」

「違ちがう違う！　まて！　なにを言ってるんだおまえはぁあぁッ……ッ!!」

　真しん次じ郎ろうは動どう揺ようのあまり、両手の指でさらにそのぱんつを広げてしまいながら、茉愛へ押し付けるようにそれを返却しようとするが、

「そ、それはあんたにあげるからっ！　だめよ!?　返品なんか無し！　寮のみんなは全員しってるんだから！　すっごい噂うわさなんだから！　だからはやく、あたしの彼氏になりなさいよッ！　これはめいれいよ!?　いそいで！　いーそーいーで──っ!!」

「ちょッ！　寮りようの、みんながッ!?　なんなんだよそれェッ!?」

　真しん次じ郎ろうは周囲の人目を気にしないわけにはいかなかった。幸いにも、今はオーベロンとパックが目を丸くしているだけで、他に誰にも見られている様子はない。ひとまずは安心していいようだが、幼女のパンツを手で広げ、その本人が「はやくーはやくー」となにかをねだってきている様などを他人に見られる危険をこれ以上冒おかすわけにはいかなかった。

「聞け！　聞け茉愛まちか！　俺の話を！　そんなもので俺が言うコト聞くとか、ありえないから！　ありえねえよ!?　……ん？　まてよ、本当に、有り得ないか？　……（瞑めい想そうするように目を閉じ）ん！　よし！　やっぱありえねえッ！　いったいなんなんだよその噂は！　どういうことだ!?　ちゃんと説明しろ！」

「ま、まさか……しんじろう？」

　ふと、茉愛はなにかに思い至ったように、カッと瞳ひとみを見開いた。

「そうだよ、わかってくれたか？　だよな!?　よく考えればそんなのありえっこ──」

「ぬ……ぬぎたてじゃないと、だめなの!?　いまここで!?」

「なんでそうなるゥゥゥッ!?　待て待て待て待てーッ!!」

「へんたい！　だいへんたい！　ばか！　ばかのしんじろう！」

　相当の覚かく悟ごをしてここまで来た茉愛も、真次郎がさらなる要求をかましてくるなんて考えていなかったのだろう。両手で顔を隠かくし、たまらずにへなへなとその場でしゃがみ込み、そして、

「やだもぉぉぉぉぉぉ……！　じゃあそれはやく貸して！　いまはきなおすからっ！」

「んなぁぁあッ!?　それはどういうことッ!?　おまえ今なんもはいてないの!?　ぱんつじゃないなら恥ずかしくないの!?」

「あんたがぱんつもらうかわりになんでも言うコト聞くのは理解できるけど、そこまでとはしらなかった！」

「俺を曲解してんな茉愛ッ！　俺まだそんなふうにぱんつとか貰もらったことなんか一度もねぇからな!?　まったく……どうなってんだここのお嬢さん方はッ！　そもそも誰から聞いたんだよお前はそんな噂を！　最初にそんなこと言い出したのは誰なんだ!?」

　真次郎はへたり込んだまま立ち上がれない茉愛を励ますように地面に膝ひざをつき、問いただす。

「だってさっき白はく亜あが……！　あのおっぱいおばけが、しんじろうなら、しましまぱんつのために、なんでもするって……」

「白亜ァアアアああッ!!」

　真次郎の短い髪が、元の長さを取り戻もどしたように逆さか立だった。

「ま、まさか……」

　それでようやく、茉愛にも合が点てんがいったらしい。

「おまえ、また騙だまされてんだよ白はく亜あに!!」

「あ、あの、ばかおっぱいいぃぃいいいい!!」

　あまりの怒りに茉愛まちかのツインテが金色に染まった！　と思ったが、今、ずいぎゅんずいぎゅん言いながら逆立ち始めている彼女の髪は元から亜あ麻ま色いろだったことを思い出し、真しん次じ郎ろうは一人、笑った。

「つうかお前も気付けよッ！　おかしいだろ普通！　俺がぱんつで言うコトきくとかよッ!!」

「だってあんた、あの時あたしのパンツをかぶってたじゃない！　信じちゃうわよそんなにぱんつが好きだってところを見せられたらっ」

「だからあれも事故なんだって！　俺はかぶりたくてかぶったんじゃねえって何度も言ってんだろ！」

「それよりもあんた、いつまでひとのぱんつにぎりしめてんのよ！　かえしなさい！　それ、シルクなのよ!?」

「だめだぁぁああッッ！」

　真次郎は両手で白と薄い灰色のしましま布を握にぎりしめると、身を翻ひるがえすようにして茉愛から距離を取った。

「ちょ、ちょっと……!?　え？　だって……」

　茉愛は、まるで背後から撃うたれたような表情で真次郎を見上げていた。

「あ、あんた……、ほんとうに、へんたいなのっ!?」

「ちげーよ！　それとこれは話が別だ！　いいか？　このぱんつはだ。さっき俺が確かにもらったモンなんだぞ？　だからコレは、もう俺のモンなんだぁぁッ!!」

「いやぁああっ！　ばかしんじろうぅぅぅうっ！　なにわけわかんないコト言ってんのよ返しなさいよ！　ほんとにあんた、それ、なんに使う気っ!?」

「俺はこれで──」

　真次郎は茉愛のパンツを彼女の背の届かないトコロに掲かかげながら言った。

「──冬用の新しい手袋をつくる」

「は、はぁああ……っ!?」

　茉愛はその青く大きい瞳ひとみを見開き、まばたきを忘れたように真次郎を凝ぎよう視しした。

「ちょ、ちょっと、あんた、それで……てぶくろ？　手袋を、作る気なの!?　あたしのぱんつをなんだとおもってんの!?　それにどれだけ価値があるとおもってんのよッ！　それを……よりによって、手袋って……ッ！　ばか！　本当にかえしなさいッ！」

「だめだー！　こんな貴重な絹の布地を！」

「ばか！　ばかしんじろう！　オーベロンもパックも手伝いなさいっ！　どうしてずっと眺ながめてるだけなの??」

　少女のパンツを高々と握にぎりしめる真次郎。それを取り戻もどそうとぴょんぴょんジャンプ、あげく真しん次じ郎ろうをよじ登ろうとする茉愛まちかの周囲を、オーベロンは喜び庭駆かけ回り、パックは「ヘイパース！　シンジロウ、パース！　オネガイダカラ！」と飛び回る。

　そこへ、




「お二人とも、こんな所にいらっしゃったんですね……！」




　裏うら庭にわに、新たに姿すがたを現したのは、

「凜りん！　ちょっとこのへんたいを押さえて！」

　コルセットのようなカチっとしたメイド服から、ふっくら丸い胸をこぼすように揺ゆらす、小こ太刀だちメイドであった。

「え？　茉愛さん!?」

　しかし凜はその状況にオロオロ。茉愛はたまらず、まったく事態を把は握あくできていないアクア寮りようの《忍び》へと叫んだ。

「あたしのぱんつを、真次郎が変なことにつかおうとしてるの！」

「変なことになんか使わねえよ!?　俺はこれを手袋にしようとしてるだけだ！　お前らはこの森の冬の寒さを知らねぇからそんなこと言えんだよぉぉッ！」

「いけません真次郎さん！　そのパンツをすぐに返してくださいっ！　茉愛まちかちゃんのぱんつで作った手袋で、いったいなにを握にぎる気なんですかっ……!?」

「やめろ大きい声を出すな凜！　というかお前はなにを言ってるんだ!?　……お、おい待て！　なにをするつもりだっ!?」

　腰こしのリボンと一体となったかのような黒塗りの小こ太刀だちを佩はく《忍び》、上かみ熊くま谷がや凜から使命感の炎ほのおが立ち昇るのを、真次郎は確かに見た。

「忍法……ッ！」

　ふっくら忍者メイドが、その豊かな懐ふところより取り出したのは一本のクナイ。

「ちょっとおいッ！　凜ッ!?」

「『かげしば──』」

　その瞬しゆん間かん、

「エッッブシッ！」

　突とつ如じよ、凜のすぐ頭上の枝に止まっていたオウムのパックがくしゃみを放った。

「あッ！　あ、あぁっ！」

　それにびっくりしてしまった忍びメイドの振ふる舞いを、真次郎は全て見ていた。彼女は取り出した凶きよう器きをしゅぴっと投げようとしたのだが、くしゃみの音でびくっとカラダを強こわばらせた反動で、その手からぽろりと鋭いクナイをこぼしてしまい、そのままサクンと地面に突つき立ててしまったのだ。すると、

「はぅう！」

　その途と端たん、凜りんはなぜかかなり不自然な体勢のまま、時間を止められてしまったように動かなくなった。

「……な、なにやってるんだ？」

「し……真しん次じ郎ろうさん、お、お願いが、あります！」

　凜はしゃがみ込む途中の中途半はん端ぱなポーズのまま、苦しげにうめいた。

「ど、どうした？　このぱんつなら返さないからな!?」

「ちがいます！　わたしの足あし下もとのクナイを、地面から抜いてください！　お願いです！　これ、忍法『かげしばり』なんですお願いします！」

「……は？　え、あ、まあ、いいけど……」

　真次郎は恐る恐る、凜の足下、影の中にあったクナイを引き抜く。すると「ひゃんっ！」とつんのめるように凜がよろめき、そのままバランスを崩くずして尻しり餅もちをついてしまう。

「はぁ……はぁ、あ、ありがとう、ございます……」

「いや、いいんだけど……」

　わけのわからぬママ、凜の隣となりで真次郎は呆あつ気けに取られた。その瞬しゆん間かんを、

「スキありぃぃいい！」

「あああッ！　俺の、俺の貴重な越冬資源が……ッ！」

　茉愛まちかは見み逃のがさなかったのだ。真次郎の気が手の中のぱんつから、尻餅をついた凜のぱんつへと逸それたその瞬間を！

「しまったぁぁあっ！　ま……まさか、凜は俺を油断させるために、今、わざと!?」

「えぇっ？」

　しょげたようにへたり込み、うつむいていた凜は驚いたように顔を上げ、

「……あ、そうです！　これが《忍び》の連れん携けいなんです！」

「今、『えぇっ？』って言ったのに!?」

　一方、自分のぱんつを取り戻もどした茉愛は、

「白はく亜あ、あのばかおっぱい……ッ！」

　走り出していた。来た道を戻るように、土つち煙けむりすら上げて裏うら庭にわから爆ばく走そうの勢いで《アクア寮りよう》の正面玄関へと消えてゆく。

　そしてパンツを、せっかくの越冬資源を奪うばわれた真次郎も嘆なげいた。

「くそおお！　白亜ぁぁあッ！」

　そして彼が茉愛を追うようにして駆かけ出そうとした、そこへ、

「あ、真次郎さん！　実はわたし、真次郎さんにどうしてもお渡ししたいものが……！　これで、わたしを世界の支配者に──」

「凜りん!?　お、お前もなのかっ!?　ぱんつで俺がなんでも望みをかなえるとか噓うそだから！　つうかおまえは俺と茉愛まちかのやり取り見てたよね!?　だったらわかれ！　つうかお前も一いつ緒しよに来いッ!!　あとなんだその願いは！　それは俺の能力超えちゃってんだろぉぉぉッ！」

「し、真しん次じ郎ろうさんっ!?　ちょ、ちょっと……！　そんな……っ！　じゃあ、わたしのぱんつ、返してくださいぃぃいぃぃっ！」










　　　　♡♥♡




　真次郎が根ね城じろにし、そして茉愛や凜りん、外界から隔離された女子高生達が新しく暮らし始めた《アクア寮りよう》は本来、四十人前後の寮生の生活を、ゆとりをもって、なおかつ淑しとやかにまかなう想定がなされている。

　だが今、その約束されていた安あん寧ねいのリミットを遙はるかに突つき破やぶって驀バク進シンする者が二人、階段で二階へ上がってすぐ、《寮長室》と銘めい打うたれた一室にカチ込みを入れようとしていた。

「白はく亜あぁぁああああッ！　おまええええッ!!」

「言ってやりなさいよしんじろう！」

　どがぁッ！　と蹴けり破るように開いた扉から姿すがたを現したのは荒々しく牙きばを剝むき出しにした羽生はにゆう真次郎と、感情の高ぶりのままにきらめく亜あ麻ま色いろの髪を振ふり乱す少女、大おお野の原はら茉愛である。

　やや遅れて「ま、待ってくださいぃぃ～」と、ふっくら小太刀メイドの上かみ熊くま谷がや凜が追いつくが、やはりどうしても視線は鼻息の荒い二人に注がれてしまう。

　ちなみにこの三人は寮内に白亜を求め、彼女の自室、食堂、救護室、リネン室などをたらい回しにされたあげく、「白亜さんなら《寮長室》に入って行くのを確かに見たけれども……？」という、早くも《図書室》の主になりはじめている寮生、妖よう精せいめいたメガネの文学少女である《司書》長なが瀞とろ心愛ここあからの最新情報に基づいてここまでやって来ていたのだ。

　はたして、読んでいる本から一切顔を上げなかった『図書室の妖よう精せい』の言った通り《寮りよう長ちよう室》に三みつ峯みね白はく亜あは実在していた。

　それをようやく確認した真しん次じ郎ろうは、茉愛まちかから「言っておあげなさい」的な後押しもあったことで、ずかずかと室内へ歩み入り、

「あのな白亜！　おまえいい加か減げんなことを言うのも──」

「これは真次郎殿、ちょうどよいところに」

　ためらいも無く肅しゆく然ぜんと、けれども自じ儘ままな雰ふん囲い気きを隠かくそうともせず、侵しん入にゆう者である少年の言葉を遮さえぎったのは、

「あれ？　牡ぼ丹たんっ？」

　そこで真次郎達は初めて《寮長》影かげ森もり牡丹に気付き、ぽかんとしてしまった。

　そもそもこの部屋は《寮長室》。牡丹こそがここの主であり、訪ねて来た白亜が牡丹と机に向かい合わせで打ち合わせをしていたところに、彼らがやってきたのだ。

「真次郎殿、こちらに来ていただけますか」

　だというのに、牡丹のことなどまったく意識の外だった真次郎は不意をつかれて、思わず《寮長》を示すオレンジ色の腕わん章しようをつけた彼女に言われた通り、

「お、おう……？」

　とぎこちなく彼女の言うがままになってしまう。

　立ち上がる牡丹は、今日も《清せい流りゆう学がく園えん》指定の制服を隙すき無く、規範以上に着こなしている。

　それはあたかも、そうでもしなければ内側からぐつぐつ煮え立つなにかが溢あふれ出してしまうと言わんばかりのぴっちり加か減げん。真次郎はそんな気配に押されるように、

「こ、今度は、なんだよっ！」

《寮長》を示す腕章の持ち主に相あい対たいするのだが、

「その髪型、なかなか様になっていますね」

「そ、そうか？　マジで……？」

　するりといなされてしまう。

「ジャージもサイズが合っているようですし、他にいりような物がありましたら、言ってくだされば揃そろえたいと思います」

「な、なんだか、すまねえな……」

　真次郎はさっきまで《寮長》の放つ怪あやしい威い厳げんに頭の上にある警けい戒かいランプをぐるぐるさせていたのを忘れてしまったのか、ほっとしたように頭を搔かいている。そこへ、

「いえ、真次郎殿も今や寮の（《第二種リラクゼーション案件》としての）一員ですから、当たり前のことかと」

「ちょ、ちょっと待て、今、途と中ちゆうのなにかすげえ重要な部分が聞き取れなかったんだが……」

　しかし、戸と惑まどう真しん次じ郎ろうなど意に介するふうもなく、

「けれども覚えておいてください真次郎殿。わたくしは《寮りよう長ちよう》として、この寮の問題には厳しく当たっていかなければなりません。もしも真次郎殿がやんちゃをなさって、その話がわたくしの耳に届いた場合には──」

「な、なんなんだ？」

　囁ささやきのような牡ぼ丹たんの警告にごくりと喉のどが鳴った。

「ためらいなく、そり上げます（ヴィィィィィィィ）」

「はおォオオおおおおッ!?」

　制服の《寮長》に耳元で告つげられてしまい、ばくばくと鳴る胸を押さえ、彼はその場に崩くずれ落ちた。想像だけで絶望だった。

「それはだめ……！　ボウズは無理ぃィッ！」

　悶もだえる真次郎に、

「その代わりと言ってはなんですが、さっそく真次郎殿がリクエストしていた品が届いています」

「……は？　俺のリクエスト……？」

　ここ数日の会話の中から、牡丹が要求を拾い上げてくれたのだろうか。真次郎は先ほどまでの威い圧あつ感とは打って変わってにこやかな牡丹に、用心してよいのだか安心してよいのだか戸惑ったまま、

「さあ真次郎殿、ここに真まっ直すぐに立って……、そうですね、あちらの時計を見ていてください」

「……は？　あの古時計を？」

　またもや言われるがままになる。彼女の示した窓まど際ぎわにあったのは、子ヤギの数匹なら楽々隠かくれてしまえそうな柱時計だった。時刻はあと十分ほどで午前十一時を指し示そうかというところ。こっちこっちと規則正しく振ふり子が時を刻きざみ、趣おもむきある室内にぱちんっ！

「は？」

　ぼうっとしていた真次郎の首もとから、その硬い音は発生していた。咄とつ嗟さに彼が両手で喉のど元もとを探さぐれば、

「はんッ!?　なッ、これっ!?」

　引っ張った途と端たん、がくっと首がつんのめり、

「これは、……まさか、」

　硬い革かわ、びくともしないその手触りは間違い無い。

「く、首輪……ッ!?」

　がっちりとしたベルトが首を一周していた。いくらどんな方向に押しやっても引き寄せても、それは頑がん丈じように食い込んでいて、

「こ……お……ッ!?」

　とっさに室内に鏡を探さがし、すぐに真しん次じ郎ろうは大きな姿すがた見みを見つける。

「お似合いですよ？　真次郎殿」

　牡ぼ丹たんの言う通り、ばっちりだった。幅はば広ひろで濃い茶色・あたかも首元を護まもる防具のようにも、それは見えて。

「ちょ、牡丹ッ!?」

「喜んでいただけたみたいで光栄です、羽生はにゆう真次郎殿。特注の品ですよ？」

「いやいやいや……ッ！　待て！　これは、いくらなんでも、無いだろッ!?　外はずしてくれよッ！」

　真次郎は太い首輪に手をかけたままじたばたと暴れた。なぜなら『確定』してしまうッ！　彼は焦あせったのだ。

　どうにかアヤフヤにできないかと考え、どうにかしようとしていた自分の立場が、これで、これで……ッ!!

「そもそも俺こんなリクエストなんかしてねえんだけどッ!?」

「くみ取りました」

「な、なにッ!?」

　真次郎は牡丹を凝ぎよう視しする。しがみつくように首輪と格闘する彼は、そうすれば糸口が、道が開けると信じたのだが、

「真次郎殿の、ペットであろうという、その気持ちを」

「余よ計けいなココロをくみとってんじゃねえよぉぉおおッッ……!!」

　その場でのたうった。

　しかもこの首輪、よくよく見れば妙みようにふわふわした内張りからのぞいているのはファンシーなフリルのような気がするし、補強と接合のために打ち込まれたビスがハートの形をしているのは誰の趣味？　まさか、牡丹の──

「（い、いや……っ？　そんなハズはっ！）」

　この制服寮りよう長ちように限ってあるまいが、それにしてはとても『女の子』らしいこのアクセント。それがなおのこと真次郎の心に『自分は誰かの──この女子寮の所有物』であるのだとイヤが応でも印象付けられてしまい、

「な、なあ牡丹……ッ!!　お前の気持ちは、百歩譲ゆずって、ありがたいッ！　だって俺のことを考えてくれたんだもんな!?　お前なりにだけど！　でもな牡丹聞いてくれ。これは……これだけは、首輪だけは頼むから遠慮させてもらえねえかな？　俺はこんなもの無くても今のままで充分待て待て待て！　どうして今お前は電話の受話器を持ち上げた？　違ちがうだろ？　違うよね!?　どこにも連絡しないよね!?　保健所もケイサツも無いよね？　だってそういう約束だもんッ！」

「もちろんです。真次郎殿はこの寮の《第二種リラクゼーション案件》。そういう、約束だと、わたくしも、記憶しております」

「うぐぐ……なんか泣きたくなってきた！」

「どうぞ、どうせでしたらわたくしの胸で泣いてください、真しん次じ郎ろう殿」

「んなっ!?」

　真次郎は牡ぼ丹たんの胸元に釘くぎ付づけになる。

　制服に包まれた彼女の胸は、奥からみっしりと張り詰め、ぴったりと隙すき無く包み込まれているからこそ、その存在感を増しているのだが、真次郎が今、着目したいのはそっちではない。

「か、鍵かぎ……か!?」

　牡丹の首から提さげられた鍵が、胸元で揺ゆれていたのだ。そして、彼女はペンダントのようなそれを、

「ま、待て！　牡丹……ッ！」

《寮りよう長ちよう》もふと気づき、そしてするすると胸元にしまい込むのだ。これでは、

「んぐぐぐぐぅぅううう……ッ!?」

　手出しができないぃぃいいッッ!?

「お、おい！　白はく亜あ！　凜りん！　茉愛まちか！　これを見て、おまえらなにも……って、なんでお茶飲んでくつろいでんの!?　もっと興味モテよ!!　見ろ！　この首輪!!　シャレになってねえぞ!?」

　真次郎は他勢力に──きっとこんなコトは許さないに違ちがいない人々に──助けを求めた。

　がしかし、三みつ峯みね白亜はすぅっとくびを傾かたむげ、

「それより、真次郎はなにか話があったんじゃなかった？」

「それよりって白亜おまえ……ッ！　この首輪を見て、お前はなんにも思わねぇのかよっ！　感じるココロは無いのかよッ！　……え？『よく似合ってる』？　やめろ！　褒ほめてんじゃねえッ！」

「そうね、しんじろうにはそういうの、ぴったりなんじゃないの？」

「お前もなに一いつ緒しよにくつろいでんだよ茉愛ッ！」

「な、なによ！　真次郎こそ牡丹なんかといちゃいちゃして！　あんたはあたしのペットであり彼氏なのよ!?　さっきだってあたしのぱんつを奪うばって──って、思い出したぁぁッ!!」

「遅えぇェエッ!!」

　亜あ麻ま色いろの髪の少女は座っていた椅い子すから飛び降りるように立ち上がり、宿敵である白亜をアイスブルーに燃える瞳ひとみで睨にらみ付け、

「……あっ、くっ！　ううううッ！」

　そのあまりの激情が言葉にならず、ジタバタしてから、

「し……しんじろう！　ほら、あんた言ってやってぇッッ！」

　浮ふ浪ろう少年にバトンタッチ!!　された真次郎はよしきた！　と腕をまくって、

「おうおうおうッ！　白亜さんよぉッ！　お前、この茉愛にまた妙みようちくりんなデタラメを教えてくれたそうじゃねえかッ！　ネタはあがってんだ！　白状しろいッ!!」

　なんかノリノリで言ってやった。すると、

「妙みようちくりんなコトって、真しん次じ郎ろうが森の奥の小川で拾い集めてる『素す敵てきな石コレクション』のこと？」

「ちげーよそれじゃねーよッ!!　っつか、なんでお前が俺の『素敵な石コレクション』のコト知ってんのッッ!?　言っとくけど妙ちくりんなことじゃないからそれ！　絶対それは妙ちくりんじゃないからぁぁッッ!!　変じゃねえ！　俺は絶対に変じゃねぇええ……ッ!!」

「泣かないで真次郎。素敵よ？　あなたの『素敵な石コレクション』」

「うるせえバカにすんな！　あと泣いてねぇよッ!?　お前が原因だからッ!!」

「ちょっとしんじろう！　そういう素敵なものがあるんなら、あたしにも見せなさいよ！」

「お前も食いついてくんじゃねえよ茉愛まちかァッ！」

「真次郎さん、意外とロマンチストなんですね！」

「凜りんもやめてくれっ！　だめだ俺なんか超ちよう恥ずかしくなってきた！　牡ぼ丹たんが無言なのもなんかむかつく！　ちがうだろ!?　そうじゃねえだろ茉愛！　ぱんつだよ!!　ぱんつッッ！」

「そうよ！　ぱんつよ白はく亜あ！」

「おい白亜！　お前、ぱんつを渡せば俺がなんでも願い事を叶かなえるみたいなことをこいつに吹き込んだそうじゃねえか!!」

「……？」

「だからなんできょとーんとしてんの!?　あ、あれ？　このきょとんぶりは……え？　まさか茉愛、おまえの方が噓うそついてんの!?」

「ち、ちがうわよっ！　ちょっとばかおっぱい!?　ちゃんと言いなさいよこらぁああっ！」

　食ってかかる茉愛を、白亜は逆にむぎゅうっとその胸で抱きしめるように抱ほう擁ようしてから、

「それ、噓じゃないけど」「ちょっと白亜！　苦しいわよばかぁぁ……！（くぐもった声でじたばた）」

「いやまて噓だろ完全に!!　第一俺は誰かにぱんつを貰もらって願いを叶えたことなんか一度もねぇし！」

「でも私、今朝、それで真しん次じ郎ろうに願い事をきいてもらった」

「は、はぁああああッ!?　い……いや確かに今日の朝早く、おまえのことは助けたりしたけど──」

「じゃあ、やっぱりあんたはぱんつもらってるんじゃないっ！」

「いや！　貰ってねえから！　待て、どういうことなんだこりゃ!?」

　本当にわけがわからなかった。自分はなにか思い違ちがいをしているのか？　真次郎が必死にその時のことを思い出そうとしていると、

「真次郎、どうしてとぼけるの？　私あの時、あなたが手助けしてくれたから、とってもうれしかったのに」

「いぃやッ!?　やっぱり俺、貰もらってねえからなんにも一いつ切さいッ！　確かに俺は今朝、髪の毛とか切られるずっと前に、森の中で白はく亜あが衣装トランクを運ぼうとしてたのを手伝ったよ!?　でもそん時、ぱんつなんて貰ってないッ！」

「私も、あげてない。でも、真しん次じ郎ろうは私のぱんつ、持っていった」

「もうほんとうにさいってーッ！」

「まて茉愛まちかッ！　ちがうからっ！　おい白亜ッ！　いくらなんでもそこまではしねぇよ!?　ちょっとお前、もういい加か減げんに──」

「覚えてないの？　真次郎が、汗だくで私に声をかけて来てくれたときに」

「……ッ!?」

　びくんっ！　と、真次郎の動きが止まった。

「ま、まて……！　ぱんつ!?　いや、ぱんつ……っつうか……」

　──思い当たるコトが、あった。彼はその時のコトを、できるだけ正確に、やや上空から室内を見る視点、俯ふ瞰かんぎみに思い出す。




　自分は今朝、日課の森散さん策さく（山菜キノコ狩り）の途と中ちゆう、あの火事を起こしてしまった《緑りよく泉せん寮りよう》からトランクを運び出したのはいいものの、山道で悪戦苦闘していた白亜を発見し──




『思い出した？』

　その再現ＶＴＲ風の画面右上に突とつ如じよぽわんとワイプが抜かれ、現在の白亜が問いかけてくる。

『い、いや、違ちがうぞ!?　ほら見ろ！　この風景のどこにぱんつなんかあるんだよっ!!』

　その対角線にイチする左下に飛び出してくるのは現在の真次郎。同じくワイプの中の彼は進行する画面を指さして訴うつたえるのだが、

『それよりも、なんで白亜は外を歩いてるのにこんなに薄着なのよ！　シャツしか着てないじゃない！　ほら！　いまもぱんつ見えたぁっ！』

　画面右下に現れたのは茉愛。彼女は自分を囲む枠わく線せんをはみ出さんばかりの勢いで言い募つのる。

『ちげえよ！　白亜のこれ短パンだろ!?　茉愛おまえは今、見るものすべてがぱんつに見えてんだよ！』

『真次郎、これはぱんつよ？』

『なんでだよぉぉおおッ！　薄着すぎんだろおまえはぁあッ!!（白亜へ身を乗り出す真次郎。そこへ）』

『み、みなさん喧けん嘩かしないでくださいっ！　って……あ、あれ？　なんで左上に出て来たわたしには薄くモヤモヤがかかって、声も犯罪者みたいに加工されているんですかっ!?　わ、わかりますか？　わたし、上かみ熊くま谷がや凜りんです！（ものすごくドスの利きいた声でモザイクメイドが自己主張した、その時──）』

『ここ、この場面』

　白はく亜あが指摘したのは、画面中央、回想シーンの中で、白亜がトランクの重さに手間取り、ちょっとつまづいた拍ひよう子しに、ばかーん！　と中身を辺りに散らかしてしまったところだった。

『ほら、真しん次じ郎ろうが来た』

　白亜が困り果てた表情で立ち往生したそこへ、タイミングよく現れたのは山菜カゴを背負った野生児である真次郎。

『──まるで、樹液にたかるかぶとむしのように』

『なんだ白亜その言い方は！　お、おまえらも笑うな！』

『はい、ここ』

　そこで映像がストップ。

　回想シーンの中では、山歩きで汗ばんだ真次郎が白亜へ近づくなり、トランクの中身をかき集めていた彼女の手から何気ない動作、汗ふき感覚でひょいっと布きれを借りて、首くび筋すじや額ひたいをぬぐっている様子が映し出されている。

『いや、待てよ……』

　衆しゆう人じん沈黙の中、恐る恐る、ワイプの中の今真次郎は、

『これって、ハンカチ……だろ？』

　尋たずねた。

『ズームアップ』

　指示する白亜の言葉通り、画像は粗あらくなってしまったが、なにげなーくそのしましまの布をポケットにしまおうとしている真しん次じ郎ろうの手元が拡大され、それはどう見ても──

『ま、待てッ！　ってことは……じゃあ……』

　そしてギコギコと油ぎれのギアを無む理り矢や理り回すぎこちなさで、静止してない方の左下真次郎は自分のポケットに手をつっこみ、

『これって、ハンカチじゃ……』

　取り出す小さな布のかたまり。

『ねえじゃねえかぁぁぁあああ!!』

　もはや冷静な視点すら必要なかった。真次郎が握にぎっているのは一枚のぱんつであり、そしてその一枚のぱんつは、なんと真次郎に握られているのだ！

『つうか画面の中の俺やめろおおおお!!　俺はその場で白亜のぱんつをかぶったりスゴイ勢いで匂においかいだりしてねえよ!?　誰だコレーッ!!　「くんかくんかｐｒｐｒ」じゃねえよぉぉッ!!』

『しんじろう、さいてーッ！（ワイプが移動し、左下の真次郎の首を絞しめる茉愛まちか）』

『変へん態たい過ぎます真次郎さんっ！（モザイクのまますごいドスの利きいた声で）』
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『だから違ちがうって────ッ!!　俺はマジで！　ちゃんとハンカチは洗って返そうと！　小川で洗って返すつもりだったんだぞぉぉッッ!!』

　真しん次じ郎ろうは憤ふん怒ぬの表情で『回想シーン』を搔かき消した。

　なんということだろう。自分は、確かに白はく亜あのぱんつを受け取っているではないか……ッ!!　というか、今までずっと持ち歩いてたし！

　愕がく然ぜんとする家出少年に、白亜は、

「この後、真次郎はここまで私の代わりに重たいトランクを運んでくれたの。改めて、どうもありがとう。これからもよろしくね？　ぱんじろう」

「ぱんじろうじゃねえよ！　混ざっちゃってるよ俺の名前とお前のぱんつが！　ぱんじろうはさっきのシーンのやつな!?　つうかお前なんてもんで俺に顔の汗を拭ふかせてんだよおおおおッ!!」

　真次郎は白亜から贈られたぱんつを、必死に元の主につっかえそうとするが、

「いや、ち、違う！　違う！　なに??　なんなのこの部屋の空気！　違うって！　なんでオーベロンまで俺にうなってんの!?　こ、これは……、俺はあの時、白亜に汗ふきハンカチを差し出されたんだと思ったんだよ！　そりゃ確認しなかったのは悪かったよ!?　けど、まさかあれがぱんつだなんて普通思わねえしッ!!　ぱんつで汗ふく趣味とかねぇし……ッ!!」

「うわー」

「うわーじゃねえよ！　だれだ今の声ッ！　そういうんじゃないって言ってんのにぃッ」

　がしかし、周囲の視線の冷たさは一層厳しさを増し、

「違ちがうんだぁぁッ！　誤解だから!!　ちょっとした行き違いがあっただけで、俺は決して、ぱんつで動くような男じゃ──」

「し……しんじろうの……、うわきものーっ!!」

「ちょっとおい！　茉愛まちか!?」

　部屋を飛び出した少女を引き留め説得しようにも、彼女はすでに《寮りよう長ちよう室しつ》のドアの向こうに姿すがたを消してしまい、真しん次じ郎ろうがもたもたしていたその瞬しゆん間かん、ガブリ！　と、

「っ痛ぇええッ!?　なんだオーベロンいきなり尻しりを嚙かむんじゃねえよ！　……くそっ、……ああ、おまえの言いたいことは、わかってる！」

　真次郎はつかつかと白はく亜あの目の前までいくと、ばっと彼女の手を摑つかみ、そこにぱんつを押し込め、

「くそっ！　まて茉愛ッ!!」

　先導するように走り出すシベリアンハスキーと共に、亜あ麻ま色いろの髪の少女を追った。










　　　　♡♥♡




《アクア寮りよう》は、真次郎にとって『庭』のようなものである。

　新入生なら迷まい子ごになってもおかしくない寮内の構造なんて、彼はもう皮膚感覚だけで歩けてしまうのだが、大おお野の原はら茉愛はまだこの寮に来て数日しか過ごしていない。

　オーベロンが追う茉愛の足跡は、だから寮内を縦じゆう横おう無む尽じんに駆かけ巡めぐるなんてコトはなく、単純に来た道を引き返している気配があった。

　辿たどり着いたのは案あんの定じよう、先ほどの裏うら庭にわ。

「…………」

　寮のごつごつとした石いし壁かべの陰かげから、日なたでちょこんとこちらに背を向けて座り込んでいる茉愛をうかがっていたのは、新品のごつい首輪がまぶしいジャージの少年。

「うーむ……」

　茉愛の傍かたわらには、すでにオーベロンが伏ふせて寄り添そい、反対側にはパックが羽根を休めている。

　真次郎は改めてそれを確認しながら、

「んぐぅ……」

　後うしろ頭あたまを搔かき、ゆっくり息を吐はき尽つくす。

　ここでぼやぼやし過ぎていると、またあの洋犬に尻しりを嚙かまれてしまうかもしれない。

　呼吸を整え、真しん次じ郎ろうは石いし壁かべの陰かげから裏うら庭にわへと歩み出した。

　わざと草とか石を踏んで音を立て、彼は茉愛まちかに近づいたつもりである。

　それでもしもこちらに気が付いた茉愛が、ぴゅうっと逃げ出してくれれば、『あ、どっかいっちった！　てへ！』とオーベロンにも言い訳ができたのだが、

（ふむ……ぅ）

　亜あ麻ま色いろの髪の少女は、そのまま日なたに座り続けている。

「なあ、……元気出せよ、茉愛」

　真次郎はオーベロンを挟はさんだ彼女の隣となりに腰こしを下ろして、そっぽを向きながら、

「なんか頼み事があるんだったら、別に聞くだけだったら、なんも無しで聞いてやんぞ？」

　そう言ってみた。これでも真次郎は精せい一いつ杯ぱいお兄さんぶってみたのだが、

「……………」

　反応を見せない茉愛。

「おい、寝てんのか……？」

　真次郎はちょっとムッとして、顔を伏ふせたままの彼女の肩をちょちょいと小こ突づく。すると、

「へぁ？　あ？　うっ？　ぇえっ？　し、しんじろう!?」

　びくっと口元を慌あわてて拭ぬぐい、少女はがばっとこちらに振ふり向くのだ。

「マジでか!?　なんでこんな所で寝てんだよお前！」

「う、うるっさいわね！　いいでしょなんだって!!」

　茉愛はそう言ってきぃっと顔を背そむけたが、

「……はぁ？　こっちの寮りように移ってから、夜に寝れてないだぁ？」

「ッッ!?」

　一いつ瞬しゆんで顔を染めた茉愛が、目を見開いて真次郎を凝ぎよう視しした。

　自分は、なにも言ってない。

　それなのに、真次郎は今もしっぽを地面に打ち付けるようにぱたぱた、ウルルルと喉のどを鳴らすシベリアンハスキーの仕し草ぐさにいちいち頷うなずいている最中であり、

「ちょ、ちょっとオーベロン!?　あんた、なにをしんじろうに……！」

「ははぁ、なるほど。茉愛、おまえはこの寮が怖こわいのか。……まあ、無理はねえなぁ」

　真次郎は茉愛の狼ろう狽ばいにかまわず、彼女の背後にそびえる小城のような《アクア寮》の威い容ようを見上げた。

　そして彼は、記憶の中で彼女達がこの間まで住んでいた《緑りよく泉せん寮》と比べてみるのだ。

　まるで対象的だった。

　茉愛がこの間まで暮らしていた建物は、青空と夏のお嬢様が似合う、大英帝国式の爽さわやかで華やかなお屋や敷しき。

　しかし、今ここにある《アクア寮りよう》は、ザ・洋館。

　ドイツ帝国的な装飾の多い三角屋根の目立つ、石造りのゴシックな佇たたずまいが《アクア寮》の外観である。

　屋敷の角々や煙えん突とつには不ぶ気き味みなガーゴイルが取り付けてあり、他にも怪あやしげな妖よう精せいやらディフォルメされたモンスターが彫ちよう刻こくしてあって、その雰ふん囲い気きはかなりのホーンテッドな建物マンシヨンぶりだった。

「ば……ばかにしないでっ!!」

　それが生み出すダークな雰ふん囲い気きに吞のみ込まれまいとするかのように茉愛まちかは立ち上がるのだが、

「いや俺は、おまえがんばってんだなって、思ってさ」

　それに驚いたように真しん次じ郎ろうは茉愛を見つめた。

「……え？」

　食ってかかろうとしていた少女はそれで動きを止め、

「そ、そうなの？　じゃあやっぱりしんじろう、あたしの彼氏に──」

「それはそうじゃねえから！　お前には他に言いたいことはないのか!?」

「はぁ？　あんたにそれ以外の価値があるとおもってんの……!?」

「んがぁッ!?」

　つまんでポイ捨てされるような言いぐさに真次郎は言葉を詰まらせる。

　そして、なんだよコイツ全然元気じゃねえか！　と呆あきれた真次郎が、その場からキビスを返そうかと思案した、その時だった。

「ねえ、しんじろう？」

　大おお野の原はら茉愛は、亜あ麻ま色いろの髪の一ひと房ふさを握にぎりしめ、彼を見上げている。

「あんたは、いつもどこで寝てるの？」




　　　　♥




「すげー散らかってるからだめだぁぁぁぁッ！」

「やましいことがないんなら全部みせなさいよぉぉぉっ!!　それとも、まだあんたみんなのぱんつを隠かくしてるの!?　へんたいッ！　このどへんたいッ！」

「んなわけねえだろッ!?　そこまで言うなら、見せてやんよッ!!」

　結論から言えば、真次郎の『俺は寮の屋や根ね裏うら部屋で寝てんだ』というキーワードに、茉愛は好奇心を抑おさえきれなくなったようだった。

　気が付けば真次郎の隠れ家がである屋根裏への玄関口とも言える《倉庫》までやって来てしまっていた。

「約束を忘れんなよ？　いいか？　部屋にあるものを、勝手に触ったらだめだからな？」

《倉庫》の一番奥にさりげなく置かれた梯子はしごを先頭で登りながら、真しん次じ郎ろうはこちらを見上げている茉愛まちかに告つげる。

「たのまれたってさわらないから、早く行きなさいよ！」

「あいよぅ！」と半分ヤケになりながら、真次郎はするすると猿さるのように梯子を登り、真の我が家たる空間に辿たどり着いた。

　それから階下の十歳女子高生に視線を向け、おっかなびっくり一段一段、なんとか茉愛が梯子を登って来るのを確かめてから、

「ったく、しんじろうもちょっとは手を貸しなさいよ！」

　辿たどり着いたそうそう悪あく態たいをついてくる少女を迎え入れた。

　そして、視線を真次郎から室内へと向けた茉愛が見たモノは、

「って、なによこれ、ガラクタの山じゃない……っ！」

　腕組みして客人の反応をうかがっていた部屋の主は、そのあんまり感激してないカンジのセリフに「んぁあ？」と、不満の声を漏もらす。

　が、傍かたわらのオーベロンとパックは「やっぱり……」とでも言いたげな顔で頷うなずきあっているのだ。なにしろ、茉愛の言ったとおりなのである。

　屋や根ね裏うら部屋の空間は、決して狭せまくなかったし、薄暗いものでもなかった。

　採さい光こう窓からは陽差しがきちんと射し込んでいたし、不潔な印象もない。

　しかし、室内はひと言でいって、カオスだった。

　なぜなら、この屋根裏部屋には所狭しと真次郎が《下界》からかき集めてきた（彼の基準で）まだまだ使えると判断された家具、家電、その他電柱看かん板ばん郵便ポストなどが全てばらされて、そして再び別の形で再構成され、連結されているのだ。

　扇風機に使われていたとおぼしきモーター。に、つながれたベルト。が動力を伝える滑かつ車しや群ぐん。から延びている何本ものレール。には、大小様々な鉄球が乗っていて──。

　茉愛の視線はそれらを辿るようにぐるぐると定まらない。

「なんなの、これ……！」

　喩たとえるならこの屋根裏部屋、特とく殊しゆな工場や研究所のおもむきなのだが、もちろん茉愛はそんなニュアンスなんか抱かない。

　真次郎が机として使っているらしいミカン箱の上には工具が散らばり、その隣となりに今まさに解体中らしいマッサージチェアが無残な内臓をさらしていたりするのを発見して、

「ちょっとあんた寮りようの屋根裏になんてもの作ってんのよ！　きっとこれ全部いやらしい機械なんでしょ！　こ、これなんて、きっと、ごうもんの道具にちがいないわ！　いやっ！　ちかよらないでこのへんたいぃぃっ！」

「ちがうからっ！　おまえはなにを想像してんだよっ！」

　解体中のマッサージチェアの前で震ふるえる茉愛まちかからすりこぎ棒ぼうを奪うばい返し、真しん次じ郎ろうは憤ふん慨がいする。

　この部屋の、まるで『少年の理想の秘密基地』のごとき光景。

　きっと彼と同じ男子が見たのなら瞳ひとみをキラキラさせてくれるのだろうが、生憎あいにく、この寮りように男子はただ一人。

「いいか？　たとえば……こっちのこれとかは明日の天気を調べる装置、名付けて『お天気クン一号』だ！」

　だから少しでもそれをわかってほしくて、彼はこの美学を解さぬ少女に説明するのだ。

「天気をしらべるぅ……？」

　けれど茉愛は、さもいぶかしげに腕を組んだまま、胡う散さん臭くさそうにその壁一面に展開されたガラクタ装置を見やる。

「だってそれ、なんていうか、……なんなの??」

　もしも彼女が全寮制の一貫女子校なんかに所属しておらず、《下界》でフリーダムにテレビを見られる立場なら、きっと『それって、どうみてもピタゴラ的な装置じゃない！』と真次郎に食ってかかったハズである。

　そもそも、どう見ても失敗した夏休みの自由研究的ガラクタにしか思えないそれが、どうやったらお天気マシーンの『お天気クン一号』たりえるのか。

「……これで、ほんとうに明日の天気がわかるっていうの？」

「ふふふ……そんなに知りたいなら、いいだろう、特別に教えてやるッ！」

　真次郎は意気揚よう々ようとビー玉を一つつまむと、それを角度のついた金属のレールに「それではスタートッ！」と走らせた。

　すると二人の見守る中、転がり始めたビー玉はクルクルとレーンを滑すべり落ち、ドミノ状に並べられた木片と接触、そこからコトンコトンコトンぱたぱたぱたツルツルツルーと次々に細かく幾き何か学がく的に配置されたオブジェクト＆奇き怪かいなシーソーや滑かつ車しやを作動させ、ぴょこぴょこぴゅーぴゅーと連動し、ついにフィナーレ。バネの力によってぴゅんっ！　と発射された吸きゆう盤ばん付きのダーツが倒した板の勢いでぽんっと上がったのは『雲』のマークが描かれた旗で、

「よしッ！　明日は……くもりッッ!!」

「よしじゃないわよ！　ふざけてんの？　これってただの運任まかせな占うらないゲームじゃないのよッ！」

「全ッ然違ちげぇよッ！　言っておくけどこれ、的中率九十五％超えてんだぞ!?　俺達にとって天気は死活問題！　こちとら大まじめなんだよぉ!!」

「ばぁっかじゃないの!?　こんなのあたしにだってできるわよ！　ほら、貸してみなさい。……ちょっと、いいじゃないのよ、あたしにもやらせなさいよっ!!」

「なんだ茉愛、散々文句言って興味津しん々しんなんじゃねえかこの装置に!!　だめだ触んな！　ここに来るまでに約束しただろ部屋のモノには触れるなって!!」

「一回だけだから！　あたしがあんたのために『晴れ』を出してあげるから！」

「出す出さないとかそういうのじゃないんだよぉおおッ！　こらあッ！　茉愛まちかぁッ！」

「ちょっと離しなさいしんじろう！　なに触ってんのよ！　ちょっと……ひゃんッ！」

　勝手にそこいらにあったビー玉を摑つかんで装置に入れようとする茉愛を取り押さえていた真しん次じ郎ろうは、妙みような声を上げる少女にびくりと動きを止めた。

「ん？　どうした茉愛」

「あ……あんた、今！　あたしの足首、さわったでしょ！　なに!?　なにしたの!?　あんた、まさか触手でも……ひゃぁあっ！　今！　今またぁっ！」

「は？　触手だーぁあ？　お前、なに言って……って、ああ、茉愛にはまだ紹介してなかったか？」

「ひゃう？」的に怯おびえていた亜あ麻ま色いろ髪の少女は、真次郎が示す足あし下もと、床に近い場所に目を留めると、

「ぁあああああ[image: ～][image: ～]っ!!」

　歓喜に近い声を上げた。

「ねこ？　これ、ねこよね!?」

「人気でよかったなアリエル。アリエル、こっちの金髪ツインテは茉愛。よろしくしてやってくれな」

　少女によってこねくり回されている老ろう猫びようは、「しょうがないわね」的に身を任まかせながら耳をぴくつかせる。

「おい茉愛、いい加か減げんアリエルを解放してやれ。そんでだ、こっちがアライグマの……」

　と、真次郎は次々と集まってくる動物達を紹介する。

「ん？　あと一匹足りねぇんだけど……ああ、あいつは屋根の上でひなたぼっこ中かな。まあ、ソイツはまた今度な？」

　けれど茉愛はオーベロンとパック以外の森の仲間達がよっぽど珍しいのだろう。真次郎そっちのけ、時ならぬ動物園気分ではしゃいでしまっている。

　そうして森の動物達と戯たわむれる小柄な茉愛の姿すがたは、彼女が本当はまだ無む垢くな十歳の少女なのだということを真次郎に強く思い出させる。

「ふぅ……。ったく」

　無む邪じや気きに微笑ほほえむ茉愛の横顔は、まるで彼女も賑にぎやかで楽しい森の動物達の一員、たとえば『亜麻色の毛並みを持つ子こ狐ぎつね』のようでもあった。

「こんな顔もできるんじゃねぇか、子狐さんよぉ……」と、真次郎が呆あきれていると、

「ん？　どうしたオーベロン。……はぁ、冷蔵庫の調子がよくない、だぁ……？　ったく、あのペルチェ素そ子しももう寿命か……。おい、茉愛！」

「な、なによっ」

「そこにあるソファーに座ってていいから、つうか、そこに静かに座ってちょっと待っててくれ。俺、少しだけ奥に行ってくる。パック、茉愛まちかがそこらへんにあるもんいじらないように、見張っててくれよ？」

　そう言って、ペット達と戯たわむれる少女を残して、真しん次じ郎ろうはオーベロンと共にガラクタの向こうに行ってしまうのだ。

「……ふんっ、なんなの？　しんじろうのくせに！」

　残された茉愛は、壁かべ際ぎわにあったツギハギだらけのソファーに、しぶしぶ腰こしを下ろす。

「……なかなか、わるくないソファじゃない……」

　予想よりもずっと柔らかく、心地よい弾だん力りよくに驚きながらも、茉愛はゆっくりとカラダを沈める……。

「あれ？　寝ちゃったか？」

「……へっ？」

　しばらくして、茉愛は真次郎の声にびびくっと、ソファーの肘ひじ掛かけにもたれ掛かっている顔を上げた。

「……つうか、お前、やっぱ眠いのか？」

「ぅうるっさいわね！　だってこの部屋、コチコチカチャカチャ、ずっとなんかうるさくて、あたしに催さい眠みん術でもかけて……まさか、本当に催眠術かけてたんじゃないでしょうねっ!?　なにする気なの!?　ばかしんじろうっ！」

「なんで俺がお前にそんなことしなくちゃなんねーのッ!?」

　茉愛はそれに答えるかわりに、ぷいっとそっぽを向いてしまっている。

　やれやれだった。

　真次郎は無言で周囲の装置のいくつかをいじり、なるべく作動音を減らしてから、

「どうだよ、ちょっとはリラックスできたか？」

　そう言って、茉愛の座るソファーの反対側に腰掛けた。

「は、はぁ？　なに、言ってんのっ？」

　一方茉愛は、真次郎が腰を下ろした拍ひよう子しにソファーが大きくたわんだためバランスを崩くずし、彼の方へよろけそうになりながらもぎりっと家出少年を睨にらみ付ける。

「そうやってさ、無理にトゲトゲしなくてもいいだろ。たまには休めって」

「あんたまであたしを子供あつかいする気!?」

「はっ！　誰がおまえなんかを子供扱あつかいしてやるもんかよ」

「な……なんですって!?　って、……え、えっ……？」

　がばっと真次郎に身を乗り出した茉愛は、けれどすぐに混乱した表情でこくびを傾かしげ、

「……しんじろう？」

「いいか？　おまえは十歳でも高校生。俺と同じ身分なら差別なんかしねえよ。だっておまえ、がんばってんじゃん」

「……──」

「だから、気が向いた時でいいから、ここに来いよ」

　みしみしきりきりと、亜あ麻ま色いろの髪の少女が手を突ついていたソファーのスプリングが茉愛まちかの両腕を押し返す。

「おまえはちょっと気張り過ぎなんだよ。でも、ここならそんな必要ねーからさ」

　真しん次じ郎ろうは足あし下もとのオーベロンに「なあ？」と同意を求めるように撫なでつつ、そう告つげる。

「……なに、わけわかんないこと言ってんのよ。しんじろうの、くせに……」

　ふと、真次郎はそのままうつむいてしまっていた茉愛を視界の端はしに捕らえ、

「ん……？　おい茉愛どうした？　おまえ顔が真っ赤だぞ!?　まさか寝冷えうぼふぁッ！」

　ソファーの上にあったクッションが真次郎の顔面にめり込んでいた。ばふんと埃ほこりが舞い、けほけほと真次郎が咳せき込んでいると、

「もう、わるいのはぜんぶあいつなのよっ！」

　茉愛はなにかをごまかすように、声を張る。

「白はく亜あのばか！　ばかばかばかおっぱい！」

　茉愛は近くにあった二個目のクッションを膝ひざの上に乗せ、ぼこすこ叩たたき始める。そして、

「けほけほっ！　けほ……！」

「なにやってんだよお前は！」

　叩いたクッションからまたもやもうもうと舞い上がった埃を両手で払い、

「うー……っ！」

　茉愛はソファーに座ったまま地じ団だん駄だを踏み、イライラと再び真次郎からそっぽを向いてしまう。

　そして、

「おまえ、白亜になんか、怨うらみでもあんのか？」

「な、なによ……あんたにはかんけいないでしょ？」

　がっ！　と嚙かみつくように茉愛は真次郎の問いに返し、

「あー、そうですかっ」

「……、……あいつはね……」

「言うのォッ!?」

　しかし、茉愛はすでに自分の回想シーンの中にいるらしく、真次郎にかまわず続けていく。

「白亜はね、一年前にこの《清せい流りゆう学がく園えん》に転校してきたの」

「そうだったのか？　へぇ……あいつ、転校生だったのか……」

　そんなノンキに感心している真次郎が気に障さわったのか、

「ここに転校って、すっごくめずらしいのよ？　この《清流学園》って本当に本当のお嬢様じゃないと存在すらしることができないし、……それに輪をかけて、あいつ、……ああもうっ！」

　茉愛まちかはさらに鼻息を荒くし、

「あいつ、外の世界から来たでしょ？　だから、みんなが知りたがってることを知ってたの」

「みんなが知りたがるコト……？　なんだそりゃ」

「まったくそんなコトもわからないの!?　ばかしんじろう！　いい？　あのばかおっぱいが知ってたのは、あんたみたいなヤツのことよ！　……ああもう！　つまり、男の子のことっ！　ここにいる生徒はみんな幼稚園のころからずーっと外の世界を知らないの！　だから、いちやく時の人になったのよ、あいつは。もう、すごい人気だったんだから」

　しかし、真しん次じ郎ろうにはうまく想像ができない。男を知っているだけで人気者？　いったいどれだけ《清せい流りゆう学がく園えん》の女生徒達は隔離されてんだ……？　といぶかしく思っていると、

「ん？　ということは、白はく亜あって彼氏がいたのか？」

「ばか！　あんなばかおっぱいに彼氏なんてできるわけないじゃない！　ただ男女共学に通ってたってだけよ。でも、それだけで、この《清流学園》中のちゅうもくのマトだったんだから」

「その割りに、本物の男である俺に対して、みんな酷ひどくね……？」

　と真次郎はぼやいたが、茉愛はそんな戯言たわごとになんか耳を貸さず、

「でもいい!?　よく考えて？　あたしに彼氏さえできれば、あのばかおっぱいの立場なんかあっというまに過去のものよ！　あいつはただ知ってるだけ。でもあたしはそれ以上！　もうあんなやつに大きい顔はさせない。白亜が来るまでみんなの注目は、たった十歳で高校に編入したこのあたしのものだったのに……っ！」

「なんだそりゃ！　そ、それじゃあ……なにか？　おまえはみんなの視線が白亜に集まったから、ヤキモチやいてんのか!?」

「そうよ？　わるい!?　あんたなんかに、あたしの気持ちなんてわかんないわよっ!!」

「確かにおまえの気持ちは俺にはよくわからん。けどな？」

　真次郎は腹を立てたように、ぐっと茉愛へ詰め寄った。

「そんな理由で『彼氏』っつう、おまえの将来にとって大切なコトを決めたらだめだろうがっ！」

「は、はぁぁぁ……??」

　茉愛はいっそ、あわあわと表情をわななかせ、

「あ……あんた、それ、じぶんのことなのよっ!?」

「いいや茉愛、これはおまえのことだ！　おまえはもっと、自分のことを大切にしろよ」

「……ほ……」

　瞬しゆん間かん、茉愛は再びクッションを手にする。もちろん真次郎は警けい戒かいして身を引くが、

「ほんとに、ばっかじゃないの……っ？」

　亜あ麻ま色いろの髪の少女がそのクッションの陰かげに隠かくれるように身を引いたのを見て、油断したのがいけなかった。

「もうっ！」

「おぶふッ!?」

　そのまま押し付けられるようにおもいっきり茉愛まちかにクッションをぶつけられた真しん次じ郎ろう。

　彼はそのまま、顔面で受け止めたクッションを引っぺがしながら、

「なんか……、よくわかんねーけど、白はく亜あとも仲良くやれよ」

「なに他人ひと事ごときどってんの!?　しんじろうのくせに！」

「茉愛のくせに！」

　物まねで返してくる真次郎に、茉愛は、

「な、なんですって……!?」

　さらに赤くなった。

「まあまあ待てよ。なんども言ってるけど、お前はよくやってると思うぜ？」

　真次郎はなるほど合が点てんがいっていた。

　なぜ初日から、オーベロンもパックも、茉愛になついていたか。

　ずっとこの少女の側そばにいたのか。

「俺はこいつから、……オーベロンからも聞いてる。おまえがすごく、我慢してるんだって」

　──ここの動物達は、寂さびしさに耐えられない者の気持ちに、なにより敏感なのだ。

「だからよ、おまえに彼氏になれなんていわれなくても、話は聞いてやるよ」

　真次郎はしばらく考えてから、続ける。

「……俺が十歳のときなんざ、そりゃもう獣けものと一いつ緒しよだった気がするよ。誰の言うコトも聞かずに好き勝手ばっかやってな？　それなのに茉愛は偉いよ。親からも仲のいい友達からも引き離されてんだぜ？　おまえ」

　ぽんぽんと、彼は茉愛の頭をなでるようにソファを叩たたき、

「だからな茉愛、まわりは年上ばっかりだけど、俺もたまには色々話し相手になってやるから」

　茉愛を不器用なヤツだとなじるようなことは真次郎にはできない。

　ひとりぼっちはつらいよな……と天てん井じようを見上げ、ふと、隣となりの少女に視線を落とし、

「……って、おまえ、さっきから人の話を聞いてるか？」

　尋たずねてみれば、

「って寝ているゥッ!?　茉愛ッ!?　なにお前いつのまにグースカ寝てんの!?　俺今、すごくお兄ちゃんっぽいことしゃべってたんだぞ!?　おい！　茉愛ッ!!　おまえいつの間に寝た!?」

　思わず揺ゆすって起こしそうになったが、

「はぁーあ……」

　はたと手を止め、真しん次じ郎ろうは深々とソファに座り直した。

　その拍ひよう子しに、深く沈んだ座面に流されるように、そのままごろりと茉愛まちかはソファに横倒しになり、彼女の頭はころりと真次郎の膝ひざの上に乗ってしまう。

　真次郎は完全に降参のポーズ。そして、「なんか、カラダにかけてやるか……」と、そっと立ち上がろうとしたその時、

「んだ……？」

　ぐいっとひっぱらられる。

「おい、離せって」

　真次郎の腕を、茉愛が両手で摑つかんでいた。

「なんだお前。絡からんでんぞ！」

　振ふり解ほどこうとすればするほど、真次郎は少女にぐいぐいとたぐり寄せられるようになってしまい、

「ちょ、ちょおおお……ッ!?」

　ついに真次郎の片腕は茉愛にホールドされてしまい、まるで枕まくらを抱かかえる少女に抱きすくめられてしまうのだ。しかも、

「なにやってんの茉愛ッ！　やばいって！　なんか、さっきからなぜか誰かが梯子はしご登ってくる音がしてるんだって!!　あとおまえ、どこに入れてんだよ俺の手の平を！　服の中入ってんだよ！　ちょっとぉおおおッ!?」

「むにゃむにゃ……」

「なんだよむにゃむにゃってッ！　寝ぼけてねえで離せ！　おまえも聞こえてんだろ！　梯子のきしむ音がぁあ!!」

　しかし！

「ダメだって離せ！　離して……って！　お、おいッ！　やめろッ！　俺の腕を股またに……はさむんじゃねえよぉおおッ!!」

「あっ！　二人ともこんなところにいたんですか？」

　梯子を登り、ひょっこり頭を出したのは、ふっくら小こ太刀だちメイド。

「わたし、ずっと真次郎さんと茉愛ちゃんを捜さがしちゃってたんですよ？　あれ？　茉愛ちゃん、すっかり眠りこんじゃって……信じてたのに真次郎さんっ！」

「凜りん、待てぇえええ！　抜くなッ！　小太刀を抜くなぁッ！」

「問答無用です！　やっぱり男の人は信用できませんっ!!　わたし、これでも一生懸けん命めい、真次郎さんのコト信用しようと……っ!!」

「ひぃぃいいいッ！」

　あわや首くび筋すじ、真剣白しら刃は取どり（片手バージョン）。真次郎はそのまま、周囲でソワソワしている森の仲間達に向かって、

「おいお前ら！　言ってやってくれ凜りんに！　俺は無実だって！」

　わんわんにゃあにゃあ！『イギアリ！　シンジロウハ　ムジツ！　シンジロウハ　ロリコンジャナイ！　ムジュンシテイマス！』

「だったら早く茉愛まちかちゃんから離れてくださいッ！」

「俺だってそうしたいよ！　なのに茉愛が……ッ！」

　その時だった。

「あ……ッ！」

　とんっ、と真しん次じ郎ろうの肩に、上方から垂れ下がるようにして新たな森の仲間、その頭が触れてきた。

「おおっ！　お前も来てくれたのか!?」

「は、はい……？」

　凜が、その、妙みように太くて長い、森の仲間達の一匹を見つめる。

　目と目が、合う。

「……ッ!?」

　瞬しゆん間かん、

「へ、へびっ！　ぅうああああああんっ……！」

「凜！　待て！　コイツは平気だから！」

　それは大きなニシキ蛇へび。変温動物で朝に弱い彼女も、大切な森の仲間なのだが、

「へ……『蛇の穴』は、もう、もうやめてくださいおじいさまぁああ!!」

《忍び》であり、なおかつ普通の女子高生である凜には刺激が強すぎたのであろう。

「おわああ!!」

　その場で崩くずれ落ちる凜を、とっさに真次郎は片手で抱かかえ込むのだが、

「ちょ！　これぇ！」

　その忍者メイドスーツからこぼれる胸を、もにゅぅっとがっちり摑つかんでしまっている。

「ど……これッ、どうすればいいの!?」

　左腕は茉愛の股またに滑すべり込んでおり、右腕は凜のを鷲わし摑んだ状態で、にっちもさっちも行かなかった真次郎の目の前に、その時、

「今、こちらからものすごい悲鳴が……」

「あ！　牡ぼ丹たん！」

　ひょっこり梯子はしごの登り口から顔を出したのは、オレンジ色のカチューシャ。制服をぴっちりと着こなした《寮りよう長ちよう》であり、

「白はく亜あさん、バリカンを持ってきてください」

　階下にいるであろう《風紀委員》にそう告つげて、彼女はつかつかと二人の少女をホールドしているように見える真しん次じ郎ろうに歩み寄る。

「まってー！　違ちがうから！　そういうんじゃないから！　話を聞いて牡ぼ丹たん！　寮りよう長ちようサン！　これは誤解だから！　待て！　話せばわかる！　だからボウズだけは！　ボウズだけはあああぁああああ……ッ!!（ヴイィィばりばりばりばりばりぃぃぃっ！）」
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「ったく、なんでこの俺がよぉ……」

　ことのほか蒼そう緑りよくの濃い小川沿いの細道を抜けると、真しん次じ郎ろうの視界に木こ漏もれ日に輝くゴシックな宝石箱の如ごとき《アクア寮りよう》のシルエットが映り始める。

「やっとだぜ、オーベロン、パック。お疲れさん」

　ぼやく真次郎の隣となりを歩くシベリアンハスキーのオーベロン。そして肩に止まったオウムのパックの息も荒く、巨大な背し負よいカゴを重たそうに担かついだ真次郎の足あし下もとも既すでにフラフラで、

「ちくしょー、こんだけありゃあ、文句ねぇだろっ！」

《アクア寮》の黒々とした扉の前にドサリと背のカゴを降ろし、そのままぐへぇとへたり込む。

「つうかよ、これだけの『山菜』と『キノコ』をこの山で採れる者もんは、今や俺くらいしかいねーハズで……」

　首を一周する特注の首輪（ごつくてファンシーを実現）と地じ肌はだの間に指を突つっ込んでパタパタ汗を扇いでいた浮ふ浪ろう少年は、ふと立ち上がり、

「こりゃあ、ちっとはご褒ほう美びを貰もらってもバチはあたんねーぞ？」

　勢い楽しい期待感に身が軽くなる。この成果なら、《寮りよう長ちよう》あたりにでもなにか甘い物と紅茶の一杯も振ふる舞ってもらえるかもしれないのだ。

「俺、紅茶も甘い物も大好き！　そうと決まればもう一息だっ！　行くぞパック、オーベロン！」

　そして真次郎が口の中に先走りの唾だ液えきをいっぱいに溜め、背負いカゴを引っ摑つかみ、ガコォォンンと玄関の扉を開ければ、

「おー！　なんだよ！　みんなで待っててくれたのか!?」

　なんと、玄関ホールにいつもの女子高生達がすでに集まっているではないか！

　しかも《寮長》の影かげ森もり牡ぼ丹たんと《風紀委員》の三みつ峰みね白はく亜あなどは、いそいそとこちらに近づいて来て、

「お待ちしておりました、真次郎殿」

「だろだろっ!?　いやあ、俺に掛かればこんなのはチョロいね!!　見てくれよ二人とも！　このカゴいっぱいの──」

「えっちな本を？」

「えっちな本じゃねえよナニ言いだしてんだ白亜ッ!!　『山菜』と『キノコ』だよ見りゃわかんだろッ!!　つうかコレはおまえらがッ！　いいか……？　おまえらが採とってこいつったんだろうがぁッ!!　俺が一生懸けん命めい説明した『山菜ご飯』とか『キノコ汁じる』を食ったことも聞いたコトもねえっつうからさ!!　なのにそれだと牡ぼ丹たんが山に落ちてたえっちな本をずっと待ってた女の子みたいになっちゃうだろ!?　実際に牡丹がエッチな変へん態たいだとしてもだ！」

　本当は清せい楚そな制服をキッチリ着てるだけなのに、胸元や腰こしからはち切れんばかりの妖よう艶えんな気配を放つ《寮りよう長ちよう》影かげ森もり牡丹に指を突つきつけ白はく亜あに向かって訴うつたえていた真しん次じ郎ろうは、さらに声を高くして、

「いいかおまえら、だいたいだな、俺が朝イチからこんな巨大な背し負よいカゴ持ってゼンマイだのワラビだの一日掛がかりで採とってきたんだっつーのにやめろ茉愛まちかぁッ！　おまえいくら小せぇからってカゴの中に入ったら山菜がぐしゃぐしゃになんだろーがぁッ！　他のみんなも止めてよーっ！」

「なによしんじろうっ！　あんた、あたしっていう存在がありながら、牡丹のためにぃっ！」

「ちょぉお茉愛ッ！　おまえっていう存在が俺にとってなんなの!?　つうか人の話を聞けぇぇッ!!　この中は牡丹のためのえっちな本じゃなくて『山菜』だっつってんのがまだわからねえのかぁあ！」

　がしかし、真次郎が背負いカゴの中身をのぞき込むと、亜あ麻ま色いろの髪をツインテに結った少女は、愛くるしいというよりはかなり挑ちよう戦せん的な青い瞳ひとみで、

「それよりなによしんじろう！　このなんかくるくる気持ち悪いかたちの草はっ！」

「だからそれが『山さん菜さい』だっつってんだよぉ！　もぉぉおお！」

「なによ！　あたしはもう『十じつ歳さい』だって言ってるでしょッ!?」

「なにそのツッコミッ!?　お嬢様方には新鮮なのかもしれねえけど、俺は今、度ど肝ぎもを抜かれたよッ!?　つうかかたちが気持ち悪いとかいうな！　ったくもうっ！」

　真次郎は呆あきれたように後頭部を搔かき、それから茉愛に荒らされた山菜達を「みんな大丈夫か？　かわいそうに……」といたわり、「ふーぅ……」と頭を左右に振ふって、

「そもそもおまえら、俺を待ってたんじゃねーってんなら、なんでこんな所でたむろってたんだ？」

　好き勝手言う女子高生達が、なにかゴソゴソやっていた場所に目を向ける。

　少女達がのぞき込むようにしゃがんでいたのは、確かこの玄関ホールの奥。

　これもまた、ゴシックな装飾がほどこされた、

「……ん？　暖だん炉ろがどうかしちゃったのか？」

　と呟つぶやいた瞬しゆん間かん、

「（や、やばッ!?）」

　硬直する真次郎。

　もしかしてこいつら、アレを……ッ!?

「じゃ、じゃあ俺は、この『山菜』と『キノコ』を採れたて新鮮なうちに厨ちゆう房ぼうに持っていかなきゃなんでッ!!」

　真しん次じ郎ろうはソソクサとその場を離れようと、カゴの中から小柄な少女を引っこ抜くのだが、

「あっ、ど、どこさわってんのよへんたいっ！　えっ？　ちょ……ちょっと、まちなさいよぉッ！」

　真次郎に持ち上げられ足をぱたぱたさせていた茉愛まちかは、そのまま立ち去ろうとする首輪少年の腕をがしっと摑つかみ、

「まだあんたには用事があるのよっ？」

「も、もぉぉぉっ！　俺にはもうこんな所に用はなにもないんだよぉッ!?」

「ねえ、あんたは知らない？　あの暖だん炉ろの──」

「し、知らねえよ！　俺はなーんも知らないッ!!」

「……あ、怪あやしい……ッ！　ねえ牡ぼ丹たん！　しんじろうがあからさまに怪しいわよっ!?　あたしのセリフにすごい食い気ぎ味みにかぶせてきた！」

「おまかせください、茉愛さん」

　真次郎にカゴから引っ張り出された茉愛に頷うなずき、すっと前に出て来た《寮りよう長ちよう》は、

「少々、つかぬことをお聞きしますが……真次郎殿」

「な、なんだよ、牡丹」

　なによりこの影かげ森もり牡丹に首輪をはめられてしまった真次郎。

　彼は今や、牡丹が漂ただよわせる妖よう艶えんすぎる雰ふん囲い気きだけで『たじ……っ』とその場から半歩、後ずさってしまうのだが、

「そういえば真次郎殿は、最初、この寮りようへはどのように侵しん入にゆうされたのですか？」

「へッ!?　あ、あの、えっと、だなッ！」

　繰くり出された問いに、彼はあえぐようにしてフラッシュバック。

　──自然に囲まれた《清せい流りゆう学がく園えん》の敷しき地ち。その最さい奥おうにあると言っても過言ではない《アクア寮》は、ついこの間まで『廃はい寮』扱あつかいされていたという過去を持っていた。そして真次郎や森の動物達は、この《アクア寮》が封ふう鎖さされ無人であったのをいいことに、勝手に屋や根ね裏うらに巣を作って住み着いていて……。

　そのあたりをほじくり返されると、その度たびに真次郎の立場はさらにさらに弱くなっていく一方であり、

「う、うぐーっ！」

　と彼が助けを求めた先はもちろん、山菜採とりにも一いつ緒しよに来てくれた森の仲間達であるシベリアンハスキーのオーベロン、オウムのパック。……なのだが、二匹は今、白はく亜あからお水を飲ませてもらうのに一生懸けん命めいで、全然こっちを向いておらず、

「（おぉぉおおおいッ!!　ったく、こんな大事な時にッッ!!）」

　しかたなく、

「……な、なんで、だよっ！　そんなの、なんで知りてぇんだ!?」

　真しん次じ郎ろうは話題を逸そらそうと必死の抵抗。

「上かみ熊くま谷がやさん、説明を」

　だが牡ぼ丹たんは《アクア寮りよう》における《第二種リラクゼーション案件》、つまり寮生達がストレートに理解しているところの《ペット》たる少年のすっとぼけを軽くいなすように、壁かべ際ぎわの暖だん炉ろのあちこちをさすったり撫なでたりしているメイドルックの少女をうながした。

「は、はいっ、了解です……っ」

　途と端たんにぴくりと両肩と胸を震ふるわせたのは、この《アクア寮》ただ一人の《忍び》にして、腰こしに一本の小こ太刀だちを佩はく、ふっくらメイドの上熊谷凜りん。

「つい先日、非常に複雑な寮の造りに自分の部屋の場所が思い出せなくなり、この《玄関ホール》で一いつ緒しよに迷まい子ごになっていたという《奉仕活動委員》のえむちゃんと杏あん珠じゆちゃんからも報告があって、わたしも数日前から色々調べていたのですが……」

　かっちりとしたコルセット型のメイド服からふくよかな胸をこぼす少女は、恥ずかしそうに頰ほおを赤らめながら、

「風の流れや音の響き方、それから建物の構造上、どうやらこのあたりに……、……あ、あの、絶対に、笑わないでくださいね？　真次郎さん。……ええと、この辺りに《隠かくし部屋》と言いますか、もしくは《抜け穴》のようなものが存在する気がするんです」

「そ、そんなのあるわけないジャンっ！　気のせいじゃねっ!?　なにをそんな、しょうもないコトを、あ、あはははは……」

　またもやセリフに食い気ぎ味みになるくらいふっくらメイドに強く言い返してしまう真次郎。

　しかし、彼の視線はほんの一いつ瞬しゆん、ちらっとあらぬ方向へ流れており、

「暖炉の隅すみにあるドラゴンの飾りです、上熊谷さん」

「これですか？」

「ちょ、やめろぉ……っ！　そっちのそれはぁんッんッ!!」

　思わず駆かけ寄った真次郎の叫びが気持ち悪く歪ゆがんだのは、彼が止めようとするのにも拘かかわらず、凜が暖炉に装飾されていた小さなドラゴンの首を動かした瞬間だった。

　ガコンッ！　という駆く動どう音おんがしたかと思うと、暖炉を中心とした半径二メートルの空間が、あっという間に、

「あぎゅぅっ！」

　半回転。結構な遠心力をともないながらぐるりと壁の中の空間へズゴンと格かく納のうされてしまっからである。

　結果、それに巻き込まれた真次郎、そして暖炉の前にいた白はく亜あ、茉愛まちか、凜、牡丹の五人は狭せまくて薄暗い空間に、

「へぐぅぅっ」「ひゃぁん！」「狭いですね、真次郎殿」「ちょっともう、なによこれぇっ！」

　ギュウギュウ詰めにされていた。

　そして《おっぱい風紀委員》三みつ峰みね白はく亜あは、すこしだけびっくりしたように、なぜか自分の胸の前にある真しん次じ郎ろうへ向かって、

「これが真次郎の本当の望みだったの？」

「んなわけねぇだろ白亜ぁッ！　つぅか、ほんと邪じや魔まなのなおまえのおっぱい！　顔が……苦しいッ！」

「ちょ、ちょっと白亜!?　もうばかおっぱいはかわりなさいよその位置っ！　あんた、しんじろうをどうする気っ!?」

「やめろ茉愛まちかッ！　白亜をゆすったら俺が余よ計けいに白亜のに沈んでいくッ！　それよりも、おい、凜りん！　もう一回レバーをいじれッ！　これを早く元にもどせぇッ！　って、ちげえよ誰だここぞとばかりに俺のレバーに手を伸ばしてくるやつは！　それじゃなくてドラゴンのヤツだ！　だからやめろ牡ぼ丹たん！　もう目星はついてんだぞおまえなにやってんだッ!?　そのドラゴンを動かしたって元にはもう戻もどらねえぞッ!!」

「あ、ありました真次郎さんッ！　これですね！　えいっ！」

　グゴゴゴゴー

「せまくなってるわよしんじろうっ!!」

「うぐにゅあぁあッ！　それじゃねぇええッ！　そっちの青いのじゃなくて赤いドラゴンのやつだッ！　俺じゃぁ手が届かねぇ！　白亜！　そっち側がわにいるお前がなんとかしろ！　痛い痛いチガウ！　俺の手を伸ばそうとしないでお前がレバーを倒せってんだよ！　って、ああ待てッ！　そっちの黒いのじゃ……ッ！」

　ガコリッ！　という音と共に白亜が新たなレバーを作動させれば、すぐさまゴリゴリゴリ……と、岩と岩を擦こすり合わせるような音が響き「うおわぁッ！」「きゃっ！」「はぅん！」とバランスを崩くずす面々。

　なぜなら、またもや暖だん炉ろ裏うらの構造が変化し、小部屋が前回の半回転＋今回の半回転で玄関ホールに戻ると同時に、

「……ちょ、ちょっと、これって……」

　茉愛の目の前、暖だん炉ろの中にぽっかり出現していたのは、

「ど、どうくつ……っ!?　ちょっとしんじろう!?　これって、なんなの？」

「しかたねぇなぁ……。なあ、お嬢さん方。こっちは秘密で、おねがいするぜ……？」

　体勢を崩して床に伏ふし、おまけに白亜のおっぱいと牡丹の生なま足あしに絡からまれてしまっていた真次郎はなんとかそこから抜けだし、やれやれと立ち上がって暖炉へと歩み寄る。

　その頃になると、激しく動くゴシックな暖炉とそれに振ふり回される真次郎達の周囲に他の寮りよう生せいたちも集まり始め、玄関ホールはちょっとした騒ぎになり始めていた。

　真次郎はそんなオーディエンスを見回して、

「この《アクア寮》ってのは、かなり古いみたいでよ。それにほれ、ここはお嬢様高校の寮だから、こういう《隠かくし通路》みてぇな《仕し掛かけ》が結構あるみたいなんだよ。……まあ今のご時世、こんなモノを使うことなんかねーと思うけどよ、……まあ、作ったヤツの気はしれねーわな」

「真しん次じ郎ろう、欲望のままに動いた自分のことをそんなに言わなくても」

「ちげぇよ！　なんで俺がこの《仕掛け》を作ったみてぇになってんの!?　それだと俺の欲望がもの凄すご過ぎんだろぉッ!!　見ろ！　純真なみなさんがざわついていらっしゃるッ!!　違ちがうんだって！　俺が作ったんじゃなくて昔からあるんだよこの《抜け穴》はっ！」

「それで、この先はどこに繫つながっているのですか？　その、真次郎殿？」

「大丈夫か!?　俺の誤解はもう解けてるっ!?」

　真次郎はオーディエンスに精せい一いつ杯ぱいばれないよう、額ひたいに湧わいてしまった汗を拭ぬぐい、

「え、えーと、この《抜け穴》の先は……」

　思い出す。

「出口は二つあってだな、一つは森の中の《古ふる井い戸ど》。んで、もう一本は《下げ界かい》だ」

「げ、《げかい》っ!?」

　ホールに声を響かせたのは最年少の茉愛まちかだった。彼女はとっさに側そばにいた白はく亜あにむぎゅっと抱きついている。なおかつ、真次郎のセリフに怯おびえる素そ振ぶりを見せているのは亜あ麻ま色いろ髪の少女だけではなく、次第に、周囲の寮りよう生せい達もざわつき始め、

「ん……？　どうしたんだおまえら」

「この《抜け穴》が、《下界》に繫がっているというのは本当ですか？　真次郎殿」

　そんな茉愛や寮生を護まもるように、首輪の少年の前に進み出る《寮長》、影かげ森もり牡ぼ丹たん。

「まあ、本当っちゃあ、本当なんだが──」

　真次郎は頭を搔かいた。そういえばここのお嬢さん方は《清せい流りゆう学がく園えん》の校舎、そしてこの寮の往復が世界の全てという生活をずっと続けている、ある意味ツワモノ集団なのだ。

　そんな『鳥とり籠かごの住人』である彼女達にとって、真次郎が当たり前に暮らしていた《下界》は、こことは法則が違う、理解不可能な『異世界』と言ってもいいのかもしれない。

　現に、

「そ、そこからだれか……入ってこないでしょうね!?」

　白亜にくっついて怯えながらも強気という茉愛に対し、真次郎は、

「それなら大丈夫だと思うぞ？　《下界》方面のこれ、とんでもねえ所に繫がってるし」

「ですが、万が一ということもありますので……、念のため、安全を確かめておきましょう」

「いやいやいや牡丹、それには及ばねえって。俺、かなり一生懸けん命めい調べたんだぞ？　えーとだな、中はところどころじめじめしてて、食えそうなキノコとかは生えてなくてだな──」

「いえ、真次郎殿を疑うわけではありませんが、《寮長》として、寮の者が安全を確認するまでは」

「そ、そうかぁ？　んー、そうかぁ……」

『まあ、俺のようなモノがどんどんここから這はい出て来たりしたら、さすがにここの皆さんにゃあ怖こええわな』と、真しん次じ郎ろうが他人ひと事ごとのように考えていると、

「内部確認の責任者として上かみ熊くま谷がやさん。そのナビゲートとして真次郎殿、お願いいたします」

「まあそれは了解だが……、なんで俺と凜りんなんだ？」

「上熊谷さんはこの寮の安全を護まもる《忍び》。彼女には寮の代表として行ってもらわなければなりません」

「そーなのか？　まあ、牡ぼ丹たんが言うならそうなんだろうけどよ……、……つーか、おい凜！　俺達はさっきからおまえのコト話題にしてんのに、なんでそっちの『いつでものんびりグループ』のソファで日本茶片手にみかんを嗜たしなんでるんだ？」

「ふぇっ？　ど、どうされたんですか？」

「おまえ聞いてろよぉッッ!!　《忍び》のおまえと、この俺がだ！　この暖だん炉ろの中に行くんだって牡丹が言ってんだぞ！」

「ふぇあっ!?」

　膝ひざの上にみかんを置いていた凜はおたおたと立ち上がり、それからあわあわと暖炉の中の暗がりを改めてのぞき込みながら、

「あ、あの……本当に、わたしが、行くんですかっ!?」

「おまえ、《忍び》なんだろ？　自覚がないのか……？　って、ん？　凜、なんでおまえ、青い顔してカタカタ震ふるえはじめてんのッ!?　じゃあもう、ここに集まってるヤツらから適当に連れて行っちゃうぞ？　……って、静まれおまえら！　『ハイハイハイッ』じゃねえよ！　ハイキングじゃねえんだからな!?　《抜け穴》には《忍び》の凜が行くの！　ここは興味津しん々しんで入っていい場所じゃねえんだよ!?　苔こけでぬるっとするところとかあるし──」

「こ、苔でぬるっと……ッ!?　そ……そういえば、中はこんなに暗くてじめじめしていますし、奥からはひゅうひゅう変な音も……」

「は？　いや、待て凜。もしかしてお前、この洞どう窟くつ、怖こわいのか……？」

「そ、そんなっ！　こ……怖いはず、ないじゃないですかっ！」

　周囲の期待に満ちた視線にも反応したのだろう。

　ふっくら小こ太刀だちメイドはぴくんと背せ筋すじを伸ばし、

「《忍び》は寮りように住まう淑しゆく女じよ達の守護者！　ここにいるみなさんの安全は──」

　カキンッ！　と腰こしのリボンに添そえられたかの如ごとき黒塗りの小太刀を抜き放はなった忍びの少女は、ふわりと小さなメイドスカートをひるがえし、

「『ヰい露ろ刃は州す流』の《忍び》、上熊谷凜がお守りいたします！」

　キメるポーズと同時にたぷっと胸を揺ゆらす彼女の宣言に、集まって来ていた寮生たちは、ぱちぱちぱちと拍手。

「んじゃ、凜りん。その調子で頼むぞ？　俺はきちんと道案内すっから」

「は、はいっ！　お願いいたします！」

《風紀委員》である白はく亜あと、微び妙みような表情でそれらを眺ながめていた茉愛まちか。そして《寮りよう長ちよう》の牡ぼ丹たんとたくさんの寮生に見守られながら、真しん次じ郎ろうと《忍び》の凜は暖だん炉ろに出現した『抜け穴』内部へ足を踏み入れる。

「入り口は狭せめぇけど、中は立って歩けるから心配すんな？」

「ま、まってください真次郎さんっ！　まだわたし、こ、こころの準備が──」

「んじゃ、暖炉の扉、閉じるぞ？」

「ふぇっ？」

　真次郎が通路の一部に手を触れると、ごつんっごりごりごり……と音を立てて岩扉が閉まり、

「きゃぁあああッ!!　あ、開けてくださいっ！　暗いです！　怖こわいですぅぅ！（ちゃきんッ！　ずぱっ！　ずぱずぱっ！）」

「おおい小太刀を抜くな凜ッ!!　ま、まてぇ！　そんなに振ふり回したら、俺の服がずたずたにぃぃッ!?」

　凜のパニック抜ばつ刀とうに不意を突つかれ、そこからの連続スラッシュを避けるだけで精せい一いつ杯ぱいな真次郎は、一いつ瞬しゆんで半はん裸ら以上の男になっていた。しかも、そのままなおも岩がん壁ぺきに追い詰められ、

「落ち着けッ！　落ち着けって凜!!」

　それでもぎゅっと目をつぶったままの《忍び》の少女は、りんごの皮を剝むくように真次郎の衣服を切り裂さいてくる。そして、

「こ、こうなったらっ！」

　覚かく悟ごを決めた真次郎がとっさに白はく刃じんをかいくぐり、ふっくら忍びメイドを背後から羽は交がい締じめにした瞬間だった。

『今開けます！』

　ごりごりごり……ッと細い光をもたらし始める暖炉の岩扉。

「ま、まて！　今開けんなぁ……ッッ!?（出口に向かって片手を広げる真次郎）」

「……、…………なにを、なさっているのですか？　真次郎殿」

《寮長》影かげ森もり牡丹と《風紀委員》三みつ峰みね白亜、そしてまだ十歳の少女である大おお野の原はら茉愛と、その背後にいる大勢の寮生の目の前には、もちろん、

　涙なみだ目めでぐったり光の無い瞳ひとみをした凜を羽交い締めにしている半裸の少年が、映っていた。










　──つい先日まで、気の合う森の動物達と空の群むら雲くも、山の草花（ただし、食べても腹を壊こわさないもの）だけが友達だった浮ふ浪ろう少年、羽生はにゆう真次郎。

　彼はこのように、今や全ぜん寮りょう型一貫制女子校《清せい流りゆう学がく園えん》の敷しき地ち内にある《アクア寮》、その寮生達が心安らかに日々を過ごせるようにという名目の下に特別に存在を許された《第二種リラクゼーション案件》、つまりは、お嬢様達の愛玩動物ペツトであった。

　頑がん張ばれ真しん次じ郎ろう。負けるな、羽生はにゆう真次郎。

　男子ペツトを知らぬお嬢様達の気まぐれは、これでもまだまだ、序じよの口くちなのだから──










　　　　♡♥♡




　その日の夕ゆう刻こく。

「平常心です真次郎さん！　平常心を保ってくださいっっ!!」

「いいや俺じゃないッ！　それを保つのはおまえだ凜りん！　おおおおおッッ!!」

《鍛錬室トレーニングルーム》と銘めい打うたれ、各種の運動器具や広いスペースが確保された《アクア寮》の一室にて。

「つうかなんで俺、全然動けないのッ!?　さっきうなじにちくっとした瞬しゆん間かんからカラダが動かないんだけどッ！」

「これぞ忍法『地じ蔵ぞう針ばり』です！」

「えっ？　に、忍法ッ!?　（ちら……っ）うおおおお!?　首にぶっとい針……つうか釘くぎ!?　じゃないっ！　杭くいが刺ささっとるぅぅッ!!　なにこれなにこれめっちゃこええ！　なんでこれで俺は死んでないの!?　絶対だめだろこんなのぉぉぉッ!!」

　いろいろな所はふっくらしているのに、それをかっちりタイプのメイド服で包んだ上かみ熊くま谷がや凜が繰くり出す支配領域のど真ん中。真次郎は先ほどからとめどなく吹き出す汗にまみれていたのだが、ふっくら小こ太刀だちメイドはそれ以上に必死な様子で、

「だってわたし、このままじゃ、だめなんです……っ！」

「俺だってこのままじゃだめだろぉぉお……ッ!!」

　──《アクア寮りよう》の《忍び》、上かみ熊くま谷がや凜りんは《暖だん炉ろの抜け穴》で心しん神しん喪そう失しつ状態に陥おちいった後、《救護室》に運ばれ、そこで意識を回復させていた。

　目を覚ました凜はあわあわしながら、今まさに真しん次じ郎ろうに折せつ檻かんしようとしていた《寮りよう長ちよう》の牡ぼ丹たんに彼の無実を訴うつたえ、なんとか少年と和解したのだったが、根本的な問題はなんら解決していない。

　そこで、決死の覚かく悟ごで親友の白はく亜あに相談して、このような状況を作ってもらったのだが──

「結局、あの《暖炉の抜け穴》の調査も、延期になってしまいましたし……っ」

　ふっくらメイド少女の涙なみだ目めと頰ほおのピンクはより一層、その度合いを増し始める。凜はすがるように、黒塗りの鞘さやごと両手で小こ太刀だちを握にぎりしめながら、

「このままだと、わたしは寮のみなさんから《忍び》失格と判断されてしまいますっ！」

「そんなことはねぇから、とにかくこの針はりっつうか杭くいを抜けッ！　絶対こんなの身体からだに悪わりぃだろ!!」

「いいえ忍法『地じ蔵ぞう針』は、動物の中ちゆう枢すう神経に作用して肉体を固めてしまうだけです！」

「それがスゲぇ怖こええよッ！　つうかこれ、この前の忍法《かげしばり》と効果がかぶってんだろッ!?　おまえどんだけ人を動けなくする忍法が好きっつうか得意なんだよ!!」

「なのに『地蔵針』が刺ささってる真次郎さんはなんでちょっと動いてるんですか!?　やっぱり、あなたも忍びなんですかっ!?」

「そういうのはいいから早くしてぇっ！　お、俺は、おいしいおやつがあるっていうから、ここに来ただけなんだぁっ！」

「おいしいおやつならあそこにあります！」

「ぬぁぁぁッ！　オーベロン！　パック！　なんだ今日はおまえらばっかりずるいぞ！　俺の分も残しておけよぉッ!?」

　真次郎の視線の先。《鍛錬室トレーニングルーム》の休憩ラウンジには《風紀委員》三みつ峰みね白亜が、森の仲間達であるシベリアンハスキーのオーベロンとパックにおやつを与えているのだが、

「というか喰くってねえで先に俺を助けろぉぉぉ……ッ！」

　汗だくな首輪の少年の訴うつたえは、本日も体操服を内側から豊かに盛り上げている《おっぱ委員》に『モウチョット！　モウチョットシャガンデ！　ウワメヅカイデ！』とリクエストしているエロオウムと、静かに食事をするオーベロンの喉のどと頭を夢中で撫なでている白亜には届いていないご様子。

「くそっ！　た……頼む凜っ！　俺に悪いトコがあったらあやまる！　なんでもするからこの忍法を解いてくれ……！」

　自分がただ一つ自由に動かせる口。真次郎はこれだけでこの状況を切り抜けようとがんばるのだが、

「だめです！」

「なんでぇッ!?　お、俺はご覧らんの通り、お土産みやげの『綺き麗れいな小石』を差し出してるポーズのままなんだぞ！」

「し、真しん次じ郎ろうさんなんか、こ、こ、怖こわくありませんっ！」

「凜りんおちつけ！　まったく動けない相手になに言い出してんだ！　会話はキャッチボール！」

「わたし、全然平常心を保ててます！」

「わかった！　おまえは、落ち着いているッ！　だから、追加の杭くいを胸元から取り出してないでちゃんと説明しろっ！　もう足りてる！　『地じ蔵ぞう針ばり』は充分足りてるから！　ああーっ！」

「わたしは、この寮りようを守る者として苦にが手てなものがあったらだめなんです！　こ、こ、克こく服ふくします！　それはつまり、真次郎さん！　あ……あなたのことです！」

「いや！　おまえは俺の前に色々克服しなくちゃいけないものが他にあるよねっ!?　なにかを勘かん違ちがいしているよねッ!?」

　脳のう天てんに杭を追加された真次郎は必死に訴うつたえるが、

「そうなんです！　わたしはもう、ぱわーあっぷしたんです！　いいですか？　見ててください真次郎さん！」

「待て凜ッ！　落ち着け！　なにをそんなに焦あせってんだ!?　おい！　人の話を聞けっ！」

「白はく亜あちゃん！」

　上かみ熊くま谷がや凜は決死の表情で大親友とも呼べる寮生を呼ぶ。

　すると今日も今日とて身に着けるものに無む頓とん着ちやくな体操服姿すがたの白亜は、意外にすばやく凜と針で固定されたままの真次郎の元にやってきて、

「凜ちゃん、本当にいいの？」

「うん、構わないからやって白亜ちゃん！　わたし、平気だからっ！」

　両の瞳ひとみをぎゅっとつぶって答えるふっくら小こ太刀だちメイドの背後に回り込み、すぅっと息を吸いこんでから、

「わっ」

　白亜が凜の背中に両手をぽんと当てると、

「（びびくうぅううんっ！）ぅううっ！」

　身体からだをびくつかせながらも凜はぐっとそれを堪こらえ、

「……が、がまんしました！　どうですか真次郎さん、わたしはもう、前までの臆おく病びようなわたしじゃありませんっ！　『わっ！』て驚かされたってほら！　どんなもんです！」

「マジでやってんのかそれッ！　つうかおまえ一いつ瞬しゆん、白目を剝むいてたけどッ!?」

「わたしの度胸は今や、蠟ろうの翼つばさで天を舞ったイカロスにも匹ひつ敵てきするんじゃないでしょうか！」

「やばいぞ！　羽が溶けて地面に真まっ逆さかさまコースだ！」

「それが証しよう拠こに、わたしは真しん次じ郎ろうさんにだって強くなったんですから！　あれを見てください」

「……ん？　な、なんだ？　あそこに転がってる……解体された布団ふとんみたいなものは……」

　凜りんに示されたのは《鍛錬室トレーニングルーム》の一角。柔道場のようなスペースに、ぼろぼろになった人間大の塊かたまりが山積みになっている。

　真次郎がその光景を前に、目を白黒させながら『？』を頭に浮かべていると、凜の横に立っていた白はく亜あが動けないままの彼のすぐ隣となりにやってきて、そっと、

「あれは、十六体の真次郎人形」

「は……？　あのボロ山が真次郎人形だぁ？」

　あいかわらず夢見たままのような表情の《おっぱ委員》はこくりと頷うなずいて、

「だったもの」

　そのひと言で、真次郎の瞳ひとみの焦しよう点てんがガチンと結ばれた。

「ぅ……うぉおおおおッ!!　あ、あれッ!?　真次郎人形ぉぉぉおおッ！　ずたずたに切り裂さかれてんぞぉぉおお!?　や、やばいっ！　これは絶対にやべぇよぉぉっ！　うぐぐぅぅ動けないぃぃ！　あ、や、やめろ白亜ー！　針はりを深く刺さすなーッ！　おまえ忍びじゃないんだから勝手をするんじゃないぃぃィィィギギギコワレチャウヨー」

「だから、もう平気だと思います！」

「なにがよッ!?　おまえ凜ッ！　あれ、訓練中にずたずたに切っちゃったんだろ!?　そんなのまだまだダメだろお！　一体も無傷の真次郎人形がねぇッ！」

「ここにある（ぽんと真次郎の肩をたたく、頰ほおを僅わずかに染めている白亜）」

「俺は人形じゃないよっ!?」

「そうです！　男の人なんか、真次郎さんなんか、わたしもう、平気なんです！」

　上かみ熊くま谷がや凜はふんふんと鼻息も荒く、訓練で得た自信に充みち満ちた様子で、

「白亜ちゃんとの訓練のおかげで、こうして真次郎さんを目の前にしていても、ぜんぜん緊張してないんですからっ！」

「じゃあ凜ちゃん、次のステップ。攻こう守しゆ交代」

「……え、白亜ちゃん？　どうして真次郎さんを解放して、わたしをトレーニングマシーンの一つに固定しているの？　ねえ、白亜ちゃん……？」

「真次郎」

「お、おう？」

　次々と『地じ蔵ぞう針』を引き抜かれた真次郎が刺さっていた患かん部ぶを撫なでていると、

「凜ちゃんを、触ってあげて」

「「うえええええええッ!?」」

「これで凜ちゃんは『完かん璧ぺき』になるから」

「待て待て待てッ！　イヤだよだって凜りんもガクガク震ふるえてんじゃねえかよ！　だいいち、なんで白はく亜あはそんな専門家みたいな顔してんの!?　もうぜんぜん的まと外はずれだろこういうの！　わかりにくいけど白亜！　おまえが一番興奮してわけわかんなくなってないかッ!?」

「おねがいします、真しん次じ郎ろうさぁん……！　さわってくださいっ！　お願いです、わたしをさわってくださいっ！」

「やめろ凜！　あんまり大きな声をだすな！　わ……わかったよッ！　なあ白亜、本当に凜にさわって、いいんだな……？」

「真次郎が、望むままに」

「俺は望んでないんだよッ!?　ったく……。じゃ、じゃあ──」

「あ、ま、待ってくださいッ！」

　腹筋用のトレーニングマシーンに仰あお向むけで寝そべっていたふっくらメイドは瞳ひとみいっぱいに涙なみだを溜めて、

「で、できれば、目め隠かくしを……」

「え？　俺、そういうのしなくちゃなのっ？」

「いえっ！　真次郎さんがするんじゃなくて、わたしに、してくださいっ！」

「んん……ッ!?　どういう、ことだ!?　……ま、まあ、しかたない、見えてたら怖こわいものも、あるしな。段階を踏もうっ！　……このアイマスクを……、こうでいいのか？」
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　真しん次じ郎ろうは白はく亜あから渡されたアイマスクを腹筋台の上で動けない凜りんにせっせと装そう着ちやくさせると、

「あ、あ……っ！　ふあぁっ！」

「だから静かにしろ凜！　目め隠かくししてるだけだぞ！」

　やがて作業も完了。真次郎が一歩二歩と後ずさり、

「うおお……」

　その『コルセットメイド服を着用したふっくら少女が目隠しで固定されている』という光景に思わずうめきを漏もらしていると、

「じゃあ真次郎。最初はこれで」

「は？　ちょ……なんだこれ！　マジックハンド!?　意味あんのかよこれで触るのはッ！」

　言いながらも、ギコギコとマジックハンドを操あやつり、

「まあ、かまわねえけどよ……」

　その先端を、ふるふると震ふるえるふっくらメイドへと近づける。

「あと十センチ。……五センチ、三センチ……」

「カウントする必要あんのか白亜っ！」

「あ、あっぁあ……あっ！　真次郎さんっ！　真次郎さぁんッ！」

　そして、

「ゼロ」

　ギコッと、真次郎の操あやつるマジックハンドが凜のリボンを挟はさんだ瞬しゆん間かん、

「はぁあぅっん……っ！」

　かちゃん……と、《鍛錬室トレーニングルーム》の扉が開き、




「白亜さん、少々よろしいですか？」




「ぼ、牡ぼ丹たんッ!?」

　かくんっ、と身動きできない凜が気を失ったのと同時、《寮りよう長ちよう》影かげ森もり牡丹は、その浮ふ浪ろう少年羽生はにゆう真次郎が中心にある光景を、確かに目の前にして、

「真次郎殿……？」

「ち、ちがうッ！　これは、凜がどうしても、こうやって触ってってぇぇ……ッッ！」










　　　　♡♥♡




《アクア寮りよう》、《地下一階》。

「ついにやっちゃったよおおおお！！！」

　この《座ざ敷しき牢ろう》に放置され、もう何時間経たっているだろうか。

　真しん次じ郎ろうの体内時計では、もう深夜に近いハズである。

「誰かぁっ！　白はく亜あぁっ！　凜りんんっ！　茉愛まちかぁぁあ……。ぅあああ……」

　裸電球の寂さびしいオレンジに照らされた真次郎がすがっていたのは、太い樫かしの木で作られた格こう子し状の檻おりだった。床は硬い畳たたみ、壁は分厚い漆しつ喰くいで塗り固められたこの寒々しい空間は、もう誰がどう見ても《座敷牢》としか言えないつくりをしており、

「腹も減ったよぉぉ……」

　ずるずると真次郎はへこたれる。

　本当に今日は散さん々ざんな目にあっていた。

　彼が寮生達には秘密にしておこうと思っていた『虎とらの子』、《暖だん炉ろの抜け穴》が早々にバレてしまった上に、あの、上かみ熊くま谷がや凜である。

「うぐぅー……」

《鍛錬室トレーニングルーム》で牡ぼ丹たんに目もく撃げきされてしまった状況に言い訳が不可能であることは──百万歩譲ゆずって──納得するとしよう。

　きっと自分が《寮長》であっても、それは許し難がたい光景であったにちがいない。

「でもこりゃ幾らなんでもヒドイだろぉ!?」

　牢屋とは罪人が放ほうり込まれる場所である。この空間は真次郎にとって、自分とは一いつ切さい関わりがないというか、想定すらしていなかった場所だった。

「しっかし、こんな《地下》なんてこの寮にあったのかぁ？　しかも《座敷牢》って……」

　この寮にはまだまだ隠かくされた謎なぞがあるのかもしれない。真次郎の背せ筋すじにぶるりと寒気が走る。

　とにかく、この空間は不吉過ぎた。

「こんな場所で一晩過ごしたら人生観変わっちまうよッ！　くそ……ッ！　だれかぁあっ！」

　真次郎が一層声をあらげて、びくともしない樫かしの檻おりを揺ゆさぶったその時だった。




『そう騒がずに、真次郎殿』




「へッ!?　ど……どこにいるんだ？　この声は、牡ぼ丹たんだろっ!?」

　耳元と言っていいくらいのところから妖よう艶えんに響くのは、間ま違ちがいなくあの黒髪の寮長のもの。

　けれど真次郎の周囲、《座敷牢》の外にも人の気配など一切なく、

『いま、あなたの脳に、直接語りかけています』

「えええええッ!?」

『噓うそです。その首輪には通信機能がついています』

「は……ッ？　ど、どういうことだよ！」

　真しん次じ郎ろうは自分の首に巻かれたごついくせに妙みようにかわいらしい首輪を両手でガシガシひっぱりながら尋たずねるが、

『しかたなかったのです。こうでもしなければ他の寮りよう生せい達に示しがつきませんので』

「噓だろ牡ぼ丹たんッ！　この牢ろう屋や、作ったばっかりの新築みたいないい匂においがすんぞっ!?　材料の木材だってまだすげえ瑞みず々みずしいじゃねえかっ！　おまえ早くこれに誰かを……つうか、この俺を入れたかっただけだろっ!?」

『それは誤解です真次郎殿。わたくしは決して、私利私欲で真次郎殿をこのように扱あつかっているわけではないのです』

「声から興奮が伝わってきちゃってるぞ牡丹ッ！」

『……ふぅ。……真次郎殿？　あなたはまだ反省が足りていないようですね……』

「は……？　ど、どういうことだ？」

　真次郎が太い格こう子しにしがみつき、牡丹がいるであろう天てん井じよう方向を睨にらみ上げれば、

『その《座ざ敷しき牢》は、まだ一部の者しか知らない場所なのです。真次郎殿からきちんとした謝罪がなければ……』

「な、なんだよおい牡丹っ！　どうなるっつうんだよ！」

『このままですと、寮のみんなは姿すがたを見せなくなってしまった真次郎殿のことを、だんだん忘れていくと思うのです』

「ご、ごめんなさい……ッ！　ごめんなさい牡丹サンっ！」

『マイクの調子が悪いのでしょうか、よく聞こえないのですが』

「もうしわけありませんでしたぁっ！　だから早くここから出してください牡丹サン！　《寮長》様ッ！　もう……もうこんなことはしませんから！　以後、心を入れ替えますっ！　お願いです、お願いですからぁ……！」

『はぁ……はぁ、ぁ、はぁ……んっ』

「今度こそ聞こえたぞ牡丹ッ！　なんかおまえ、はぁはぁ言ってないか!?　やっぱ興奮してんだろこの状況にド変へん態たいがぁぁッ!!　つうか理り不ふ尽じんすぎんだろ!?　そもそもなんで俺が謝あやまらなきゃなんねぇんだッ!?」

　すると、こほんと小さく咳せき払ばらいした牡丹は、

『それだけ、真次郎殿には反省をしてもらいたかったのです』

「もうしてる……ッ！　俺もう反省しっぱなし……ッ!!」

『そして、反省した後に、真次郎殿には聞いて頂いただきたいことがあったのです』

「なに、をだ……？」

　怯おびえるような声を出す真しん次じ郎ろうに、牡ぼ丹たんは告つげる。

『上かみ熊くま谷がやさんはこの寮りようの《忍び》。彼女はいざとなったら男子である真次郎殿からも、この寮を守らなくてはならないと自みずからに使命を課しています。しかし、その真次郎殿が苦にが手てとあっては《忍び》のメンツというものが立たないのでしょう』

「メンツもなにも弱すぎるだろあの娘ムスメは！　一般人より若じやつ干かん弱めだぞ!?」

　囚とらわれの浮ふ浪ろう少年は、なおもきっと温かく豪ごう奢しやな部屋でくつろいでいるであろう牡丹に向かってわめくが、

『……真次郎殿、上熊谷さんが腰こしに差している小こ太刀だちがどういうものか、知っていますか？』

「かなり危険なシロモノだということは知っている！」

『あれは、『にっかり青あお江え』です』

「ニッカ……？　は？　なんだ、そりゃ」

『わたくしも詳くわしくは無いのですが、ウィキペディアによれば『にっかり青江』とは、かの豊とよ臣とみ秀ひで吉よしも手にしたといわれる名刀で、その値段は無代。つまり、値がつけられない程ほどの品だとか』

「まじでかッ!?」

『名の由来も洒落しやれています。なんでも、『にっかり笑う女の幽ゆう霊れい』を切り捨て、翌朝その場所に真まっ二ぷたつになった石いし灯どう籠ろうがあったという伝説が元になっているというのです』

「はぁ……、すんげえいわくのついたもの持ってんだな、あいつ……」

『それでは、これで通信を終わりにします』

「はぃいーッ!?　ま、待て待て待てって！　俺は今晩このままなのかッ!?　つうか凜りんの話題は今ので終しまいか!?」

『それでは、このまま真次郎殿はわたくしのピロートークに付き合っていただけますか？　……ちなみにわたくし、今、肌はだになにも着けていない状態なのですが』

「おやすみ牡丹！　あと、風邪かぜを引け！　寝冷えしろ！」

『それでは、おやすみなさい、真次郎殿』

　首輪通信はプツリとそこで途と絶だえてしまい、

「あれっ？　マジで!?　おい牡丹！　怒ったのか？　すまん！　ちょっと聞こえてねぇの!?　おーいッ！」

　いくら呼びかけても、ウンともスンとも応答せず。

「あぁーあ……」

　真次郎はそのままパタリと仰あお向むけになって、天てん井じようから下がる裸電球の薄オレンジと対面する。

「……オーベロン、鍵かぎとか咥くわえて来てくんねえかなぁ……。パックでもいいんだけど」

　ぐーるぐるぐると腹の虫もさっきからうるさいくらいに鳴いている。

「なにか、食いものが……」

『山菜ご飯』と『キノコ汁じる』はまだ残っているだろうか。

　自分も山で集めている最中から、結構楽しみにしていたのだが……と、真しん次じ郎ろうがごろりと体勢を変えた、その時。




　きぃっ




　と暗がりの奥からなにかが軋きしむ気配が生まれ、

「おっ!?　まじか!?　やっぱり持つべきモノは仲間達……」

　うつらうつらしていた真次郎はがばっと身を起こし、闇やみに目を凝こらす。

「……ん？」

　が、闇の中に浮かんでくるシルエットは彼の予想とは食い違ちがい、

「お、おいっ！　……まさか、凜りん……なのかッ!?」

「し、真次郎さん、こんばんわ……」

「こ、こんばんわ……っつうか、おまえ、牡丹の言う『一部の者』だったの……？」

　色々なところがふっくらしているのに、かっちりとしたメイドルックに大きな腰こしのリボン。裸電球に照らされる位置までやってきたのは、真次郎をこの《座ざ敷しき牢ろう》にぶち込む原因となった《忍び》の少女だった。

「わたしのせいで、すいませんっ」

「まあ、なんか、こっちも、すまん、というか……」

　あっけにとられたままの真次郎は、姿すがたを現してからずっとうつむいたままの凜りんに、

「なんだ？　謝あやまりに来たのか？」

「……は、はい」

「なあ、ならさ。ここの鍵かぎ、あけてくれよ」

　真次郎はしれっと持ちかける。彼はごっちごちに頑がん丈じようきわまりない黒々とした《座敷牢》の錠じよう前まえを指さしながらふっくらメイドをさらに手招きするのだ。が、

「そ、そんな、だめです！　し、真次郎さんは変へん態たいさんなんですから、ここから出たらまた変なことするに決まってますっ！」

「だ……誰に吹き込まれたんだ俺が変態だって！　違ちがうだろっ!?　俺はお前に協力しようとしただけで──」

　その時ぴくりと、真次郎の左ひだり眉まゆが上がり、

「あー……なるほど……まあ、そうだよなぁ……」

　彼は『いかにも残念！』といううなり声を上げ、ちらりと横目で凜りんを見ながら、

「はいはいはい……いくら《忍び》の凜でも……？　こういう複雑そうなのはねぇ。『かげしばり』とか『地じ蔵ぞう針ばり』ならお得意……だそうですけど？　まあ、無理なもんは誰にでもあるよ気にすんな……？　しょうがねぇよなぁ、……そういう、イ　イ　ワ　ケ　も」

「い、いいわけなんかじゃないですっ！　だって、もし、そんな勝手なコトをしたら──」

「いやいやいやだから無理すんなって。いくら《忍び》でも無理なもんは無理って言っていいんだぞ？」

「そんな、《忍び》を、ばかにしないでください……っ」

「ん？　じゃあやってみろよ。この錠じよう前まえが開けられたら俺は凜りんのこと、認めてやるよ」

「こ、こんなの、ちょちょいのちょいなんですからっ！」

　ほっぺを膨ふくらませた上かみ熊くま谷がや凜は、ふくよかな胸元から数本の針金を取り出すと、真しん次じ郎ろうを閉じ込める牢ろうの錠前へそれを差し込み、かちゃかちゃかちゃ……かちゃん！　といい音を響かせ、

「あ……っ」

「どうした？　失敗か??」

「あ、開き……ました……ッ!!　見ましたか!?　ほら、見てください真次郎さんッ！　いま、わたし……ッ！　……え、本当に……っ??」

「なんでおまえが一番びびってんだよっ！」

　見事、大きな錠前は凜の手の中で開放されていた。

　そして錠前が無くなったおかげで、牢を固く閉ざしていた扉もカチャンと内側より真次郎によって開け放はなたれ、

「って、なんで出て来ちゃうんですか真次郎さんッ！　そんなの、き、聞いてません！」

「しーっ！　大きい声をだすな！」

「はぅっ？」

　とっさに真次郎によって口を押さえられ、ふっくら小こ太刀だちメイドは目を白黒させ、

「しかし、やるじゃんか凜！」

「え、えへへ……」

　首輪の少年の賞賛にもじもじ、頰ほおをピンク色に染めて照れている。

「うえええ……しかし、牡ぼ丹たんも趣味がいいぜ……」

　端たん麗れいな装飾が随ずい所しよに施ほどこされたこの『座ざ敷しき牢ろう』に刻こく印いんされている紋もん様ようは《寮りよう長ちよう》影かげ森もり牡丹の家紋なのだろうか。真次郎は肩のコリをゴリゴリとほぐしながら、

「ふぅ。なあ凜。なんか、食うモノもってないか？」

「あ、あの、えっと、今は携帯用の兵ひよう糧ろう丸がんくらいしか……」

「ん、ちっちぇえな」

　凜が再び胸元から取り出した黒いあめ玉のようなものを真次郎はひょいぱくと口にしてしまい、

「あ、あっ……それは、わたしが、作った──」

「でも、甘くてうまいな。ん？　どうした？」

「な、なんでもないです……」

「いかん、今ので寝た子が起きた」

　確かに真しん次じ郎ろうのお腹は再びぐるぐると空腹を訴うつたえ始めている。

「あ、あの……」

「ん？　どうした凜りん」

　取り戻もどした自由に身体からだを馴な染じませるように首や肩を回していた真次郎に、凜は、

「ちゅ、《厨ちゆう房ぼう》になら、まだ、なにかあるかもしれませんっ」

「なるほど、さんきゅー」

　そして《座ざ敷しき牢ろう》からまんまと抜け出した首輪の少年はスタスタと《地下一階》からも出ていこうと歩き出す。

「ま、待ってください真次郎さんっ！」

「んー？　おお！　こっちか？」

「み……みつかったら大変なことになっちゃいますよっ!?　食べ物は、わたしがお部屋に持って行きますからっ！」

「いやぁ、そんなの悪いって」

　いくら凜が真次郎の裾すそを引っ張っても、彼はウロウロと階段を上って寮りようの一階に戻もどってしまい、やがて、

「おお、ここもすっかり良くなってんなー」

　電灯のスイッチを付けて回り、ついに《厨房》まで辿たどり着いてしまう。

　そして周囲のぴかぴかに磨かれた鍋なべやコンロを眺ながめつつ、腹ぺこの彼はなにか食べられるものを探さがすのだが、

「っつか、クラッカーのカケラすらねーじゃねーか。どんだけ綺き麗れい好きなんだ……？」

「夕食は七時には終わっていますし……」

　凜はイイワケするようにあわあわと真次郎の後をついて回りながら、

「し、真次郎さん、そろそろ戻もどりませんか？　牡ぼ丹たんちゃんや白はく亜あちゃんに見つかったら、きっと怒られちゃいますからっ！」

「まあまあ少しだけだから、な？　心配すんな凜。……お、ここは？」

　そしてお腹と背中がくっつきそうな野生児が足を止めたのは、白く大きな扉の前。

　小さなトラックならそのまま入っていけそうなくらいある密閉ドアは、丈夫そうなレバーによってガッチリ固定されていて、

「冷凍庫、というか、《冷凍室》……みたいですね」

「こん中なら、なんかあるだろ」

　真次郎はためらいなく分厚いドアをスライドさせ、冷気の白はく煙えんを漏もらす広い《冷凍室》の中へと、

「ふおっ！　さっそく美味うまそうなもんが！　でかいハムとかあんじゃんっ！」

「うう、さ、寒いですっ。やめましょう真しん次じ郎ろうさんっ！　風邪かぜ引いちゃいますっ！」

「うおおすげえ！　こっちにはこんなでかいチーズが！」

　が、今の真次郎にその声は届いていないようだった。彼はまるでお宝がいっぱいの洞どう窟くつを発見したアリババのように奥へ奥へと進んでしまう。そして、

「ちょっと真次郎さん！　なんでこんなに暗くて寒くても大丈夫なんですかっ!?　ま、まってください真次郎さん！　……きゃっ！」

　薄暗い《冷凍室》の中、凜りんが急いで遠く離れてしまった真次郎を追いかけようとしたときだった。

「はぅぅ……（がちゃんっ）」

　躓つまずいてしまったふっくら小こ太刀だちメイドが思わず摑つかまったのは、天てん井じようから垂れ下がっていた一本のロープ。それを引っ張った途と端たん、ごうんごうんごうん……！

「ん？　なんの音だ？」

　そして振ふり向いた真次郎が見た光景。それは、

「うおおおっ!?　待て！　扉が閉まってんぞッ!?」

「ふぇ、ぇぇえ……？」

　思わず走る真次郎。だがあと一歩、及ばず、

「また、これかぁあっ!?」

　ゴウン……ッ！　ぷしゅぅぅガコンッ！

「ぁぁあああ[image: ～][image: ～]っ!!」

　ウィーン……キシュッと冷凍室の分厚い扉の自動ロックが閉まり切り、周囲は凍るような静せい寂じやくに包まれる。

「なにを、……なにをしたんだ凜ッ！」

「あ、あの、これ、紐ひもみたいなモノをひっぱっちゃって……」

「って、あぁあああッ！　それ……ちぎれて地面に落ちてんぞッ!?　おおおいッ！　ここを、あけてくれーッ！」

　どんどんと真次郎は両手の拳こぶしで扉を叩くが、その感触が語ってくるのはその分厚さだけ。向こう側にその衝しよう撃げきも音も抜けている気配は全まつたくなくて、

「くそッ！　びくともしねぇぞコレッ!!」

「ま、まさか、また閉じ込められたんですか!?」

「いや、あん時は……暖だん炉ろの時は外にみんながいたけど、今は深夜だぞ!?」

「だ、大丈夫です真次郎さんっ！」

　慌あわてたように扉の内側、真次郎の隣となりに駆かけ寄った《忍び》、上かみ熊くま谷がや凜は、

「聞いてください。真しん次じ郎ろうさんのその首輪には、実は発信器がついているんです!!」

「マジでかッ!?　そんなのなんかヤだけど、今はでかしたッ！　牡ぼ丹たんの野郎は後でぜったいぶっとばす!!　よし！　凜りん！　頼んだぞ!!」

「はいっ！　見ててください？　この専用端たん末まつで（胸元から取り出し）ばっちりなんですっ」

「よっしゃああああッ！　……お、おおおッ！　すげえ！　俺がこの《冷凍室》にいるのがマップ表示でばしっとわかるじゃん！　なるほど！　これと同じモノを牡丹が持ってんなら、すぐに救助を呼べるじゃねえかッ！」

「はいっ！　えへへ……実はこれ、特別に牡丹ちゃんから借りて来たんですよ？　わたし、お手て柄がらですね！」

「そうだな！　ふぅ……ちょっと汗搔かいたぜ。ハラハラさせるぜまったくよぉ……！　って、ん？　どうした凜ッ！　突とつ然ぜん膝ひざから砕くだけて尻しり餅もちついてっけど、どうかしたのかッ!?」

「ぁ、ぁぁぁ……あ、ぁあ……」

「……お、おい……まさかとは思うが……待て、ちがうよな？　その端末、それ一台しかないのを、借りて来ちゃったんじゃないよな？」

「ぁぁぁぁぁぁ」

　凜の瞳ひとみからはもはや光が消え、ただただガクガクと震ふるえるばかりだった。

「おおおおおおおいいいぃぃぃぃいいッ!!　マジでそれしかねえのッ!?　なのにそれがここにあっちゃだめじゃん！　あっちゃだめじゃんよぉぉおおおッ!!」

「もうだめですぅ[image: ～][image: ～]っ！」

「……い、いやまて！　この……この首輪だけどなッ!?」

　真次郎は縋すがり付くように首元の革製品を引っ摑つかみ、

「さっきここから牡丹の声がしたんだよ！　おい！　起きろ牡ぼ丹たん！　大変なことになってんぞッ!!　おーいっ！　もしもーし！」

　叫び、呼び続けるのだが、そんな彼にふっくら小こ太刀だちメイドはおずおずと、

「あの、それ、通話の呼びかけは、向こうからの一方通行らしいです……」

「なんだそりゃあぁ……ッ！」

　ばたーん！　と背後にひっくり返る真次郎。しかし、

「んッ!?　い、いや！　まだだ！　まだ望みはあるッ！」

　一いつ瞬しゆんで場を支配した絶望の気配を払ふつ拭しよくするように首輪の少年は片手を振ふり上げ、

「オーベロンだ！　オーベロンなら気付いてくれるはずだ！　この、……『犬いぬ笛ぶえ』で！」

「す、すごいですっ！」

　勢いよく立ち上がった真次郎が掲かかげているのは木製の小さな笛。頼もしい森の仲間達の連れん携けいふっくら小太刀メイドのほっぺにも血の色が戻もどり始める。

「これで呼べば、すぐにでも駆かけつけてみんなを起こしてくれるに違ちがいねぇッ！　いくぞ？　『……ッ──ッ……ッッ！』」

　真しん次じ郎ろうが吹き鳴らす笛から響き渡る可か聴ちよう域いきを超えた音波。すると、すぐさま「ふぉーんっ！」という雄お叫たけびが、

「オーベロンッ!?」

　彼の足あし下もとから。

「って、なんでオーベロンここにいるんだよおぉぉぉおおおッ……ッッッ!!　だめじゃんかぁぁッ！　扉の向こうにいてくれなきゃぁあだめじゃんかぁ……！」

　白い息をハッハ吐はいてしっぽを振ふるベリアンハスキーの隣となりに、真次郎の身体からだが崩くずれ落ちた。










　　　　♡♥♡




「うぅぶぶぶぶぶぶさぶいぃぃいい！　さびいよぉぉおお！」

「このままじゃ、凍って死んじゃいますぅぅうう！」

　深夜の《アクア寮りよう》。《冷凍室》の片かた隅すみで、真次郎と凜りんは壁を背に隣となり合い、身を丸めてガタガタと震ふるえていた。

「んぐうぅ……っ」

「ひあぁああ……」

　二人の吐はき出す息は盛大に白く、ついには水蒸気で前髪が凍り始めているのだが、未いまだ、ここから脱出する方法や可能性がまったく見いだせないこの現状で、

「わたしのドジで……またこんな……また、こんなことに……っ！　ふぐぅっ、ぅ、ぅうう………わたし、もう本当に《忍び》失格ですぅぅっ！」

「な、泣くな凜っ！　泣けば涙まで凍っちまうぞ!!　ほれ、オーベロン！　凜に寄り添そってやれっ！　おまえ、ちょっとは役に立てよ!?」

　シベリアンハスキーのオーベロンは夜中に突然お腹がものすごく減ってしまい、ふらふら寮内を徘はい徊かいしていたら、なんだかいい匂においがしてきて、気付いたらここにいたというのだ。「まったくケダモノはこれだから！」と真しん次じ郎ろうが呆あきれながら銀毛の洋犬を眺ながめていると、

「あ、ありがとうオーベロンさん……。ぅ、ぐ、ぐすっ、う、うえぇええ……っ」

　それに抱きついてめそめそしっぱなしの凜りん。このまま放ほって置くわけにもいかず、真次郎は、

「ったく、凜？　おまえは《忍び》なんだろっ？　失格だろうがなんだろうが、本当に忍びなら、忍法とかでどうにかならねぇのか？」

「に、にんポウ……です、か……っ？」

「おい、なんでハトが豆まめ鉄でつ砲ぽうを食らったみたいな顔してんの!?　あ、あれ？　あなた《忍び》の一族なんですよねぇっ!?」

「は……はいっ！　にんぽうっ！　忍ニン法ポウですねっ!?　はい、はい！　知ってます！　そうです！　忍法で、なんとかできるかもしれませんっ!!」

「頼む！　やってくれぇ！」

　真次郎は色々と突つっ込みたい衝しよう動どうをぐっと堪こらえ、奮ふるい立つように身を起こした上かみ熊くま谷がや凜に願いを託たくす。だってもう藁わらにだってすがりたい過か酷こくな状況、このままではジリ貧なのだ！

「むぅぅん！　うんっ！　うん……っ！」

　しかし、上熊谷凜は、両手の指を絡からめ複雑な印いんを組もうとするのだが、

「さ、寒くて、チャクラが練ねれませぇぇんっ！」

「そうなのかっ!?　なら、……ほれ、俺の上着、貸してやるから頑がん張ばれ！」

「で、でもっ！　それだと真次郎さんが……！」

「俺のコトはいいから、今はおまえがやれ！　もう俺達にはそれしかないんだぞ!?　……は？　な、なんだよ、まだなにか言いたいコトあるなら、ちゃんと言え。……なになに？　『お腹が空いちゃいました』ぁ？　よ、よし、なにか食うもんがあったら忍法使えるんだな？　だったらここは冷凍室だッ！」

　上着を凜に預けた真次郎はそのまま《冷凍室》の奥、積まれた段ボールをかき分けるようにして、

「チョコレートがあったぞッ!?」

　おそらくはデザートのために購入されたのであろう『業務用』と書かれた茶色い巨大な塊かたまりを抱かかえて凜の元に帰ってくる。

「はむはむはむ……。えへへ、おいしいですぅ」

「どうだ？　これでなんとかなりそうか？　……そうか、よかったッ！　もう凜の忍法だけが頼りなんだぞっ!?　……は？　え？　どうした凜！　……こんどはのどに詰まったぁッ!?　それ食ってんのチョコだぞ!?　どんだけ焦あせってんだよおまえッ！　と、とにかく飲み物か!?　だよなっ!?　ええと、……あ、あった！　ジュースかこれ？　飲め！　と、とにかく飲みこめっ！」

「ごくごくごく……」

　凜りんは真しん次じ郎ろうに渡されたビンの中身をごっくごくと飲み干し、頰ほおを赤らめて、

「ぷはぁ～っ。ふぅ、はぁ……。すいません真次郎さん。……あ、でも、なんか、身体からだがぽかぽかあったまってきました。なんだかぁ、い、いけひょうなきがひまひゅぅぅ！」

「……ん？　あ、あれっ？　どうした凜。なんかおまえ、変じゃないか……？　って、は？　うぉおおッ!?　凜が飲んだこれ、調理酒かッ!?　ウオッカって書いてあんぞッ!?　これ、一気飲みはやべぇだろッ!!」

「ひんじろーひゃーん」

「からんでくるなぁッ！」

　ぱぅうと顔を上気させ、ふにゃふにゃと瞳ひとみを潤うるませたふっくら小こ太刀だちメイドは、まるでお気に入りの抱き枕まくらに身を寄せるように惜おしげもなく真次郎へ全身を押し当て始め、

「うおッ！　や、やめろ凜ッ！　俺にしがみつくんじゃねえよっ！　くそっ！　白はく亜あの印象が強いから気にしてなかったが、こいつはこいつでなんておっぱいしてやがんだ……ッ！」

「う、うぅうっ、わたひはやっぱり、《忍び》として、おちこぼれなんでひゅぅっ！　う、ううぐぅっ！」

「お、おい泣くなってば！　ここで泣くとマジで目の玉まで凍っちまうんだって！　それにおまえはおちこぼれなんかじゃね！　俺はこんなにも頼りにしてんだぞっ!?」

　真次郎はどうにかふっくら小こ太刀だちメイドを引きはがすコトに成功するのだが、

「こうなったらひんじろうひゃん！　お互いを……お互いを、温め合いまひょうっ!!」

「温め合うとかじゃなくて、ここから出ることを考えろぉぉぉお!!　こ、こらぁっ!!　脱ぐな酔っぱらいッ!!」

「酔ってないでひゅ！　酔ってなんかないでひゅー！　んーんーんー！」

「うぉおおおっ!!」

　それは、メイド服の紐ひもやボタンを凜が解ほどいていく端はしから真次郎が閉めていくという離れ業わざ。

「余よ計けいなコトすんな凜っ！　くそっ！　どうすりゃいいんだコレッ！」

　幼子が父親に抱っこされ安心しきったように、ぐでっと寄りかかってくる凜を抱かかえた真次郎は、改めて《冷凍室》を見回し、

「オーベロン、凜をちょっとだけ任まかせたぞ？」

　元来寒さにめっぽう強いシベリアンハスキーにふっくらメイドを預け、真次郎は作業を開始する。




「……ふぁぁ、真次郎さん……？」




　そして上かみ熊くま谷がや凜は、奇き妙みような温かさに目を覚ます。

　吐はき出す息がさっきより白くないし、なにより身体からだが震ふるえを止めている。

「あ……」

　見回せば、だんだんわかってくる。

「これは、段ボールと、発はつ泡ぽうスチロール……？」

「ん？　まだ酔ってるか？　もうちょっとそのまま休んでろ」

　真しん次じ郎ろうが《冷凍室》に貯蔵してある食材の梱こん包ぽう材ざいをかき集めて造った避難小屋は、二人と一匹が入ればぎゅうぎゅうの簡易テントと言ったところだが、それでも充分寒さを凌しのげている。

「……真次郎さんは、すごいですね。《忍び》でもないのに……」

　凜りんのつぶやきに、真次郎は「んあー」とにごった返事で首輪と首くび筋すじの隙すき間まを指で搔かきながら、どうやって埋めてやろうかと考えるように自分が作った避難小屋、天てん井じようの隙間を眺ながめている。

「それに引き替え……」

　一方凜は、目を覚ます前からずっと寄り添そってくれているオーベロンの首を抱き、

「わたしは、やっぱり《忍び》のおちこぼれなんです」

　ずるずると鼻をすすった。

「きっと、だれもわたしに期待なんてしてないし、修行中も、いつも怒られてばかりで……」

「そうなぁ」

　シベリアンハスキーを挟はさんで隣となりに座っていた首輪の少年が息と共に漏もらした言葉に、凜はぴくんと彼に視線を向け、

「や、やっぱり、そう思いますよね。真次郎さんも……」

「んはは。まあ、いいんじゃね？　おちこぼれ同士っつうことで」

「……え？」

　真次郎は首を傾け、照れ笑い──というよりも、ずっと遠くでしでかしてきたイタズラの内容を思い出し、我ながら苦笑してしまうかのように口の端はしを歪ゆがめ、

「んー。……ほれ、前に俺、家出してるっつったろ？　なんつうかさ、俺、逃げ出したんだよ」

「もしかして、ぬ、抜け忍にんですか!?」

「まあ、そんなもんかな」

　真次郎がうははと首くび筋すじを搔かいて、冷凍室の片かた隅すみから失敬して頰ほお張ばっていたビーフジャーキーを囓かじりだす。

「た、大変です！　抜け忍はよくないです！　里からの制せい裁さいがあります！」

　焦あせったようにふっくらメイドは真次郎に言い募つのるのだが、

「ま、それは置いといてだ」

　首輪の少年は干し肉の破片を膝ひざの上から払い落とし、

「凜、おまえは『自分はおちこぼれだ』とか、『誰も期待してない』だの言ってっけどな？」

　あぐらの上に頰杖づえをついて、ふっくらメイドの腰こしを指さす。

「そのおまえの小こ太刀だち、たしか『にっかり青──」

「ちがいますぅ！」

　ふっくらメイドはびびくんッ！　と青い顔で慌あわてふためいていた。いつもおどおどしがちな彼女は、さらにそのびくびくにがくがくの表情で、

「こ、これは『にっかり青あお江え』なんて名前じゃありません！　この子は『ぴょんぴょん丸』！　『ぴょんぴょん丸』なんです！」

「ぴょ……ぴょんぴょん丸ゥッ!?」

　凜りんは黒塗りの鞘さやごと腰こしの得え物ものを抜き取り、ぎゅうっと両腕で握にぎりしめながら、しゃりぃんと、

「おばけなんていません！　『ぴょんぴょん丸』は絶対におばけなんて切ってません……ッ!!」

「わ、わかった！　それは絶対に『ぴょんぴょん丸』だからしまえ！　『ぴょんぴょん丸』を納のう刀とうしろぉぉッ！」

　真しん次じ郎ろうは冷たすぎる刃を眉み間けんの直上で真剣白しら刃は取どりした『ぴょんぴょん丸』をゆっくりと凜へと戻もどし、ふぅっと呼吸を整え、

「……で、俺が言いたいのはそういうことじゃなくてだな。その『にっ……ぴょんぴょん丸』……な？　どうもすげえ名刀らしいじゃねえか」

「そ、そうなんですか……？」

「（俺も実際には牡ぼ丹たんの受け売りなんだけどな、ははは……）」と真次郎は胸の中でこぼし、それから、肌はだ身み離さず帯刀している黒塗りの小太刀をまるで今受け取ったプレゼントのようにふるふると両手の中に見つめている凜へ、

「ああ。それをおまえは、託たくされんだ」

「たく……されたって、この、わたしが……っ？」

　凜は突とつ然ぜん、その磨かれた金属の塊かたまりの重さに耐えかねたように腰を引いてしまう。

「そうなんじゃねーのかな。つうかさ、信頼とかしてない相手とか、全然期待してないやつに、そういう大切なものを預けるとか普通しないと思うぞ？」

「しないん、……ですか？」

「ん。俺なら、しないなぁ」

　真次郎は両腕を組んで考え込み、

「叱しかったり、怒ったりすんのは、そいつに期待してるからなんじゃねえか？」

　うむうむと頷うなずいてから、じっくりと《忍び》の少女の胸に抱かれた小太刀を見つめ、

「見込みがねぇヤツとかやる気がねえヤツは、基本、放ほっておこうってなるだろ」

　凜の呼吸が静かに止まった。それでも、やがて、

「……わたし、『ぴょんぴょん丸』はこんな幽ゆう霊れいを切ったとか変な刀だから、押し付けられたんだとばっかり……って、わ、笑わないでください真次郎さんっ！」

『けひひひ』としか表現できないような声を漏もらした真次郎を凜はびしびしと叩たたき、それからふぅっと息をついて、

「……でも、今さらわたしが忍者の修しゆ行ぎようをしたり、忍法の勉強なんかしても、どうせ──」

「おいおい凜りんさんよぉ、ここは学校なんだろ？　学べばいいじゃねえか」

　くんっと震ふるえる、凜の肩。

「おまえらはいっぱい失敗するために、ここにいるんだろ？」

「真しん次じ郎ろう、さん……」

　首輪の浮ふ浪ろう少年に笑われてしまってショックを受け続けているのか、ずっとうつむいたままの凜の呼吸は乱れがちになっていたし、急に咳せき込むようにずずっと鼻をすすって、

「あ、ありがとうございます……。わたし、勇気が、出て来ました！」

「……ん？　ああ、そう……？」

　ビーフジャーキーの続きをオーベロンと分けっこしてムシャムシャしていた真次郎は、突然気配を変えて来た凜に戸と惑まどいながらもコクコクと頷うなずき、

「真次郎さん、あの……今度一いつ緒しよに、」

　言い出すふっくら小こ太刀だちメイドに顔を上げれば、

「いっしょに、《暖だん炉ろの抜け穴》、調べてくださいね……？」

「もちろんいいぜ。ああ、でも今度は腰こしを抜かすなよ？」

「も、もうそんな情けないこと、しませんっ！」

「言ってくれるっ」

　そう苦笑し、凜に残りの干し肉を放ほうり投げる。

　そして、ビーフジャーキーのカケラを受け取り、それを口にしたふっくら小こ太刀だちメイドは、

「なんだかわたし、チャクラが湧わいてきました!!」

「マジでかっ!?　よし、じゃあついに、ここから出られるってわけかッ!?　頼む、やってくれッ！」

「任まかせてくださいっ！　もう真次郎さんに寒い思いはさせません！」

　真次郎の造った簡易テントの中で立ち上がった凜は瞳ひとみを閉じ、すぅっと呼吸を整える。

　それを見ていた浮ふ浪ろう少年にも、凜の中でなにかが動いたような気がした。

　静まる呼吸。ふっと瞳ひとみを開け、ふっくら小太刀メイドがばっばばばっと胸の前で目に見えぬ程すばやく印いんを結ぶと、




「波ぁっ！」




　次の瞬しゆん間かん、彼女を中心に風が巻き起こり、発はつ泡ぽうスチロールと段ボールの小屋が吹き飛び、

「忍法、『れっぷうまさつ』です！　これであったかくなりますよ真次郎さんっ!!」

　ついでに真次郎の服も大半が吹き飛んでいた。

「おおおいいぃなにやってんだちがうちがうッ！　俺が使って貰もらいたかった忍法はここから抜け出す忍法ッ！　ここで快適に過ごす忍法じゃねえよ!!　あ、でもこれ……あったけえっ！」

「こうですか？　真しん次じ郎ろうさん、こうするとあったかいですかっ？」

　そして凜りんは胸の谷間から取り出した手ぬぐいを使い、猛もう烈れつな勢いで半はん裸らの真次郎の身体からだの至る所を摩ま擦さつし始めているのだ。

「そうそう！　そこ、もっとこすって！　ありがたい！　すごくありがたいぃぃいッ！　もっと！　もっとこすってーっ！」

　それはまるで、秘境の温泉にでも浸つかっているかのような心地ここちよさ。

　真次郎が思わず「ほぉぉぉお……ぉぅ……」と恍こう惚こつの声を上げていると、

「……んッ？　なんだオーベロン、いますげえいいところなんだぞ？　……は？　俺の後ろに……？」

　真次郎は凜に磨かれながら、首だけで背後を振ふり向けば、
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「あ、牡ぼ丹たん……？」

　そこに、啞あ然ぜんとしながらたたずんでいたのは、《寮りよう長ちよう》影かげ森もり牡丹と、捜そう索さく隊とおぼしき寮生達。

「おぉッ!?　牡丹！　なんでここがわかったんだッ!?　へ……？　『犬いぬ笛ぶえ』が聞こえたぁあッ!?　そんで助けに来てくれたのか!?　本当に牡丹、おまえっていいやつだよ！　よし、これでもう──……って、え？　なんで手て錠じよう？　……を、柱に？　これじゃ、俺がここから出られないよね？　え？　えっ!?　待てって！　違ちがうよッ!?　これは凜りんの忍法であってそういうのじゃないんだって！　誤解だよッ！　俺も一いつ緒しよに出してくれよぉッ！　ぁあ凜ッ！　助けてくれ！　そうじゃない！　ばいばいじゃない！　おまえ実はまだ酔ってんだろ！　違うんだ牡ぼ丹たん！　これは忍法『れっぷうまさつ』だからぁぁぁッ！（……ガチャーンッ!!）」
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[image: 第４話　《風紀委員》三峰白亜のときめきペットライフ]










　　　　♡♥♡




　──選ばれし次代の淑しゆく女じよ候補生達が集つどう《アクア寮りよう》、二階の廊下に、

「こらぁっ！　まちなさいしんじろうっ！」

　美び麗れいで巨大な壺つぼがぶおんッ！　と投げ飛ばされ、走って逃げ惑まどう真しん次じ郎ろうの足あし下もとに、どがしゃあんっと砕くだけ散り、

「あ、あぶねぇだろ茉愛まちかぁッ！」

「よけるなへんたいぃぃッ！」

　舞い散るその破片をモノともせず亜あ麻ま色いろのツインテをなびかせながら首輪の少年を追いかけるのは、寮生の一人である大おお野の原はら茉愛。

　彼女は身の丈たけほどもある──その全長一二〇センチ──陶器製の新たな壺を再び頭上に振ふりかざし、さらに全身を使って発射。

「この……っ！　しんじゃえぇーっ！」

「ひぃぃッ！　もうやめろぉぉッ!!」

　ずがしゃぁぁあん！　と天てん井じようにぶち当たった壺が、みやびな破は砕さい音と共に真次郎へ降り注ぎ、

「うおぉおぁああッ!?」

「いきなさいオーベロンっ！　しんじろうのおしりよっ！」

　逃亡者が足をもつれさせたのを見るやいなや、一いつ緒しよに真次郎を追いかけていたシベリアンハスキーに茉愛が命令すれば、「アォーン！」と鳴いたたくましい洋犬は弾だん丸がんのように飛び出して、がぶり！　と、

「ぐがぁあッ！　なんでおまえ茉愛のいいなりになってんだよぉおっ！　野生のプライドはどうしたぁ！」

　洋犬に食いつかれた真次郎は、ついに廊下の壁かべ際ぎわにどかぁっ！　ともたれるように倒れ込む。

　そして首輪少年が「はっ！」と見上げた眼前。廊下に置かれていた歴史を感じさせる巨大な壺をまたもや頭上に掲げた茉愛の腕が、ぷるぷるわなわなと震ふるえていて、

「ま、まて茉愛ッ！　こんなのおかしいだろッ！」

　ついに追い詰められてしまった真次郎は必死に両手をかざし、小柄な少女へと哀あい願がんする。

「お……俺は、おまえがキッチンでコソコソ隠かくれて牛乳飲んでたのを見ちゃっただけだよなッ!?　なのになんでそんなに怒ってんだっ!?」

「い、いうなぁああっ！」

　同時に振り下ろされた三つ目の壺。

「あぶねぇぇえええッッ!!」

　間かん一いつ髪ぱつでその破壊空間をかいくぐり、まさしく真次郎は獣けものの如ごとく廊下を転がり、再びそのまま走り出す。

「もしかして、おまえ……背が低いことを気にしてんのか？」

「ち、ちがうわよぉっ！　ま……まちなさぃぃっ！」

　しかし軽快にダッシュで逃げ続ける真しん次じ郎ろうとは打って変わり、見れば茉愛まちかはスタミナが底を突ついて来たのか、走る姿すがたもだんだん力なくふらふらになり始めている。なので逃亡中の浮ふ浪ろう少年は、そんな少女を気き遣づかうように背後を振ふり返り、速度を緩ゆるめつつ、

「っつうか、その辺は気にすんなよ茉愛。おまえは背が低い位の方がかわいいと思うぞ？」

「へっ？　あ……っ、な、なに、言ってんのよ……っ!!」

　腕を振り上げ真次郎に向かって突っかかろうとしたその瞬しゆん間かん、

「あぅうっ!?」

　ちょくちょく森の動物達と一いつ緒しよになって真次郎を追いかけ寮りよう内を走り回り──誰が言い出したものか──ついには《亜麻色の子狐フオツクス・フラツクス》という他称レツテルを持つにいたりはじめた少女の爪先が、カーペットの僅わずかな凹凸に引っかかる。

「ひぃぐ……っ！」

　ぺしゃっと廊下に転んでしまった少女に、

「お、おい大丈夫か茉愛っ！」

　真次郎は慌あわてて急ブレーキ。少女の元へと引き返すと、小さな手を取って彼女を引き起こす。

「は、へ……？　しんじろう……？」

　ぜえぜえと息を切らし、ぺたんとカーペットの上に座り込んでしまったままのツインテ少女は、もじもじと、伏ふし目がちに傍かたわらの野生児を見上げて、

「もう……、しんじろうは、ばかなんだから……」

「ん？　な、なんだどうした茉愛。もう、怒ってねぇのか……？」

「ふ、ふん……っ！」

　耳を赤くしながらそっぽを向いてしまった茉愛の様子を、真次郎はいぶかしく思うものの、

「まあでも、もう物もの陰かげに隠かくれて胸を揉もみながら牛乳飲むのはやめておけよ？　変へん態たいだとおもわれるからな」

　茉愛の頭をぽんぽんと撫なでたその瞬間、むわっと大おお野の原はら茉愛を中心に空気の層──あたかもどす黒い闘とう気きと殺気──が巻き上がり、




「ヤッパリ……コ　ロ　ス……」




　ピンク色に染まっていた頰ほおは、今や紅ぐ蓮れん。

　亜あ麻ま色いろツインテはぎゅーわんぎゅーわんと逆さか巻まいて、茉愛を描いていた筆のタッチは一瞬前とは明らかにさっきまでとは別人のものになっている。

「ま、茉愛まちかッ!?　おまえ、どうしちまっ──ぬぅはぁああッッ!?!?（ピュンッ！）」

　真しん次じ郎ろうの首くび筋すじを掠かすめて空くうを切り裂さいたのは、怒りの亜あ麻ま色いろツインテ少女の傍かたわらに飾られていた廊下の装飾品の一つである騎き士し甲かつ冑ちゆう。その腰こしにあったブロードソードの切きっ先さきだった。

「やばいッ！　やばいって茉愛ぁぁあッ！」

　ブオンッ！　ブオぉンッ！　と両刃剣が亜麻色の残光引く少女の手によって振ふるわれ、真次郎がその剣けん域いきを避けるたびに観葉植物や銅像が両断！　ずり落ち、

「ひぐぅっ！」

　茉愛が剣をズガンッ！　と太い石の柱に食い込ませてしまった隙すきを突つき、

「ととッ！　い、今の内に……ッ！」

　真次郎は急いで廊下を曲り、目に付いた扉の中へと転がり込む。

　そして、

「……くぅぅ……、無茶むちやしやがんぜ茉愛のやつ……!!」

　ぷふぅ～っ！　と息を吐はき出し、閉めた扉を背にしてずりずりと真次郎はへたり込む。

　それからようやく顎あごを上げ、首筋──首輪付近の汗を拭ぬぐいながらなにげなく室内を見回せば、

「んっ？」

　そこは明らかに寮りよう生せいの部屋。とっさにここを倉庫かなにかだと思い込んで勢いよく飛び込んでしまった真次郎は、

「……や、やばっ!?」

　腰を浮かして息を潜ひそめる。

　──ヤンゴトなきご令嬢として生まれ、次代の淑しゆく女じよとなる宿命を帯びた者達が通う《清せい流りゆう学がく園えん》。そんな一貫制女子校という聖せい域いきの片かた隅すみにある《アクア寮》で暮らす住人は、問答無用で年頃の女の子である。

　その一人が今、室内の窓辺、ベッドの上で身じろぎし、ゆっくりと起き上がり始めているのだ。

「な、は……ッ！」

　そして真次郎は、そのムスメの名前を知っている。

　窓から射し込む光に照らされているのは、まだ夢の中から戻もどってきていないような、常に軽く眠たげな表情。

　パジャマ代わりであろう薄く白いシャツは、今日もボタンなど一つも留めておらず、胸の部分は大きくせり出すように湾わん曲きよく。それもそのはず、その類たぐい希まれなる形とボリューム。ついでに白さと柔らかさすら見て取れるおっぱいは、もはや爆ばく乳にゆうと呼ばれる域いきに達しており、しかもそのまま視線を下にすれば、薄い肉付きでおへそを取り囲む腹筋、すべらかな下腹部も見て取れて……、

「は……白はく亜あぁあッ!?」

　目が合うだけで口の中にマシュマロのようなふわりと甘い香りが漂ただようこの少女は、

「真しん次じ郎ろう……？」

　まごうコト無き《風紀委員》の三みつ峰みね白はく亜あ。

　まだ眠そうに両手で瞳ひとみを擦こすりながら首を傾かしげる少女に向かって、しかし、首輪の浮ふ浪ろう少年は、

「なんでまたおまえは服を着ていないぃィッ!?」

　叫ばざるを得なかった。

　彼女は確かに、かろうじて白シャツ、パンツは身につけていた。

　だが、やはりそれらをはね除のけるようにして彼女の胸はたゆりと深い谷間を作っており、なおかつ、白亜はふあふあと大きく背伸びしながらあくびするものだからもうボタンが留まっていないシャツからおっぱいが──

「あふ……。ちゃんと、着てる」

「着てるって言わないんだよそれはっ!!　なに!?　おまえはこう、すごく南国で生まれ育ったりしたお嬢さんなの!?」

「ここは、私の部屋よ？」

「いやッ！　だっつっても自分の部屋でもきちんとした服を着ておけよッ!!」

「……？」

「なんでぇっ!?　だからどうしていつもそこで不ふ思し議ぎそうな顔をするぅッ!?」

　室内には確かにまだ引っ越し的な荷物が隅すみに固まっていたりはするが、見覚えがあるような無いような家具が運び込まれているここは、どうやら本当に三峰白亜の私室らしい。

　真次郎は、部屋の主が急に大声で叫び出したりする相手じゃないコトにほっとし、けれどなぜかまだ落ち着いてくれない胸の動どう悸きをなだめるように、

「……ったく、だいたいだな、俺が最初におまえの部屋に入った時だって、白亜、おまえはそうやって──」

「最初に入った時……？」

「んっ？」

「真次郎が私の部屋に来たのは、今日が初めてじゃない？」

「……そっ、そうですよぉぉおおおッッ!?!?　ももももちろんですよ白亜サンッ!!　な、なに言ってんでしょうねぇやだわ真次郎サンたらッッ!!」

　真次郎が『最初に入った』と言っているのはもちろん、あの火事になってしまった《緑りよく泉せん寮りよう》の白亜の部屋である。

　火災が起こったあの夜、彼は大騒ぎになっている《緑泉寮》の中でのんきに眠りこけていた白亜を捜さがし出し、しかも誰にも見つからず無事に救出することができたのだが──

「変な真次郎。やっぱり、真次郎はなにかの変へん態たい？」

「なにかのってなんだ!?　変態にも色々種類があんのかッ!?」

「それで、真しん次じ郎ろうは私の部屋になにをされにきたの？」

「待てッ！　それだと俺がおまえになにかをされたくてここにいるみたいになってる！　ちがうから！　俺はたまたまこの部屋に……って、や、やめろぉぉッ！　ベッドから降りてこっちに来るな！　だから服を着ろ！　なんでおまえおっぱいはおっきいのに穿はいてるパンツがそんなに小さいんだよぉぉおおおッ!!」

　真次郎の汗は引かないどころか大だい分ぶん泌ぴ。トコトコと近づいて来る《おっぱ委員》から後ずさるように、彼が頭上にあるはずのドアノブをカリカリと探さぐり始めた、まさにその瞬しゆん間かん、




『しんじろーッ！　どこへ逃げたーっ！』




　どたばたという足音と共に茉愛まちかの声が背後、ドアの向こう側がわから聞こえて来て、

「ひっ！　ま、茉愛ッ!?　あいつ……まだあきらめてなかったのか!?　白はく亜あっ！　た、頼む！　ここにかくまってくれぇっ！」

「真次郎はまた茉愛のぱんつでマスクを作って、深呼吸して一日を過ごしていたの？」

「するわけねぇだろそんなことぉぉぉおッ!!」




『白亜？（ドアをどんどんどん！）　ちょっと、ココにしんじろうがきてない!?』




「な、ちょっ!!　　ど……どこか、隠かくれるところッ!?」

「隠れるところ……？」

　白亜はうろたえる真次郎と一いつ緒しよに室内を見回し、それからそっと自分が身を潜もぐり込ませていたシーツをめくって、

「ここは？」

「って、そのベッドの中はヤバイだろッ!?　さっきまでおまえが寝てたところだぞッ!?」

「？　それがなんで、やばいことなの？」

「だ……だからっ！　ぁあぁあっ、そんなきょとんとされたらぁあああ……っ!!」




『ちょっと白亜！　ねえ、なにをさわいでるのっ？（がちゃがちゃッ！）』




「ぁあッ！　く、くそッ！　す、すまん白亜ッ！」

　真次郎がしかたなく、さっきまで白亜が眠っていたベッドに「そいやぁ」と滑すべり込めば、

「よいしょ」

「（はッ!?　ちょ、ええええッ!?　なんで白亜！　おまえまでぇええ……ッ!!）」

　同時に白亜も同じベッドに侵しん入にゆう。そして次の瞬間、

「（がちゃんっ！）ねえ白はく亜あ！　この部屋に、しんじろう逃げこんでない!?」

　真しん次じ郎ろうが完全に姿すがたをシーツの中に隠かくすのと入れ違ちがうように、亜あ麻ま色いろツインテを揺ゆらす茉愛まちかが部屋へと飛び込んで来る。

「真次郎……？」

　ベッドから上半身を出したまま茉愛に首を傾ける白亜は、ベッドの盛り上がり＝イコール真次郎をシーツ越しに撫なでながら、

「また真次郎が、あなたになにかをしたの？」

　尋たずねれば、

「い、いないんならいいわよばかおっぱい！　ふん……っ！」

　かぁあ……っ！　と顔を赤くして白亜のおっぱいを睨にらみ付けた茉愛は、来た時と同じ勢いで扉を閉め、再び『どこよしんじろーッ！』と、廊下を走り去り、どこかに行ってしまう。

「真次郎、あんまり茉愛をからかってはだめ」

　白亜はシーツをめくって、じっと中に隠れている首輪の少年にそう諭さとすのだが、

「そ、それより脚をどけろぉぉおおッ！」

《風紀委員》である少女の両足で抑え込まれてしまっていた真次郎は真っ赤な顔で訴うつたえる。なにしろ彼は顔をふとももなどに挟まれ、ずっと呼吸ができなかったのである。

「ふぅ……死ぬかと思ったぜ……。あーくそっ、頭がまだクラクラしやがる……」

　転げ落ちるようにしてベッドから脱出した真次郎が、なかなか整わない呼吸をなんとかして落ち着かせつつ、これからどうしようかと頭を捻ひねっていると、

「真次郎、しばらくここにいる？」

「へ……？　い、いいのか？」

　白亜の意外な申し出に、真次郎は身構える。

「ちょうどよかったから」

「ちょうど、いい……？」

　確かにこの部屋にかくまってもらえるのはありがたい。

　どういうわけだか知らないが、茉愛の怒りはまだまだ静まる気配を見せていない。

　ほとぼりが冷める時間をどうやって作ろうかと考えていた真次郎にとっては、まさに渡りに船の提案だったのだが、

「じゃあ、ちょっと着替えるから、真次郎はそっち向いてて」

「え、ええええっ!?　な、なんで──」

「……変へん態たい？」

「向くよ向くッ！　向かないなんていってないだろ！」

　真次郎は慌あわてて窓まど際ぎわに身体からだごと視線を向け、同時に妙みような納得もしている。

　なるほど、白亜は寝起きだからこんなにも薄着だったのか……。

「（朝っぱらから悪いコトしたなー）」

　と真しん次じ郎ろうが頭を搔かいていると、ぱさっ……ぱさっという軽い衣きぬ擦ずれの音と共に、

「真次郎、私、《風紀委員》として色々考えたの」

「なんだ？　自分がもっともこの寮りようの風紀を乱しているということをか？」

「真次郎は、この寮の大切なペットだから、いろいろと守らなくちゃいけない」

「俺はこれ以上なんのきまりとかを守ったりすればいいのッ!?　もう俺、精せい一いつ杯ぱいやってるじゃないっ！」

「そうじゃなくて、私達寮生が、真次郎のために守るきまりを考えたから、聞いてくれる？」

「……へ？　俺じゃなくて、おまえ達が守るきまり……？」

「みんなに言う前に、ちゃんと真次郎に確認しようと思って」

「え、えらい……！　白亜、俺おまえを見直したよ！」

「着替え終わった」

　真次郎が折良く、感謝の気持ちいっぱいのまま白亜へと視線を向けると、

「あれぇッ!?　着替える前と変わってなぁいぃッ!?」

　モノ自体は新しくしたのだろうが、相変わらず白いシャツとぱんつという出で立ちの《風紀委員》が真次郎の前にいて、

「聞いてる？」

「聞いてるからさっそく寄って来て胸とか腹を押し付けてくるなぁッ！　『真次郎ってすごくあったかい』じゃねえだろ！　なに？　やっぱその恰かつ好こうは寒いの？　そしておまえの羞しゆう恥ち心しん的なポイントはいつもどこについてるの!?」

　もう真次郎はなるべく視線と意識をそっちに向けないようにするしかない。白亜が薄着なのはいつものコトなのだが、なんだか今は、妙みようにそれを意識してしまうのだ。

「じゃあ、《風紀委員》の私が決めた『ペットとのお約束』を確認するから、聞いてて」

　しかし当の白亜はペットの子犬を可愛かわいがるノリのまま、真次郎をぴったりくっつかせて手帳を開き、

「《お約束その１》」

　読み上げ始める。

「『ペットの安全のため、お風ふ呂ろにはいつも一いつ緒しよに入ること』」

「最初からそれかッ!?　ま……待て！　ペットっつっても俺は例外だよな!?　た、たのむっ！　俺は別だと言ってくれ……ッ!!」

「『ただし──』」

「そう！　ただしッ！　ただし俺は別！　俺には自由にさせてくれるんだよなッ!?」

「『特に真次郎はきちんと隅すみ々ずみまで洗ってあげること』」

「ただしじゃねぇだろぉぉッ！　俺をそんなにピンポイントで隅々まで洗ったらだめぇぇぇええッ!!　想像しただけで意識が薄れそうっ！」

「……？」

「だからなんできょっとーんとしてんだよッ！　わかるだろ？　なあ、本当はわかってんだろッ!?　やめろ！『いいこいいこ』じゃねえよ!!　俺の頭を撫なでてなだめてんなッ！」

「『《お約束その２》」

「おい！　これ続くのか!?　そういやさっきは『その１』って言ってたなッ!?」

「『ペットとは、一いつ緒しよに寝てあげること。特に真しん次じ郎ろうは一人占じめにせず、ローテーションで一緒に寝ること』」

「ああもう『ただし』的なモノじゃなくて普通に俺について言げん及きゆうしてあるッ！　白はく亜あは俺を殺す気か!?　ぜったい無理ッ！　たとえば茉愛まちかの次が牡ぼ丹たんで、それからおまえとかなんだろ!?　想像しただけで俺がへばっていくッ！」

「『ただし──』」

「なッ!?　まださらに補足事項あるのッ!?　俺もうこれだけで頭痛くなってんのに!?」

「『……、…………、……──』（ちらっ）」

「無いのかよぉッ!!　なにこっちを（ちらっ）て見てテンパってんだよ！　ノリで『ただし──』とかつけてんな!!」

「真次郎はお世話されるの、いやなの？」

「いやとかじゃなくてだなっ！　なんというかぁ……っつうか！　そういう『世話』とかって、おまえこそイヤじゃねえの？」

　すると、ベッドサイドに膝ひざを揃そろえて座っていた白亜は、

「ペットは、家族」

　そう言って、真次郎の目をじっと見つめ、

「……でも、実際にやってみないと、イヤかどうか、わからない」

　腰こし掛かけていたベッドの中にするりと潜もぐり込み、それから、急なコトに腰を浮かして白亜を見守っていた真次郎に向かって、シーツをめくり、

「おいでおいで」

「だ……だめだぁぁっ！　くそぉっ！　俺の周囲の風紀がどんどん乱れていくぅ……っ！」

　真次郎は頭を抱かかえるようにして視線を逸そらさざるを得なかった。

　自分が本当に犬やネコだったら、喜んで白亜の胸やふとももに飛び込んでいくのだろうが……。

「くそッ！　ダメだ！　マジでなんかクラクラしてきやがったぞっ……!?　ぅう、はぁ……っ、くそ、なんだってんだ……？」

　思わず床に膝をつく真次郎。そして彼が朦もう朧ろうとしてきた頭を振ふって、こうなったら白亜になんと言ってやればいいのだろうと天てん井じようを仰あおいだ、その時、

「お、おやぁ……？」

　見上げる部屋の天てん井じようが、ゆっくり、回転を──、──

「まさか俺、白はく亜あにいじられて頭が痛かったんじゃなくて……」

「真しん次じ郎ろう……？」

　白亜は見る。

　まるで首輪の少年を操あやつっていた紐ひもがぷつっと切られたかのように、彼がごつりと床に倒れ伏ふしていく光景を。

「どうしたの？　真次郎」

　白亜は爪先からすとっと床に降り立ち、横転したままぴくりともしなくなってしまった真次郎に駆かけ寄って、指を伸ばす。

「ねえ、真次郎？」

　その皮膚、触れた首くび筋すじは、あったかいどころではなく、酷ひどく熱い。










　　　　♡♥♡




　──《アクア寮りよう》、一階。

「うぅぅうん……うぅぅううん……っ」

　白亜の部屋で熱を出してぶっ倒れ、《救護室》に運び込まれてしまった真次郎は、おでこに氷ひよう囊のう、口に体温計をくわえさせられながら、

「くそぉぉ……俺は医者とかこういう所がニガテなんだよぉぉおお……っ」

　白いベッドの上で蠢うごめいている。

　こんな辛しん気きくさいというか消毒くさい場所からは早くおさらばしたいのに、頭が思いっきりだるい上に全身がゾクゾク。身体からだは『正直ゆっくり休みてぇ！　できればおいしい栄養も！』と訴うつたえ続けており、さすがの真次郎も、

「やっぱ……、こないだ一晩《冷凍室》にいたのが、さすがに効きいたのかぁ……？」

「どうして真次郎はそんなことをしてしまったの？（ベッドサイドで見守る白亜）」

「人ひと事ごとっ!?　完全にひとごとか白亜ッ!?　おまえもその理由の中にバッチリ入ってるのをお忘れなのッ!?　いいか!?　俺が凜りんから《鍛錬室トレーニングルーム》へ呼び出されたあの時にだ！　おまえがもっとアイツもぐぅッ！　きゅ、急に口へウサギさんに切ったりんごを突つっ込むなぁぁ！　まだ俺、体温計くわえてんだろぉぉ！」

　──ちなみに、突とつ如じよダウンしてしまった真しん次じ郎ろうの病状を、




『うーんやっぱりちょっと無理しすぎじゃないですかねー。疲れがハジケちゃったんですよきっと。そもそも《冷凍室》に一晩とかー、自分は理解できないっていいますかー』




　と診みてくれたのはこの《救護室》をメインの活動場所としている寮りよう生せいの一人。シルバーフレームのメガネに、内側に試験管をじゃらじゃら付けた白衣姿すがたの《保健委員》にして《爆発は芸術だアルケミスト》の他称レツテルを持つ神じん保ぼ原はら純じゆん銀ぎんである。

『じゃあですね、自分はちょっと席外はずすんでー、白はく亜あちゃん後はよろしくですー。……はぁー、せっかく新種の爆発を試そうと……』

　と（気き味み悪わるがられて真次郎に飲んでもらえなかった）ピンク色の液体の入った試験管をふりふり出ていったのがしばらく前で、その間、真次郎はずっと白亜と二人っきりを余よ儀ぎなくされている。

　そして、

「もがっ!?」

　ぴぴぴっと鳴った体温計を真次郎の口から引っこ抜いた白亜は、

「全然熱が下がってない」

　小さなデジタル表示を確認し、

「どうしよう」

　ベッドに横たわる首輪の少年の肩をゆする。

「ねえ真次郎、どうしよう。私のせいで真次郎が死んじゃう？」

「は、はぁ……っ？」

　朦もう朧ろうとする頭で聞き流していた真次郎は白亜に問い返すが、

「もっと私が、あの《ペットとのお約束》を早く作っていれば……」

《風紀委員》の少女はベッドの横合いからまぎゅっと真次郎に抱きつき、

「ぅくっ、く……くるしぃぃっ！　しぃ、死ぬるからッ！　おっぱいでふさがれて息できないからとりあえず離れろぉッ！」

　顔面を塞ふさいでいた白亜のおおきいものがふわっと離れ、

「じゃ、じゃあ俺、部屋に帰るから」

　真次郎がさっとベッドから降りようと身を捻ひねれば、

「だめっ！　ここで横になってなくちゃ」

「おぷふっ!?」

　白亜は全身で病身の少年をブロック。もそもそとシーツの上から真次郎の上に乗りかかり、ついにはまたがるようにして、いつもより顔の赤い首輪の少年を引き留めてしまう。

「わ、わかったよ。ここにいるから、おまえが興奮すんな」

　真しん次じ郎ろうの中で渦うず巻まいていた抵抗の意志は、上に乗った白はく亜あの重みによって、いつのまにかどこかへ行ってしまっている。

「やっぱり、《保健委員》の純じゆん銀ぎんが言ってたみたいに、疲れが出たの？」

「そりゃ、毎日こき使われてるからな」

　白亜を乗せているにも関わらず、全身から力が抜けていくのを感じながら真次郎は答えるが、

「って、白亜。なんでおまえ、ちょっと嬉うれしそうなんだ……？」

「真次郎が、みんなに頼りにされてる」

　まるで自分の立てた作戦が的中したかのようなしめしめ顔と仕し草ぐさの満足げな白亜に、

「おまえ、見かけによらずポジティブなのな。……おい、なにやってんだ？」

「もう一回、真次郎の熱をはかる」

「いいだろさっき計ったから！　なんでおまえに向かって俺が尻しりを出さなきゃなんだよッ！　おまえどこで俺の熱を測ろうとしてんだ!?　よせ！　やめろぉぉぉ！」

　油断していた真次郎のシーツを剝はがし、無む理り矢や理りうつぶせにさせてズボンをずり下げようとする白亜と、それを必死に阻そ止ししようと腰こしの部分を押さえつける二人の耳にその時、




　こんこんっ




　という《救護室》の扉を打つ音が届く。

「っ!?」

　あられもない姿すがたを取らされていた真次郎がびくんと反応し、慌あわてて布団ふとんの中に潜もぐり込もうとすると、

「って、なんで白亜までまた中に潜り込んで来るんだよぉぉおおッ!!　おまえは今、外にいていい状況だろぉぉおおッ！」

　もぞもぞもぞごそごそごそっ！

「うおわぁあああ……ッ！」




　がちゃり……




「真次郎殿、どうかなされたのですか？」

「いやあッ!?　なんでもない！　なんでもないぞ!?　牡ぼ丹たんっ」

　ゆっくりと扉を開けて《救護室》に姿を現す、いつもながら制服姿の影かげ森もり牡丹に真次郎がぶんぶんと首を振ふって答えれば、

「思ったより元気そうでなによりです」

　物理的に張り詰めた制服の胸元を押さえた黒髪の《寮りよう長ちよう》は、姿勢良くベッドサイドまで歩み寄る。

「ですが、聞けば真しん次じ郎ろう殿は、わたくしがお願いしたキッチンのお掃除の後に倒れてしまったとのこと。……わたくしは、ついつい真次郎殿に無理を言ってしまうようで……」

「き、気にすんなって！」

　睫まつ毛げを伏ふせるようにして紡つむぐ牡ぼ丹たんに、もうぜんぜんだから！　と手を振ふって見せるのだが、

「いいえ、ペットの体調管理は《アクア寮》の代表である《寮長》の責任。この責任は、きちんととらせてもらいます（ごそごそもぞもぞ）」

「って、まて牡丹ッ!!　なにおまえナチュラルに布団ふとんに入ってこようとしてんだよっ！　だめだからッ！　頼む！　俺を静かに休ませてくれぇ……ッ！」

「そうですか……」

「だよッ!?　なっ!?　だからもう、その気持ちだけでいいから──」

「なるほど。やはり、制服のままでは……」

「さらっと脱ぎ始めるなぁぁッ！　いいから！　制服脱がなくていいから……だからってやっぱりそのままベッドに入って来ていいってコトじゃねえよぉッ!!」

「ですが、風邪かぜは移せば治るというのが定じよう石せきです、真次郎殿」

「おまえらに移してまで治ろうとは思わねえからっ！　なっ!?　いいから、ほんと……ッ！」

　危うく内部に白はく亜あが隠かくれていることがバレるところだよぉ……！　もしも露ろ見けんしたら今度はどうなることかッ！　と背中を汗ばませていた真次郎。

　でも、これでどうにか牡丹には穏おん便びんに……と安あん堵どの表情を浮かべていると、

「真次郎殿……？　その、お腹が大きく波打っているのですが……、体調が？」

「へぇッ!?　は、はぅぅああーっ！」

　視線を落とせば、自分のお腹を覆おおうシーツが、まるで赤ずきんを吞のみ込んだ狼おおかみおばあさんのようにふくらみ、しかもモっコモっコ蠢うごめいて、

「（な、なんで白亜そんな動いてんだぁ……ッッ!!）」

　真次郎は慌あわてて、自分の巨大な腹部をぺしぺし叩たたきながら、

「こ、これはッ！　さっき、風邪薬を飲んだら……ちょっと、飲み過ぎて、腹の調子がわるくてぇっ！」

　ようやく静かに、そしてさっきよりはだいぶ小さくなってくれる。

「と……ところで、なにか言わなくちゃならないこととかあるんじゃないのかッ!?」

「はい。実は真次郎殿にご報告があるのですが、……どうしてそれが？」

「そ、それはだな、なんつぅか……牡丹がただ俺の見舞いにだけ来るなんてありえねーっつうか……だろッ!?　おまえはいつもなにかしら俺に……いぃ痛ででででッ！　なにすんだ牡丹！　その洗せん濯たくばさみどこから取り出したッ!?　目ま蓋ぶたはやめろ！　目蓋はやめろッ！　ふびぃいッ!!」

「よくわかっていらっしゃいますね、真しん次じ郎ろう殿はわたくしのことが」

「なんだよ怖こええよ牡ぼ丹たんッ!!　どうして棒ぼう読よみ!?　なんなんだよもぉおぉおっ！」

「よろしいですか？　真次郎殿。あなたのその首輪ですが、先日の《冷凍庫》の一件を踏まえ、通信を双方向に改良いたしました。首元の鋲びようの一つがスイッチに振ふり分けてありますので、後ほど確認を」

「お、おう、悪いな色々と……ッ！」

　洗濯ばさみを目蓋から外はずし、ぽろぽろ涙なみだを流しながら、そっぽを向いてしまっている牡丹へと礼を述べれば、

「では、そろそろ」

　彼女は黒髪をなびかせるように《救護室》のドアまでとって返し、

「なにかありましたら、いつでもメッセージを」

「あ、ああ、なにかあったらな？」

「では、また」

　パタン……と姿すがたを消す。

「……、くっふぅぅぅ……」と真次郎がそのまま仰のけ反ぞるように緊張を解くと、

「よかったね真次郎っ」

「なにが!?」

　もぞもぞとシーツをめくって、まるで白はく亜あこそが真次郎の飼いネコのように膝ひざの上からこちらに顔を見せ、

「牡丹は真次郎のコト、好きみたい」

「はぁああッッ!?」

　首輪の少年は両目をぎゅーんと見開き、かはかはと息を詰まらせながら牡丹の出ていった扉と白亜をぷるぷる交互に指さし、

「あ……あれがかッ!?　俺はあの《寮りよう長ちよう》に、よくてオモチャ、普通にケダモノとしか思われてねーぞッ!?」

「牡丹ちゃんは素す直なおじゃないから」

「それには同意！　確かに素直じゃないわな！　マジで牡丹には色々勘かん弁べんして欲しいんだが……ッ！」

　真次郎は改めて涙ぐんだ目蓋を手の平でこすり、鼻をすする。

「つうか白亜！　俺におっぱいくっつけてのんきに鼻歌なんか歌ってねぇで、早くベッドの中からでてけ！　休もうにも邪じや魔まなんだよおまえのおっぱいがぁ!!」

「私も少し疲れてるの。真次郎の看病は大変なんだから」

「おまえはまだ邪じや魔ましかしてないよなッ!?　いいか？　俺はおまえの言った通りここで安静にしておいてやるから、白はく亜あ、おまえはもう自分の部屋に──」




　こんこんっ




「な、なにっ!?　ぉぉおおい白亜ッ！　おまえなんでまたシーツの中に隠かくれちゃうんだぁあッ！　ややこしくなるんだから出ろッ！　頼むから──ッ」




　がちゃり──




「入っても、いい？」

　そうして、扉の僅わずかなスキマからこちらを覗のぞく亜あ麻ま色いろツインテールな小柄な少女、《亜麻色の子狐フオツクス・フラツクス》大おお野の原はら茉愛まちかを、

「お、おおッ!?　茉愛かっ？　も……もちろん、いいぞっ!?」

　真しん次じ郎ろうはもう、慌あわててシーツをなるべく平らにして迎え入れる。

「ばかで、へんたいでも、風邪かぜってひくのね」

　かつかつと硬い足音で茉愛は真次郎の元へと近づく。

「あー……、（むかつくんじゃないぞ俺ッ！　ここは流せ！　面倒くさくなるからここは流せ……ッ！）ちょ、ちょっと疲れが出ただけで、風邪じゃねー気がするが……っ」

　ちらりと盗み見れば、どうやら少女の視線はこの《救護室》に入って来た時から、ずっと自分の小さな足あし下もと、うつむき加か減げんのままで、かたちのいい眉まゆは不ふ機き嫌げんそうに曲げられている。

「かんちがい、しないでよ……？」

「……は？」

「あたし、まだあの時のコト……、しんじろうがキッチンで覗き見してたコト、許してなんかないんだから！　でも！　それとこれとは、べつだからここに来たの！」

「……そ、そうなのか？」

『前もって準備しておいたコトをなんとかやり遂とげた感』に表情を上気させるツインテ少女は、それから「ふぅ～……」とやや落ち着きを取り戻もどし、けれどまだ少しそっぽを向いたまま、

「あんた、やっぱりあたしがこき使いすぎて、たおれたのよね」

「は……？　あ、い、いや、……つうか、どうした茉愛。おまえ、腹でも痛いのか？」

　真次郎はベッドの中に白亜を詰め込んだまま、できる限り可能な角度から茉愛の表情、なんだか様子のおかしい少女の具合を計ろうと身を捻ひねるのだが、

「ねえ、あたしこのままじゃ、しんじろうの彼女、失格？」

「いやッ！　もともと俺とお前は彼女でも彼氏でもないんだぞッ!?　というかおまえ寮りようの中でそれ言いふらすのやめろよ！　最近、他の寮りよう生せいからの視線がおかしいんだよ……っ!!」

「照れているのね、しんじろう。ふふふ……、あなた、案外シャイなのね……っ」

「くそぉッ！　なんで俺はここの住人達とは肝かん心じんな所で会話が嚙かみ合わないんだっ!?　もう絶対確実に俺のエネルギー的なものはこいつらに吸い取られてんだろッ！」

　真しん次じ郎ろうはがくりと首を落とし、額ひたいを押さえてこめかみを揉もむようにして頭を振ふる。

　その視界の端はし。

「……ん？　そういえば、さっきから……」

　室内の薬品臭に混じって、甘くていい匂においが漂ただよい始めている気がしていたのだ。

「っつうことは……」

　真次郎はようやくその出で所どころを発見する。ベッドサイドの椅い子すに脚を揃そろえてちょこんと座るお見舞い少女の両膝ひざの上。そこに、かわいらしい紙包みが一つ、乗っていて、

「茉愛まちか、それって、もしかしてクッキーか……？」

　すると、茉愛はふふんと小さな胸を張って、

「彼女ですもの。これくらいのコトはしてとーぜんよっ。……って、あ、ちょっと、しんじろう、まだだめぇっ！」

　しゅんっ！　と疾しつ風ぷうの速さで茉愛の膝からクッキーの包みをかすめ取った真次郎は、怒ど濤とうの如ごとく中から手作りスイーツをつまみ出し、やおら頰ほお張ばり始める。

「あめぇ！　（さくさくもぐもぐ！）あまいものうめぇ……って、……ん？　茉愛……？」

「ちょっと、なんでそんなにがっつくのよぉ、ばかぁっ！」

　なにげに美味うまくて丸い、さくさくクッキーを一いつ気き呵か成せいに口に放り込んでいた真次郎は、ピタリとその手を止め、

「え……食べちゃだめだったのか？　す、すまん！　ここんとこ甘い物が乏とぼしくて、つい身体からだが……手が、止まんなくて……」

「い、いいけどっ！　でも、これは、あたしがあんたに、『あーん』てするためにもってきたのに……、いっしょうけんめいつくったのにぃぃ……っ」

「あ、あれっ!?　なに!?　なんで、おまえ……泣いてんのかッ!?」

「ばかっ！　しんじろうのばかぁ！　泣いてなんか……っ！　って、ちょっと、しんじろうっ!?」

　予想外の出来事にめそめそし始めていた茉愛が一転、がたっと椅子から立ち上がって指さすのは、

「な、なんだ？　今度はどうしたっ!?」

「ちょっと、あんた、足……長くないッ!?」

「はぁッ!?　な……──」

　茉愛の視線を追って真次郎も愕がく然ぜんとする。シングルサイズのベッドの下端から、ずずーんと脚がはみ出し伸びているではないか!!

「うおあぁああああッ！　な、な、な──ッ」

「なにやってんだ白はく亜あぁぁああああッ！」と真しん次じ郎ろうは危あやうく叫びそうになり、慌あわてて口を塞ふさぐ。

　なにを考えているか知らないが、白亜はベッドの中から真次郎の身体からだの延長線上にそって自分の脚をベッドの外に出してしまっており、これでは外からみたら、

「サーカスにいる凄すごく脚の長いピエロの人みたいになってるぅぅッ!!」

　しかし真次郎はどうにか混乱する頭を落ち着け、その光景に青い顔をして怯おびえる茉愛まちかに、

「せ、せッ！　成長期だからッ！　ほら俺まだ成長期だからッ！　寝てると伸びちゃうんだよなぁ脚って！　でも、そろそろ先っぽが冷えて寒くなってきたから、ひっこめようかなぁぁっ！（ばしッ！　ばしっ！）」

　しゅる、しゅるしゅる……。

「ふぅ……」

　なんとか脚を引っ込めた真次郎は、まだあわあわがくがくしている茉愛へと、

「で、でも、なんつーか、ほれ、まだ一個、クッキー残ってたんだが……茉愛？　俺が、がっついて食っちゃったのがアレだったんだろ？　ほ、ほれ……」

「あ……ぁ、ぅ、うん……」

　受け取った茉愛は、ふとそのクッキーで自分がやろうとしていたことを思い出したのか、ゆっくりと真次郎の口にめがけて指でつまんでいたクッキーを近づけていく。

「ぁ、ああ……っ」

　がしかし、亜あ麻ま色いろツインテの少女は、そこで突とつ然ぜん、このシチュエーションを客観視してしまったのか、一いつ瞬しゆんで首から脳のう天てんに向かってピンク色に染まり、ぷるぷる震ふるえて、

「し、しんじろうの、あほーっ！（クッキーをばちーん！　と真次郎の顔面へ）」

「ぎゃぁあッ！　いでぇえっ！」

「そのまま死んじゃえ！　ばーか！　ばかしんじろうっ！　へんたいえっち！」

　たったったったー！　がちゃり、ばたん！　と《救護室》から出ていってしまう。

「なぁんなんだぁあああ……ッ!?」

「真次郎は、いつのまにあんなに茉愛と仲良くなったの？」

「おまえ本当に今のやりとり見てたか!?　せっかくのクッキーが俺のデコで弾はじけて粉になったんだぞッ!?」

　またもやシーツの中からごそごそと這はい出て来た白亜に、真次郎は自分の額ひたいの赤くなっている部分を指し示すのだが、

「茉愛は前と比べたら、最近すごく元気になったの。たぶん、真次郎のおかげだと思うけど」

「確かに、俺を追いかけ回してる時はかなり生き生きしてんな、あいつ!!」

　寮りように住まう最年少の少女が出ていってしまった扉に視線を向ける真次郎。彼はおでこについているクッキーの粉を拭ぬぐい取り、

「つうか白はく亜あ、おまえベッドの中に隠かくれているのは百歩……いや、一万歩譲ゆずってしょうがないとしてもだ……！　中で無む闇やみに動くんじゃねえよッ！　おっぱいは無用に当たってくるし茉愛まちかには怪あやしまれるしで、こっちは散々なんだからな!?」

「了解（親指を立て）」

「軽いッ！　軽すぎんだろそんなにあっさりは!!　やっぱ逆に信用できねぇッ！　出ろ！　こっから早く出ろ！　ぁあああもうッ！　あくびしてリラックスタイム満まん喫きつしてんじゃねえ！　いいか!?　ベッドから降りねぇってんなら、もう力ずくで──」




　こんこん




「はーい、どなたー？」

「返事してんじゃねえよ次が来ちゃったじゃねえか白亜ぁぁあッ！　隠かくれろ！　早く中に隠れろ動くんじゃねえぞ絶対！　動いたらもうダメだかんな絶対にぃぃぃッ!!」

「真しん次じ郎ろうさん……？（がちゃり、きぃぃぃ……っ）」

「はいはいなんだい凜りんっ！　真次郎だよーっ!?（妙みように高い声で）」

「あ、やっぱり真次郎さんの声ですよね……？　いま、ちょっと白亜ちゃんみたいな声が……」

「そ、そうだったか？　う、うぅんっ、ごほごほっ！　喉のどの調子も、ちょっとまだイマイチで……」

　苦しいイイワケが続く真次郎。そんな苦しむフリをするベッド上の少年へと、すすすっと《忍び》のふっくら小こ太刀だちメイドは近寄り、

「そ、そういう……真次郎さんが、風邪かぜを引いてしまったのって、やっぱりわたしが……わたしが、《冷凍室》に……っ」

「うぐぅ！　これだけは否定しずらい……ッ！　……が、い、いやっ！　気にすんな凜。たまたま疲れが出ただけ……だぞ？　これはもう、おまえだけの、せいじゃ、……ないっ!!」

「そ、それで……真次郎さん」

　かっちり系のメイドスーツに身を包む色々ふっくら系のメイド忍者はもじもじと肩を揺ゆらし、

「ん？　なんだ？　凜」と返す真次郎に向かって、絞しぼり出すように、

「か、風邪や疲れに、よく効きく、忍法があるんですが……」

「忍法ってそういうおばあちゃんの知恵袋的なものでいいのか!?」

「もしよろしかったら、その忍法を真次郎さんにかけても、いいですか？　せ、せめてものお詫わびの気持ちなんです!!」

「いいからッ！　俺、それでいつもヒドイ目にあってるだろ!?　ここで静かに……！　安静に俺を休ませてくれーッ!!」

「そ、そう思って、今日は真しん次じ郎ろうさんに、わたしが使う忍法を選んでもらおうと思ってるんですっ」

「は？　俺が選ぶ……？」

「はいっ。わかりやすいように、カードにしてきました」

　真次郎は、恐る恐る凜りんから渡されたカードに目を落とし、
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「お尻しりから効きく！　じゃねえよ！　なんだよネギ属性の忍術って！　こんなのいいわけないだろ！」
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「だめだかんなッ!?　凜は絶対これは使っちゃだめッ！　つうかこれ本当に病人に使っていい忍法なのか!?　相手をミイラにしちゃう暗殺用の忍術とかなんじゃないの!?」
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「これにいたってはもう暗殺用って書いてあるし!!　だめだろ暗殺用は！　暗殺されちゃうだろーッ!!」

「どれにしますか？」

「どれでもだめだぞ!!」

「でも、真しん次じ郎ろうさんは指で一番って言ってますけど……」

「はっ!?」

　見れば、シーツのスキマから伸びた手が、凜りんに向かって指を一本立てていて、

「（白はく亜あぁぁああ！）」

　真次郎はあわててその手を引っ込める。

「ち、ちがうっ！　間ま違ちがいだから！　本当に俺は忍法とかに頼らなくて大丈夫だからっ！」

「でもっ！　でもわたし真次郎さんのお役にたちたくて！　たちたくてっ！　だから、《ねぎおしり》をっ!!（しゅばっ！　しゅばばばば！）」

「やめろぉぉ！　チャクラを練るな！　チャクラを練るなぁぁあ！」

「ああああ！　結んでいる印いんをぐちゃぐちゃにしたら……っ！」

　猛もう然ぜんと忍術を繰くり出そうと精神を集中させていた凜の指を、真次郎が両手で妨害した瞬しゆん間かん、




　ずぱぁああああんッ！




　と、暴走したチャクラは凜のメイド服を木こっ端ぱ微み塵じんに……ッ!!

「い、いやぁぁああん！　し、真次郎さん見ないでくださぃぃぃ……っ」

　両手で全身を守り、あっという間に《救護室》から姿すがたを消してしまう《忍び》上かみ熊くま谷がや凜。

「ふぅ……なんかよくわからんが、あやうく忍法『ねぎおしり』されるところだった……」

「うれしいね真次郎。みんな来てくれて」

　もそもそと、もう慣れた様子でシーツから姿すがたを現す白亜が真次郎へと呟つぶやけば、

「そ、そうなのか……？　俺はこの際、できればもうちょっと、ちゃんと静かに休みたいんだが……。んん……っ」

　真しん次じ郎ろうは頭に厚ぼったいような感覚を覚え、おでこを押さえてうつむき、唸うなる。

「一度、横になる？」

　白はく亜あが場所を空あけるようにベッドから降りれば、

「ん……、すまねぇ……」

　首輪の少年は素す直なおに横になり、目をつぶる。どうも脳のう天てんがくらくらするし、なんだか身の内からとても熱いものが火ほ照てっているような──

「お薬は？」

「薬は、あの怪あやしい《保健委員》がくれたのを、飲ん……いや、飲んでないな……怪しすぎて……」

「じゃあなにか、食べたいものは無い？」

《おっぱい風紀委員》が尋たずねる内容に、真次郎はぼうっとする意識を抱かかえたまま、ふわふわと熱っぽく紡つむぐ。

「そうだな……なんつぅか、……んは、ははは……」

「どうしたの？」

　自じ嘲ちようぎみな真次郎の反応に、白亜はさらに少年の表情をのぞき込み、

「いやな、こんな時は贅ぜい沢たくは言わねえから、……コンビニのプリンでも食えたら御おんの字だと、思ってよ……」

　山の中に住む動物達にとって《下界》の食べ物、特に乳製品やスイーツ系はご馳ち走そうである。滅めつ多たなことでは口にできないし、チャンスと言えばこういう風邪かぜを引いたりした時だけ。

「そういや、アリエルの牛乳は……もう、あるわきゃねえか。残ってても腐くさってる」

　ふへへへ……と、病人ハイになりかけの真次郎。

「って、あれ？　白亜？　どこいった……？」

　彼が、いつの間にか白亜が《救護室》から姿すがたを消してしまっているのに気付いたのは、この時で。

「はぁ、まったく。どいつもこいつも勝手なヤツらだ」

　真次郎の意識はそこで薄くなる。

　ついに彼にも、静かな眠りが訪れたのだ──







「起きてください、真次郎殿」







「……ん？　どうした牡ぼ丹たん」

　真しん次じ郎ろうの体感時間では一いつ瞬しゆん。しかし、実時間では二時間も経たった夕暮れ。

　うっそりと目を覚ました真次郎の、まだクリアにならない耳じ朶だの感覚に、《寮りよう長ちよう》の声が木こ魂だまするように届く。

「白はく亜あさんが、行方ゆくえ不ふ明めいです」










　　　　♡♥♡




　──その時、どこか遠くの山で雷らい鳴めいがとどろく。

「白亜がどこにもいねぇってどういうコトだ!?」

　真次郎は《寮長》の牡丹から借りた屋外作業用の外がい套とうを羽は織おりながら、早足で廊下を進む。

「《定例会》の事前打ち合わせのため、白亜さんのお部屋へうかがったのですが、どうやらしばらく前から不在のままで、寮内を捜さがしてもどこにも姿すがたが見あたらないのです」

　ゴロゴロと鳴動する天にぴりぴりと共鳴する寮の窓ガラス越し。

「くそっ……、なにやってんだあいつ……ッ！」

　真次郎が暗く曇くもった空を確かめながら呟つぶやけば、

「それはそうと真次郎殿、お体の方はもう大丈夫なのですか？」

「ん？　ああ、もうなんともねぇ感じだけど、」

　あれだけダルかった頭や身体がスッキリしているのを改めて確かめた真次郎は、

「いや、そんなことより牡丹、確認してぇんだけど、白亜に限らず、寮生がどこにいるかわかんなくなるなんて、よくあることなんじゃねえのか？」

「はい、……真次郎殿は知らないことかとは思いますが、実は以前《緑りよく泉せん寮》であった火事の時も、白はく亜あさんは一時行方ゆくえ不ふ明めいになりました。その後、無事にひょっこり帰って来たのですが……、今は間が悪いのです」

「間が悪い……？」

　玄関ホールに辿たどり着いたところで、真次郎は《寮りよう長ちよう》の表情を窺うかがう。眉まゆ根ねを寄せる牡ぼ丹たんの表情はいつも以上に硬く、

「週に一度の《定例会》には、原則として寮生の全員が出席しなければなりません。そして、その時に欠席している寮生は《寮監かん》の教師によって《学がく園えん》に報告されてしまうのです。ですから、このタイミングで姿すがたを消してしまうのは……」

「考えにくい……っつうよりも、戻もどってこれない状態にあるって考えるのが、妥だ当とうっつうことか」

　ホールにはすでに、白亜が不在という事態に心を騒がせている寮生達が集まっており、牡丹の連れて来た浮ふ浪ろう少年をさらに不安そうに──あるいは微かすかな期待を込めて──見守っている。

　真次郎はその視線をどうにか受け止めながら、

「……ちなみに、白亜がいないことが《学園》側がわに知られるとどうなる？」

「寮則違反のペナルティとして《忍耐》が課せられ、最悪の場合、《放寮処分》となってしまいます」

「な……ッ!?　急な話だなおいっ！」

「それでなくとも、白亜さんはこれまでも色々目立っているのです」

「わからんでもない……ッ!!」

「そもそもこの《学園》より外に出ることは、本来は有り得ないこと。しかし、長い歴史を持つこの《清せい流りゆう学園》に、そのような前例がないわけではありません」

「んぐぅっ！　……こりゃ、今のアイツ、かなりヤバイんじゃねぇか？」

「なにか一つでも、白亜さんの居場所に繫つながる手がかりがあればいいのですが……」

「だったらまず……、オーベロン！」

　同じく《アクア寮》に住む《第二種リラクゼーション案件》であるシベリアンハスキーを呼び、

「白亜の匂におい、たどれるか？」

　更さらに集まり始める寮生達の脚を縫ぬうようにして姿すがたを現す洋犬へと膝ひざを折る。

　低いうなり声を漏もらし続けるオーベロンは、尻尾を鋭く振ふり、真次郎を見つめ返す。

　そして、

「よし、雨が降り始めたら匂においが流れちまう。急いでくれ……！」

　真次郎は重い玄関扉を開き、今にも泣き出しそうな曇どん天てんが覆おおう寮の屋外へと、弾だん丸がんのように駆かけ出し、

「はぇッ!?　お、おい、どこへ行くんだッ!?」

　ずしゃっと玄関ポーチを飛び降りたところで急ブレーキ。背後、寮りよう内ないを振ふり返る。

「オーベロンッ!?」

　なにしろ一いつ緒しよに走り出そうとしていた森の仲間が、突とつ如じよくるりと《玄関ホール》内へと駆かけ戻もどってしまい、

「どうしたんだオーベロン！　今さら雨に濡ぬれんのがイヤとか言うんじゃねえだろうな!?　白はく亜あだぞッ!?　アイツからの恩を忘れたのかッ!?」

　しかし銀色の四し足そく獣じゆうはそのまま《玄関ホール》の奥、暖だん炉ろの前でウロウロ。真しん次じ郎ろうを呼ぶように尻尾を振ふり続け、

「はぁっ？」

　駆け寄った首輪の少年は、はたとオーベロンと見つめ合う。

「おい、まさかッ!!」

　真次郎はゴシックな暖炉の装飾に取り付き、やがて、

「なんで……、あいつのシャツがここにっ!?」

　相あい棒ぼうと共に発見する。それは端は切ぎれになってしまっているが、見覚えのある白い布地。

「これって、白亜が着てたヤツのだよなぁあッ!?　それが、なんで暖炉のカラクリに挟はさまってんだッ!?」

「どういう、ことでしょう……」

　牡ぼ丹たんがそれを受け取り、困こん惑わくの表情で真次郎を見つめ返す。

「まさか、《下げ界かい》に……？」

　真次郎の視界が、再び発熱してしまったようにぐらつく。

「あいつ……、《下界》のコンビニに、プリン買いに行ったんじゃねぇだろうなッ!!」

「真次郎殿？」

　周囲で見守る寮生を代表するような牡丹の問いかけに、

「俺、《救護室》で寝てる時につい、言っちまったんだよ……。できればプリンが食いてぇって。あいつ、もしかしたらそれを真に受けて……！」

　真次郎はごつっと右の拳こぶしを壁に叩たたきつけ、全身に感情を滲にじませる。

「くそッ！　あとどのくらいで《定例会》は始まるんだ？」

「あと二時間ほど猶ゆう予よがあります。《定例会》は夕食前に始まり、その時に指定の席についていない寮生は、一目でわかるしくみです」

「つまり、あと二時間で白亜を連れて帰ればなんも問題ねぇってことだな？」

　獣けもののように短く息を吐はき、顔を上げた真次郎は《寮長》へと向き直る。

「《寮監かん》をどうにか誤ご魔ま化かせればいいのですが……、わたくしも全力は尽つくします。それよりも今は、白亜さんの身の安全が最優先だということを、お忘れ無く」

「了解だ」

　ぴしゃりと自分の両手で頰ほおを叩たたき、真しん次じ郎ろうは暖だん炉ろと向き合う。そこへ、

「ねえ、白はく亜あは本当に無事なの……っ？」

　堪こらえきれなくなったように飛び出して、真次郎のズボンを摑つかんだのは、

「ああ、きっと平気だ。心配すんな茉愛まちか」

　亜あ麻ま色いろのツインテ少女は赤くなってしまっている瞳ひとみで真次郎を睨にらみ付ける。

「おねがいよしんじろう、白亜をきちんと見つけないと、ゆ、ゆるさないからっ!!」

「言われるまでもねぇ、あいつは絶対連れて帰る。……、なあ茉愛、」

　しゃがみ込むようにして茉愛と視線を合わせた真次郎は、少女の小さな肩に手を乗せて、

「俺はな？　寮りようから見えるあの山のてっぺんにある温泉で、トンビに着替えを全部持って行かれても、無事にこの寮に戻もどってきた男だぞ？　だから、安心してここで待ってろ」

「ば、ばっかじゃないの!?　この、へんたいっ！」

　茉愛はおもわず小さな握にぎりり拳こぶしで真次郎の胸を叩たたいた。

「……でも、しっかりね、しんじろう」

「ああ、ちょっと行ってくる！」

　立ち上がり、真次郎はゴシックな暖だん炉ろのカラクリを作動させるべく、装飾の一つであるブラックドラゴンに手を掛かけ、がこん！　と鳴めい動どうさせれば、

「おい、凜りん！　準備はできてるか？」

「お話は全て聞いていました。行きましょう真次郎さん！」

　暖炉中央に黒々とした《抜け穴》が口を開け、首輪の少年の傍かたわらには、しゅたりと《アクア寮》の《忍び》、ふっくら小こ太刀だちメイドの上かみ熊くま谷がや凜が寄り添そう。




　　　　♥




「ぉぉおおいッ、いったいこりゃ、どういうこったぁぁああッ!?」

　──暗色に染しみ濡ぬれた天然石に四方を囲まれた《暖炉の抜け穴》、奥部。

　真次郎は自分の顔面を両手で押さえ込み、それを見た凜が「ひっ」と若じやつ干かん引き気ぎ味みになるくらいの変顔になりながら、

「確かに白亜の匂においは残ってんだよッ!?　なのにあいつが《下げ界かい》方面に抜けた痕こん跡せきも、森に出る《古ふる井い戸ど》の上に仕し掛かけて置いた小石も動いてねぇときたッッ!!」

　悶もだえ苦しむようにしゃがみ込む。

《暖炉の抜け穴》は単純構造である。内部はあたかもロールプレイングゲームにでてくる最初の洞どう窟くつのごとく一本道。多少はくねっていても、壁かべ伝づたいに歩けば途と中ちゆうに井戸から通じる横道があるきりで、慣れればどうということもないルートなのだが、

「そもそも、なんでこの《抜け穴》、いつもと雰ふん囲い気きが違ちがっちまってるんだ……？」

「ど、どういう、ことですか？」

　真しん次じ郎ろうのうめき声に、この薄暗すぎる《抜け穴》にも毅き然ぜんと立ち向かっていた凜りんの声にも、とうとう微かすかに動どう揺ようがにじみ、

「なんつーか……」

　真次郎は周囲を嗅かぎ回るシベリアンハスキーと共に地面に手足をつき、ぺたぺたと岩いわ肌はだをまさぐりながらふっくら小こ太刀だちメイドへ紡つむぐ。

「『地脈』っつうのか……？　そういうもんが変わっちまってる気がすんだ。だいたいだな、今日に限ってこの通路にこんなにも地下水が染しみ出してんのが解げせねぇッ！　おかげで白はく亜あの匂においが水流に散っちまって、オーベロンも相当参ってる」

　濡れた手を振ふるいながら立ち上がる首輪の少年。その拳こぶしを握にぎりしめ、

「くそっ！　白亜のやつ、なにをやってやがんだ……っ!?　行くんならきちんと《下げ界かい》に出やがれっつうんだッ！　こんなに簡単に行方ゆくえ不ふ明めいになんかなってんじゃねえぞッ!?　……しかたねえ、散々調べたし気も進まねえが一いつ遍ぺん、《下界》の出口の先を──」

「真次郎さん……、ちょっと、静かに……」

「んっ？」

　見れば瞳ひとみを閉じ、両腕を広げて深呼吸をするように精神を集中した表情の《忍び》、小こ太刀だちメイドの凜が、

「……こちらから、」

　なにかに操あやつられるようにすぅっと、右手の指で指し示すのは、

「風の音が」

「おぉう……ッ!?」

　指摘され、真次郎も初めてそれが神経に触れたかのように反応する。

「確かに……気付かなかったが、動いてんな……こっちに空気が!!」

　白亜の行方を捜そう索さくする二人と一匹は、風の抜ける方向へ慎重に進み始める。

「このあたりだと、思うんですが……」

「っと、これかっ!?」

　真次郎の記憶では、今まではただの奥まった窪くぼみとしてしか認識していなかったポイントで、

「こりゃ、どういうこった!?」

　ぽっかりと、まるで別の世界に繫つながってしまっているかのように岩がん壁ぺきが崩くずれ去っており、

「……は？　この下から、微かに白亜の匂いがしてくる気がするだぁッ!?」

　そこから這はい上がってくる気流をのぞき込むようにして嗅かぎ取ったオーベロンが真次郎を見上げた。

「まさか、この下に白亜、落っこっちまったのかッ!?　おおい！　白亜ぁぁあ！」

　真次郎は崩れ去った岩壁のスキマから、身を乗り出すようにして底知れぬ下方へと声を振ふり絞しぼるが、

「返事は、ねえが……」

　コウコウと流れる遠く不ぶ気き味みな風切り音が響いているばかりで、あの《風紀委員》がどこにいるかはようとして知れず、

「白はく亜あちゃ……、そん、なぁ……っ（くらぁっ）」

「っと、しっかりしろ凜りんッ！　まだそうだと決まったわけじゃねぇだろッ!?　もしかしたら、足でもくじいて、動けないでいるだけかもしれねぇじゃねえか！」

「どうしよう……っ、ねえ、どうしたらいいんですか真しん次じ郎ろうさんッ！」

　凜はぶるぶる震ふるえながら真次郎にすがりつき、涙なみだあふれる瞳ひとみで首輪の少年を見つめ上げる。

「凜……」

　一いつ瞬しゆんの逡しゆん巡じゆん、だが真次郎はすぐに意を決し、

「おまえは一度《寮りよう》に戻もどって、牡ぼ丹たんにこのコトを伝えろ。パニックになるかもだから、まずは牡丹だけに言うんだぞ？　できるな!?」

「……は、はい……っ」

　すると小こ太刀だちメイドはととっと真次郎から身体からだを離し、両手の甲で涙を拭ぬぐってこくこくと頷うなずき、

「でも、真次郎さんは、どうするんですか？」

「俺は、ちょっとこの下を確認してみる」

「そ、そんな……！　絶対に危ないですッ！　いくら真次郎さんでも、こんなに切り立った急斜面はどうにも──」

「大丈夫だ！　……危ねぇマネはしないから、とにかく急げ凜！」

「……は、はい！」

　ふっくら小太刀メイドは短いメイドスカートをひるがえし、真次郎の言葉に背を押されるように暖だん炉ろの出口へと駆かけ出す。

　それを見送った首輪の浮ふ浪ろう少年は、突とつ如じよ出現したとも云うべき崖がけへの入り口をもう一度のぞき込み、

「オーベロン、ここはおまえでも無理だろ……」

　足あし下もとから絶ぜつ壁ぺき。ほぼ垂直に切り立った岩いわ肌はだを見下ろす真次郎を、銀色の洋犬は真まっ直すぐに見つめ、

「ああ、わかってる。……そうだよな。けれど、俺とお前の二人なら──」

　少年は相あい棒ぼうたるシベリアンハスキーの頭に手を置き、そのまま撫なで下ろしながらしゃがみ込み、互いの額ひたいと額を押し付けるようにして目をつぶる。




「貸してくれるかオーベロン。お前の、その【野生ライフ】を」




　瞬しゆん間かん、生まれたのは別の気流。真しん次じ郎ろうの頭髪がぞふぁあっと乱れ伸び、

「んんッ!!」

　両りよう瞠どうはさらにぎらつき、すれた光を湛たたえ、あたかもずっと大自然の中で育ったかのような相そう貌ぼうへと変化する。

「ふぅぅ……」

　オーベロンの額ひたいから手を離し、今や完全に『狼おおかみ少年』と化してしまった、ごつくてファンシーな首輪の少年は、

「よし、おまえは万が一の時のために寮りように戻もどってろ。俺達は《第二種リラクゼーション案件》だ。茉愛まちかの側そばに行って、みんなの支えになってやってくれ！」

　相あい棒ぼうのシベリアンハスキーを送り出す。

「さぁて、行くかぁッ！」

　いよいよ一人になってしまった真次郎。

　彼は飛び込むようにして絶ぜつ壁ぺきを駆かけ下り、

「んッと、ととととおおっ!!」

　自由落下し始める己おのれの身体からだを、急角度の壁面を抉えぐるように削けずる足あし裏うらで制せい御ぎよし、

「っうしッ！」

　着地するのは、崖がけに張り付くように存在していたテーブルのような岩場。

「……だな。確かに、白はく亜あの匂においがするような……。ん？　こっちかどぅわぁああッ!!」

　突とつ如じよ崩くずれ去る真次郎の足場！　バランスを崩した野生児は、そこから一気に濡ぬれた急斜面をずるずるずるーっと勢いよく滑すべり落ち、

「ぐぅはっ!?」

　なにをする間もありはしない。まるでスキーのジャンプ台のようにせり出した岩から、虚こ空くうへと放ほうり出される。

「　　ッ!?!?」

　泥だらけになった自分の身体が放物線を描きながら飛ぶ感覚に、口から思わずドクロのマークが吐はき出されるほど、真次郎の全身が粟あわ立だつ。

「くッ!?」

　だが真次郎は岩壁に叩たたきつけられる直前、空中で身をひねり羽は織おっていたコートを脱ぎ捨て、ぎりぎりのタイミングで壁面を蹴けり、その反動で天てん井じようから生はえていた小さな鍾しよう乳にゆう石せきを両手で一本づつもぎ取り、

「どぅはッ!!」

　滑り落ちてきてしまった斜面に着地。その勢いのまま鋭い二本の鍾乳石の先せん端たんを濡れた地面にガツガツと突つきたて、

「だぁッりゃぁああくそがぁあああッッ!!」

　なんどもずべって脚を滑すべらせ膝ひざを突きながらも、がむしゃらに水の滴したたる急斜面を昇り始める。

「づがぁッ!?」

　ついには右手の鍾しよう乳にゆう石せきが砕くだけてばらばらになり、

「ふんぐッ！」

　左手の鍾乳石で行く手を塞ふさいでいた岩場を撃げき破はした真しん次じ郎ろうは、

「あぶぶぶぶ……ッ!!」

　冷たすぎる清水が勢いよく幾いく筋すじも滝になって流れ落ちる狭せまい岩場をくぐり抜け、ようやくふりだしとも言える、自分が脚を踏み外はずした場所まで戻もどって来た。

「ふぅ……危うく、なんの脈みやく絡らく無く死ぬところだった……！　生身で来てたらどうにもならなかったぞッ!?」

　そしてずぶ濡れになった犬のように全身をぶるぶると大きく震ふるわせ、周囲に水分を振ふり飛ばすと、

「くそっ。早く白はく亜あを見つけなきゃ、あいつもやべぇ……ッ！」

　狼おおかみモードの真次郎は山間部に住む原住民達が使う難所のように狭い足場を、こんどは極めて慎重に進んでいく。

「……ん？」

　しばらく進むと、ぱらりと小石が前髪に落ちかかり足あし下もとに散らばった。

　つられるようになにげなく見上げた崖がけ上うえ。

「……い、」

　真横に生はえた鍾乳石のような部分に、

「いたぁああああああッ！」

　真次郎は発見する。巨大なコンドルに背中をちょんと摑つかまれて上空に静止させられているようなポーズの、それはまさしく、

「白亜おまえッ！　なんてところに引っかかってんだぁああッ!!」

「……あ、真次郎？」

　その声が届いたのか、ふっと瞳ひとみを開けた白亜はむにゃむにゃと目を擦こすり、

「ね、寝てたのか!?　おまえ、そこで眠っちゃってたのか!?」

「ここはどこ？」

「俺が聞きてえよ!!　おまえなんでそんなところにいるんだよ!!」

「私、真次郎のために、プリンを持って行こうとしたのに……」

「あぁあっ、動くなぁあッ！」

　もとより道中でかなりのダメージを衣服に与えていた白亜である。羽は織おっているシャツは無人島生活をしたように破やぶけており、彼女をかろうじて岩に引っかけていたホットパンツのベルト部分は、ついにその瞬しゆん間かん、真しん次じ郎ろうの目の前でぶっちぎれ、

「あっ」

「ぐぅぉおおおッッ!!」

　どさり……と白はく亜あが落下したのは、待ち構えていた真次郎の腕の中。

「つつつぅぅ……」

　白亜のおっぱいとおなじく、大きめのお尻しりを両手と胸で受け止めた真次郎は、彼女の体重と地面にサンドイッチされた状態。そんな首輪の少年に、

「真次郎、もう風邪かぜは平気？」

「風邪じゃなくて今のこの俺の状態を心配しろ白亜……ッ！　ちなみにどっちも平気だがッ！」

「……髪、伸びた？」

「そういうのはいいからっ！　もう降りてくれ！　重いからっ！」

　出会った時と同じように伸びまくった真次郎の髪の毛、特にイヌ耳状になった三角をいじる《おっぱ委員》を押しのけるようにして真次郎は身を起こし、

「とりあえず寮りように戻もどるぞ白亜。おまえ、怪け我がとかないか？」

「へいき。どこも痛くない」

「よし、んじゃあ……」

　と、尻しり餅もちをついている白亜に手を伸ばし、

「ん？」

　かくんと視界が下がったことに真次郎は驚き、

「あれ？　俺、足、……ぐねってる……!?」

　その異変に気が付く。左の足首から下に力が届かない。というか痛い。

「おいおいおイィ……ッ！　待てッ！　これだと、白亜を担かついでこの崖がけを登ることはおろか、俺すら寮に帰れねーんじゃねーかッ!?」

　今や逆に《おっぱい風紀委員》の白亜が、膝ひざをついてしまっているこちらの手を引き、心配そうに首を傾かしげているという光景に真次郎は愕がく然ぜんとしてしまうが、

「怪我しちゃったの？　真次郎」

「い、いや気にすんな白亜ッ！　おまえはちゃんと送り届ける!!　まだ方法はあるんだ！」

　真次郎は首に巻かれたごつくてファンシーな革首輪の鋲びようの一つを押さえ、

「おおい！　牡ぼ丹たんっ！　緊急事態だ！」

「真次郎……？」

「大丈夫だ白亜、今助ける！　……おい、牡丹！　聞こえてねぇのか？　白亜を見つけたんだぞっ！　…………、……だからまて白亜！　おまえなに心配そうな顔してんだ!?　……あ、ち、ちがうっ！　これは独ひとり言ごとじゃないんだって！　この首輪で牡丹と会話できるんだよ！　まじで！　俺そう聞いたんだもん！　妄もう想そうなんかじゃないッ！　も……もしもし！　牡ぼ丹たん！　こちら真しん次じ郎ろう！　応答願います！　頼むからぁぁッ!!」

「可哀想かわいそうな真次郎。ずっと寂さびしかったんだよね？」

「ちがう！　そっと俺に抱きついておっぱいを押し付けてくるな！　本当なんだって!!　別にこれは孤独のあまりに生まれた俺の一人芝居じゃねえんだよ！　どれだ!?　どの鋲びようが通信スイッチなんだ!?　こっちのこれかッ!?　おい！　ふざけんな牡丹ッ！」

『（ザザザ……ざざっ）』

「おおッ！　繫つながったか!?　牡丹おい！　見つけたぞ白はく亜あを！　今ならオーベロンが俺の匂においをたどれるッ！　凜りんと一いつ緒しよにすぐに──」

『もうしわけありませんが……』

「おい牡丹ッ!?」

『……現在、電波の通じないところにいるか、電源が入っておりません。しばらくしてから、もう一度おかけください』

「意味がねぇじゃねえかぁッ！」

　真次郎は思いっきり首輪を足あし下もとに叩たたきつけ、しかしもちろん、首輪は外はずれず自分ごとずざぁッ！　と地面に転がってから、

「しかたねえ……、こうなったら行けるとこまで、行ってみるか……ッ!?」

　真次郎と白亜が今いるのは、切り立った崖がけの中腹にへばりつく、平たく太い蔦つたのような足場である。

「どこに通じてるか、わかんねぇが……」

「真次郎、手伝う」

「わ、わりいな白亜。頼むよ」

　蓬ほう髪はつの狼おおかみ少年状態の真次郎は、白亜に肩を借りながら、空気の流れる方へと歩み始める。

　そして、

「お……？」

　二人の前方に微かすかな明かりが見え始め、近づくにつれ、それはどんどん広がっていき──

「すげえところに出ちゃったな……」

　横合いから射し込む光と広大な景色が、真次郎と白亜の視界に飛び込んで来た。

《アクア寮りよう》から外を見たときに天を覆おおっていた雨雲は、いまやどこかに過ぎ去ってしまったらしい。

　山脈の稜りよう線せんに今沈まんとしている朱金色の太陽が浮かび上がらせているのは、《清せい流りゆう学がく園えん》その聖せい域いきの全てであり、二人がいたのは、それを一望できる高い崖に横よこ一いち文もん字じに入った亀き裂れつであった。

「ここが、真次郎の言う《下げ界かい》？」

「どうみても違ちがうだろ。だいたい……ほれ！　あそこに見えてんのはお前らが通ってる学園の校舎だろ？　まあ、今は雨があがったばっかみたいで、山と森全体に霧も掛かかってどっちかつうと天国ぽいけど……って、あれ？　俺達死んでないよね!?　うぅいてててて!!　ほっぺをつまんで引っ張るなぁっ！」

「生きてる？　ねえ真しん次じ郎ろう生きてる？」

「生きてる！　真次郎は生きてる！」

　狼おおかみ首輪の少年はそのままよたよたと後ずさり、ずさりと背中を崖がけに寄りかからせると、

「はぁ、ふぅ……とりあえず、いったん、休むか」

　そのままずるずる、へたり込む。

「真次郎」

「ん？　どうした白はく亜あ」

　そのとなりに、ちょこん座りしてくる薄着の《おっぱ委員》は、いつもの半分夢見てるみたいな表情で、




「あなたに助けられたのは、これで何度目？」




「……は？」

　真次郎は一いつ瞬しゆん、腰こしを浮かし気ぎ味みにして、

「あ、ぁあ、ええと……」

　慌あわてて指を「いち、にい、さん……じゃなくてっ！」と折ったり伸ばしたりして、

「に、二度目だろ？　ほら、火事があったっつう日の夜に《アクア寮りよう》の階段の時と、今の、これと……っ」

「そう……？」

　そして白亜は同じように「いち、にぃ、さん……？　じゃなくて……」と指を折ったり曲げたりしたあと、

「真次郎がそう言うなら、そうかも」

　こくりこくりと頷うなずく。

「ふぅ……」

　真次郎は少しだけ白亜から顔を背そむけて緊張をほぐすように息を吐はき、

「つうか白亜、そういうのは回数とか、あんま関係ねーだろ」

「そう？」

「だってさ……」

　いつも通りきょとんと首を傾ける《おっぱ委員》に、真次郎はうつむいたまま、

「……おまえ、オーベロンやパックのこと、いつも助けてくれてただろ……？」

　白はく亜あのおっぱいがその時、彼女の想いを代弁するかのようにたぷゆっと跳はね動く。

「真しん次じ郎ろう、前から気になっていたの」

　首輪の少年の表情を観察するように身を乗り出しながら白亜は問いかける。

「あなたを初めて《アクア寮りよう》で目覚めさせた時に、真次郎はオーベロン達のことをすごく心配してたけど」

「それがなにか、おかしいか？」

「うぅん、そうじゃなくて」

　白亜は、どうやってそれを伝えようか言葉を選ぶようにこくびを傾かしげた後、少年の首輪に指先を当てながら、




「真次郎は私がオーベロンやパックの名前を教える前から、どうしてあの子達の名前を知っていたの？」




「へぇあッ!?」

　真次郎は突とつ如じよ、変わった形のタマゴを吞のまされたかのように、喉のどを強こわばらせながら白亜を見返し、

「あ、あっ？　い、いやぁっ!?　だって、俺、白亜達が、そう呼んでたから、それを真似まねしたに、過ぎなくて……っ!!」

「ちがう」

　すると依い然ぜん夢見たままのような少女は首を振ふり、

「真次郎はあの日、目を覚まして、私があの子達の名前を言う前から、そう呼んでた」

「そ、そうだったかっ!?　いや、待て待て待てって！　つうかさ──」




「オーベロンとパックの名前は、私が付けた名前なのに」




　首輪の少年は「うぐ……っ」と声を詰まらせた。

「もしかして、真次郎も、あの時から、ずっと側そばにいたの……？」

　ぴくっぴくっと蓬ほう髪はつの中のイヌ耳毛だけが、真次郎の頭で動き、

「……ああ」

　少年は、どこかを一周して、ほっと落ち着いた声と眼まな差ざしで白亜を見た。




「俺、白亜がずっと前から、女子寮のみんなに内ない緒しよで、この《アクア寮》に一人で来て、玄関先でオーベロン達にエサをくれてたこと、知ってる」




　真しん次じ郎ろうはつい昨日の出来事を思い出すように、口の端はに笑みすら浮かべ、

「白はく亜あが『森の仲間達アイツら』に、初めて名前を付けた時も、俺、すぐ側そばにいたよ。隠かくれてた。笑っちゃうことにさ、俺、それまでアイツらを名前とかで呼んでなくって、びっくりしたよ」

「ねぇ真次郎」

　白亜がじりじりと、さらにこちらに近づいて来ていることに真次郎は気付いていた。

　でもなにも言わなかった。

　ついには《アクア寮りよう》の《風紀委員》たる少女は、くるりと潜もぐるようにして、真次郎とぴったり、隣となり合って岩場に座り込んでくる。そして、

「真次郎も、食べてくれた？」

「あー、うん……」

《アクア寮》の《第二種リラクゼーション案件》である少年は、眼前に広がっている雨上がり、薄はく暮ぼの空と《学園》の広大な敷しき地ちを視界に収めながら、

「俺、おまえが持って来てくれる中で、ロールキャベツが一番好きだったよ」

　白亜はそれに応こたえるように、重ねていた真次郎の手をぎゅっと握にぎり、それから首輪の狼おおかみ少年を引き寄せるようにして、彼によりかかる。
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「真次郎って、最初すごく怖こわかった」

「まじで……？」

「うん。でも……」

「でも、……なんだ？」

「かわいいから、飼おうって決めた」

「なんだそりゃ……」

　真次郎はくつくつと笑って、すぐ目の前にある白亜の安らかな息を感じながら、

「俺も、白亜や寮のみんなには感謝してる。オーベロンやパックに良くしてくれるしよ」

　白亜はそれに、親ネコが子猫をあやすように、真次郎へ寄り添そわせた身体からだを揺ゆすってから、

「ペットは、家族だもの」

「……でもよ、こういうの、これからもずっとってわけには……」

　真次郎が軽く息を止めたことに白亜は反応する。

　そして彼女が真次郎の表情を確かめようとして顔を上げたのと同時、首輪の少年はそんな白亜の視線から逃のがれるようにしてゆっくりと、立ち上がった。

「真次郎……？」

　その袖そでを、白亜が摑つかむ。

「な、なんだよ」

「……真次郎は、どこかに行っちゃうの？」

　少年は、少しだけ「んんっ？」と眉まゆ根ねを寄せてから、

「俺に、ここ以外のどこに行けっつーんだよ」

　ふと我に返るように思わずそう言っていた。真しん次じ郎ろうは今さっきまで自分がなにを考えていたのかよくわからなくなってしまい、コリコリと蓬ほう髪はつに覆おおわれた後うしろ頭あたまを搔かいていると、

「真次郎、足は？」

　ふらつく様子も見せない野性味溢あふれすぎる少年を見上げた白はく亜あは、じろじろと真次郎の変わり果てた全身を観察しながら問いかける。

「ん？　ああ、今は治りが早いみてぇだな」

　真次郎はぐねった左足の爪先をとんとんと地面に打ち付けて確認。そして、

「……まて、そういえば、今日は《定例会》があるんじゃなかったか!?　それに遅れたらマズイんだろっ!?」

「あっ」

　二人が顔を見合わせたその瞬しゆん間かん、




『真次郎殿、聞こえますか』




　ファンシーなのにごつい防具のような少年の首輪からクリアな声が。

「あ、牡ぼ丹たんッ!?　……こ、これっ、外に出たから通じるようになったのか!?　幻げん聴ちようじゃねえだろうなッ!?」

　首輪をこねくり回すように慌あわてれば、

『たった今、真しん次じ郎ろう殿の信号をキャッチしました。白はく亜あさんは無事、見つかりましたか？』

「おう、ばっちりだ！　今から帰るけど、《定例会》の方はどうなった？」

『《寮りよう監かん》の先生は定刻通りにやってきました』

「お、おいっ！　だったら──」

「しかし、まだ《定例会》は始まっていません。寮生のみんなが、なぜか《寮監》である先生に対して、これまでのお礼を書いた寄せ書き色紙を手渡し、次々にのっぴきならない人生相談を持ちかけて、開始時間を遅らせているのです」

「そ、そりゃ本当か!?」

「まったく、しかたがないことです」

　真次郎は口くち笛ぶえを吹いて安あん堵どする。深い息と共に肩からゆるゆると力を抜いていると、

「牡ぼ丹たん、心配掛かけてごめん」

　白亜が真次郎の首輪へと立ち上がり、

『ご無事でなによりです、白亜さん。事情は寮に帰って来てから聞かせてください。……では、お気を付けて。準備は整えておきます』

　ふつっと通信の終わる感覚が首輪から伝わり、けれども確かに残る安心感に二人は頷うなずきあって、

「んじゃ、帰ろうぜ白亜、《アクア寮》によ。今ならおまえを背負っても、なんとかあの崖がけ、登れると思うからよ！」

「ありがとう、真次郎。本当にいいこ」

「だから、マジでペット扱あつかいするんじゃねぇって……ッ！」

　真次郎を無む理り矢や理りしゃがませて、ふさふわの髪をなでなでしてくる白亜に戸と惑まどう真次郎だったが、

「ふぁぁあ……」

　類たぐい希まれなおっぱいを持つ《風紀委員》は真次郎の頭をかいぐったまま、大きく伸びてあくびすらかまし、するするすとんと、再び岩場に腰こし掛かけてしまうのだ。

「お、おいっ、白亜！」

　引きずられるようにして同じく尻しり餅もちをついてしまう真次郎。そんな狼おおかみ状態少年をまくらやふとんのようにたぐり寄せ、ついでに真次郎の頭や喉のどをくりくりと撫なでながら、ウトウトし始める白亜に、

「はぁ……。まあ、もうちょっとだけなら、このままでいいか……。ふぅぅあ、俺も安心したらどっと疲れが出たっつうか……病み上がりにはキツイだろ、これ……」

　頭をいじられる気持ちよさに、真次郎もふっと目を閉じる。




　……いつまでたっても帰ってこない白はく亜あと真しん次じ郎ろうを心配した《アクア寮りよう》の《救助班》が崖がけ下したで寄り添そうように眠りこけてしまっていた二人を、発見したのは、それから五十分後。

　まさしく、《定例会》開始ぎりぎりのタイミングであった──。










　　　　♡♥♡




　──翌日。

「って、なんでやっぱりこうなるぅぅぅッ!?」

　真次郎の声はまたしても《アクアの湯》特有のリバーブで広い浴室内に響き渡り、

「そ、そんなに動くと危ないです真次郎さんっ！」

「そりゃ凜りん！　お前がハサミじゃなくて『にっか──』じゃねえッ！　『ぴょんぴょん丸』で俺の髪を切ろうとしてっからだろぉおぉ……ッ!!」

　叫ばずにはいられなかった。なにしろ、

「なんなんだこれは！　おすもうさんの断髪式かッ!?　もうおまえら何周目だよ！　握手会とかじゃねえんだぞぉぉ……!!」

　この《アクア寮》の《大浴場バスルーム》には今、この寮のほぼ全ての住人が浮ふ浪ろうの首輪少年、また伸びてしまった真次郎の髪の毛を切ろうと、二列くらいの行列を作ってかわりばんこにハサミを入れているのだ。

「苦情がでたのです、真次郎殿」

「また苦情ッ!?　こ、今度はなんだってんだよ牡ぼ丹たんッ!!」

　他の寮りよう生せいと同じく、小さなバスタオルを身体からだに巻いただけの《寮長》、影かげ森もり牡ぼ丹たんは、今回は目め隠かくしは無し、その代わり手足を厳重に固定されて風ふ呂ろ場ばの椅い子すに座らされている真しん次じ郎ろうの耳元で、

「真次郎殿の髪の毛を前回、四人だけで切ったのはずるい。やるなら自分達もと、申し出がありまして」

「ありましてじゃねえだろ！　ふざけんなぁ！」

　と訴うつたえる真次郎の髪の毛は、今も和気あいあいと仲良く寮生達によって短くされてゆき、

「っておい！　あんた、ええと、《暗黒委員》の和わ銅どう黒くろ谷やミサさんだっけッ!?　なんであんた俺の足あし下もとに黒いパンツをお供そなえして拝おがんでんの!?　俺はそういうんじゃないんだよッ!?　お、おいっ！　茉愛まちか！　頼むから助けてくれよっ！」

「あ、ひゃ……っ！」

　まるでこそこそと他の寮生の影に隠かくれて行動していたような亜あ麻ま色いろツインテ少女に、真次郎はいつも通り声をかけたつもりだったのだが、

「な、な、なによっ！　ちょっと、急に話し掛かけないでっ！」

「あれぇっ!?　なんでいきなりに他人行儀ッ!?　茉愛サンっ!?　あなた、俺を彼氏だと言い張る《亜麻色の子狐フオツクス・フラツクス》大おお野の原はら茉愛サン（十歳）ですよねっ!?」

　さらに真次郎が追つい撃げきすると、

「茉愛は、いっぱい人がいるから照れてる」

「ちょっとばかおっぱい！　余よ計けいなこといわないでっ!!」

　寮りよう生せいの中でも一ひと際きわ背の低い茉愛は、慌あわてるように真次郎からぱっと顔を背そむけると「もう信じられないっ！」と人混みをかき分けてバスルームから出て行ってしまい、

「は、白はく亜あ……？」

　浴室の出入り口に意識を向けたまま、《風紀委員》に説明を求める真次郎。しかし、

「《寮生活》には娯ご楽らくが少ないから、髪の毛、我慢してね真次郎」

「え、あ、お、おうっ……？」

　若じやつ干かん、軸じくのずれた白亜の言葉に、真次郎がコクリ……？　と頷うなずけば、

「それにしても真次郎、今回は本当にありがとう」

「へっ？　あ、ま、まあ、そういうのはよそうぜ白亜っ」

　今度は真次郎が視線を逸そらす番だった。

「なんつーか、元はと言えば、俺が変なうわごとを言っちまったのが原因だし……」

「うぅん、違ちがう。真次郎は、この《アクア寮》に、いっぱい色々なものをくれたから」

「はっ？」

　だが再び白亜を見上げた真次郎の前には、《おっぱい風紀委員》と並ぶようにこちらをのぞき込んでいた影森牡丹が、

「ですから真しん次じ郎ろう殿。これは白はく亜あさんや他の寮りよう生せいとも話し合った結果なのですが、これからはもう真次郎殿を《第二種リラクゼーション案件》と呼んでは失礼にあたるのではないかという意見がでているのです」

「ま、マジかッ!?　つうことは……!?」

　艶えん然ぜんと自みずからの胸元に手を当てる《寮長》。彼女はその豊かな谷間から、するすると細い鎖くさりを引き抜く。

「そ、それはッ！　この首輪の……鍵かぎッ!!」

　真次郎の目の前で、彼の首に巻かれた首輪と同じ装飾が施ほどこされた鍵が、《寮長》の手によって首輪の鍵穴に差し込まれ、そのまま喉のど元もとでかちゃんッと、

「うおおおお！　は、外はずれたッ!?　すげえええッ！」

　そして真次郎が数日ぶりに首元に外気の涼しさを感じた、次の瞬しゆん間かん、




　がちゃり




「え……？」

「今後、真次郎殿は《名誉・第二種リラクゼーション案件》として、《寮生》の一人を救った今回の逸いつ話わを、代々この《アクア寮》に残していく事となりました」

「ぁぁあああッああッ!?　な、なんか、首輪がグレードアップしてるぅぅうッ!?　しかも更さらにファンシーで豪ごう華かにかっこよくッ!?　って、うおぉおッ！　な、なんだよそれ牡ぼ丹たんッ！　……その、額がく縁ぶち付きの絵画に描かれてるのって、俺ッ!?　っつか、それすごい勇ましいけど『猿』として描かれてねぇかッ!?!?」

　わなわなと震ふるえる真次郎の頭髪は、すでにだいぶ短くなっている。彼の髪の毛を切っていた寮生達も、たった今公開された油絵『《勇者》真次郎（猿）』の荘そう厳ごんな雰ふん囲い気きに思わず声を上げていて、

「い、いやっ！　だめだろこれはぁああっ！　なんでおまえらちょっと涙ぐんだりしてんの!?　ほんとにこの寮には娯ご楽らくが無いのなッ！　だめだろきちんと俺をニンゲン扱あつかいしなくっちゃぁあああッ!!　なあ、おい、白亜ッ！　おまえはこんなの許さないよな！　おまえは俺を、きちんと認めてくれよなっ!?」

「真次郎……」

「だよな、白亜っ！」

　真次郎は、もうこの三みつ峰みね白亜という《おっぱ委員》の、いつも夢見てるみたいな表情が読めるようになっているのだ。

　この寮に来たばかりの頃は無理だっただろう。

　けれど、彼女のこの瞳ひとみ。白亜のこれは、深い慈いつくしみに溢あふれた表情！　……に違ちがいないのである！

「うん、真しん次じ郎ろう……？」

　彼女が今こうして差し出してくる腕が、手の平がきっと救ってくれる。

　三みつ峰みね白はく亜あには愛がある。

　それを俺は、知っている……ッ！

「お手」

「やっぱりおまえもなのかよぉぉおおッッ!!　だから、俺にお手をして欲しかったらこの拘こう束そくをほどけぇぇ……ッ！」

「さあ、断髪式の続きです」

「まだ続けるのッ!?　もういいだろ牡ぼ丹たんッ！　これ以上やったら俺の髪の毛なくなっちゃうよ!?　だめだって！　もう無理！　それ以上切っちゃだめっ！　あ、あぁああッ！　お願いだから、せめて、おてやわからにぃぃ……っっ！」




　──負けるな真次郎。がんばれ羽生はにゆう真次郎。

　男の子ペツトを知らぬお嬢様達の振ふる舞いは、これでもまだまだ、序じよの口くちなのだから。
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「牡ぼ丹たんちゃんのポストにも、お手紙が届いてましたよ？」

　制服姿すがたの《寮りよう長ちよう》は、その言葉にちょっとした書き物をしていた手を止め、

「ありがとう、上かみ熊くま谷がやさん」

《忍び》の凜りんへと礼を言った。

　小こ太刀だちメイドは玄関脇わきにある古めかしい集合ポストを確認した帰りなのだろう。自分宛あてに届いてた巻物を何本も抱かかえ、ずいぶんと機き嫌げんが良さそうだった。

　影かげ森もり牡丹は玄関ロビーのソファーから立ち上がり、にこやかな上熊谷凜とすれ違う。

　──《清せい流りゆう学がく園えん》に所属する生徒は、基本的に外部の人間とのやり取りを禁じられている。

　ただ家族間の手紙だけはその限りではなく、よって、兄弟の多い凜がこのように巻物を抱えているのは珍しくない光景なのだが、一人っ子の牡丹に手紙が届くことは稀まれである。

「さて……」

　と彼女が自分に割り振ふられたポストを確認してみると、確かにＢ５ノートサイズの薄い封筒が届いている。それを大事に小脇に抱え、牡丹が《寮長室》へ向かおうとすると、

「あら、真しん次じ郎ろう殿」

「うッ!?　牡丹……ッ!?」

　ぎょっとした顔の羽生はにゆう真次郎と廊下の角で鉢はち合あわせになった。

　見ればこの《アクア寮》唯ゆい一いつの男子にして《第二種リラクゼーション案件》に指定されている彼の口の周りに、甘い匂においのするクリームがくっついている。

「真次郎殿……？」

　彼の後方には寮の胃袋を管理する《厨ちゆう房ぼう》が見える。どうやら首輪の少年はそこで、またなにかつまみ食いしてきたらしい。牡丹は自分の唇くちびるに指を当て、

「このあたりに、なにか」

　ただでさえ不意に《寮長》と出会いキョドっていた真次郎は、「ッ!?」ともんどり打つように口元を袖そでで拭ぬぐい、

「い、いやッ！　そんなコトより牡丹はエライ……ッよなッッ!!　りょ、《寮長》だしッ!!　みんなの面倒も見て、今日はいい天気だし！」

　話題の逸そらし方、すごい下手へたすぎじゃないだろうか。牡丹は呆あきれ果てたが、

「そうですね、そろそろ季節も変わる頃合いです」

　いつもならこのまま有無を言わさず《寮長室》で真次郎をたっぷりと折せつ檻かん＆調教コースだが、今はあいにく、それに勝まさる用件がある。

「真しん次じ郎ろう殿はこれからどちらへ？」

「あ、え……、じ、自分の部屋に、戻もどるけど……。あ、あれ？　牡ぼ丹たん……？」

「そうですか。では」

　呆あつ気けにとられている真次郎ともすれ違ちがって、牡丹は《寮りよう長ちよう室》へと向かう。いつもとは異なる《寮長》の態度に口をぱくぱくさせている《名めい誉よ・第二種リラクゼーション案件》の視線を背中に感じながら、やがて目的の部屋に無事、辿たどりつく。

「……、ふぅ」

　扉の鍵かぎをかちゃんと閉め執しつ務む机に向かうと、Ｂ五サイズの封ふう筒とうを丁てい寧ねいに開封。中からさらに数通の細長い定型封筒を取り出し、順番に中身を広げる。

　合計六通の書面。それと小さなビニールに密閉された黒いモノを順番に確認しながら、牡丹はつぶやいた。

「……やはり、確認しておいて正解でした」

　彼女はなにかの証明書のような体てい裁さいの書面を再度確認し、一息つく。

　牡丹が今視界の端はしに捉とらえている『ビニールに密閉された黒いモノ』の正体は、毛髪である。

　見るからに硬い髪質は、明らかに牡丹本人のものではない。

《寮長》は席を立ち、部屋の隅にあるティーセットから自分で紅茶を入れ、席に戻ると、

「なるほど、真次郎殿の次とは、つまり二人目の……そのままバックアップ扱あつかいとして……」

　添てん付ぷされていた別資料に目を落としながら、牡丹はなにかに思いを馳はせている。そして、

「これは、もう少し詳くわしく調べる必要がありそうです」

　牡丹は机に並べた品々を封筒に戻し、金庫にしまうと、いそいそと銀色のトレイに新しいティーセットと茶菓子を用意し始める。

　電気ポットの湯が沸わくのを待ちながら、彼女は携帯型の情報端末で真次郎の位置情報を確認。

「屋や根ね裏うら部屋でのティータイムも、たまにはよいでしょう」

　突然《寮長》が自室に押し掛かけてきたら、あの《第二種リラクゼーション案件》はどんな顔をするだろう。牡丹はくすくすと笑い、それからふと、表情を戻し、

「……おかしいとは思いませんか？　こうもあなたに都つ合ごうのよいコトが次々と起こり続ける、この《世界》のあり方が」

《アクア寮》の《寮長》は、ちょっとした襲しゆう撃げきの用意を調ととのえ終わると、張り詰めた胸元、彼を縛しばる『鍵』を制服の上から確かめた。

「覚かく悟ごしてください？　真次郎殿」




「『羽生はにゆう家』に隠かくされた『遡そ行こう因いん果が理論』の秘密は、必ずわたくしが解き明かします」




　──女子寮再炎上は、そう遠く無い日に現実のものとなる。
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[image: ＥＸトラップ　《寮長》影森牡丹のペンシルバニアファミリー]
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　その日、《清せい流りゆう学がく園えん》は休日で、朝を迎えた《アクア寮りよう》もそれなりの穏おだやかさ、のんびりムードで時を刻きざんでいたのだが……




「牡ぼ丹たんッ！　頼む！　マジでやばいんだって……ッッ!!」




　いくら学校が休みの日だったからと言っても、《アクア寮》の《第二種リラクゼーション案件》である羽生はにゆう真しん次じ郎ろうが、同じく『今日はゆっくり』とくつろぎの一日を過ごせるとは限らない。

「あ……開けろ牡丹っ！　ドアを開けて俺を入れろぉぉっ！」

　むしろ寮生達がずっと《アクア寮》にいる分、真次郎は早朝からあっちこっちに駆かり出され、現に今も、

「ちょっと牡丹っ！　まさか部屋にいないのか!?　お前のためにご注文の品である『ほうれん草とベーコンのマカロニグラタン』を持って来たんだって！　ブランチってヤツだッ!!」

　時刻は午前十時半。《アクア寮》三階の廊下にて、

「《お料理クツキング部》の部長サンが腕によりをかけて作ってくれたヤツなんだぞッ!?　手作りホワイトソースなんか器の縁へりでまだすげえグツグツ言ってるんだって！　んで俺は、それをなんでか素す手でで持って来ちゃったんだよぉぉぉおおッ！」

　湯気を立てている大きなグラタンの器を両手に、真次郎は悶もん絶ぜつの一人タップダンス大会を開催していた。

「ヤバイッ！　俺全然熱いの大丈夫じゃなかったッ！　ぁぁぁああッ素手は無理ィィッ!!　やっぱ無理ィィッッ!!　熱いっ！　早くっ！　ねえ牡丹ッ！　おねがいだからぁぁッ!!」

　両手の塞ふさがったままの真次郎は、ついに牡丹の部屋の扉をごつごつごつつッ！　と頭づ突つきでノックし始める。

　するとついに、

「……もうしわけありません」

　部屋の主、《寮長》影かげ森もり牡丹は、かちゃぁ……っと僅わずかなドアのスキマから首だけを出し、真っ赤に焼けた鉄の靴を履はかされた意地悪な継まま母ははみたいに廊下で踊り狂う真次郎へと、

「頼んでいたことを、すっかり忘れていました」

「そりゃねえだろぉぉッ！　昨日の夜のコトだぞッ!?　いいから入れろッ！　もう手が限界なんだよッ！　そしてあわよくばお駄だ賃ちんとして一口だけでいいからくださいっ！」

　がしかし、牡丹はまるで扉に隠かくれるように部屋から顔だけを真次郎に向けて、

「いえ、もう少しそこで待っていてはもらえないでしょうか」

「ふざけんなぁぁッッ!!　もう限界なの見ればわかんだろッ!?　真っ昼間からハダカでもあるまいし、い、いいから……入るぞッ!?　入るからなッ!?」

「も、もう少しだけお待ちください、真しん次じ郎ろう殿……！　ま、まだ準備が……っ！　」

「準備ってさてはまた俺をオモチャにする気だろッ!?　そんなのさせてられっかぁ！」

『羽生はにゆう真次郎』改め、『熱々グラタン持ち郎』と化した首輪の少年は、こちらを押しとどめようとする《寮りよう長ちよう》が開く扉のスキマへ強引に肩を入れ、

「あっ、し、真次郎殿……っ！」

　抵抗する牡ぼ丹たんをすり抜けるようにして彼女の部屋に潜もぐり込む。そして、

「づぅああーッ！」

　真次郎は扉のすぐ脇わきにあった小テーブルの上にグラタンを置き、真っ赤になってしまった両手で自分の冷えた耳をつまむのだが、今度は逆に耳を火傷やけどしそうになり「ああふぅぅ……ッ！」と声を漏もらしつつ、冷たい所を求め、今度は変質的なナルシストのように自分の身体からだのいたる所を抱きしめ続ける。

「はぁ……はぁ……」

　痺しびれたようになっていた両手がだいぶ落ち着き、真次郎に余裕が回復してくると、

「お……？」

　彼にもようやく、自分が《寮長》影かげ森もり牡丹の私室へ無む理り矢や理り突とつ入にゆうしてしまったのだという状況が飲み込めてきて、

「ん、んん……っ？」

　首を傾けるコトとなった。

　──彼は一度、彼女が執しつ務むを行う《寮長室》になら、入ったことがある。

　そこはまさしく『《寮長》の為ための部屋』ともいうべき重厚さと威い厳げんを備えた調度品の数々が設しつらえてあり、真次郎はその延長線上のイメージを、彼女の『私室』に持っていたのだが、

「なんだか、想像と違ちがうような……」

　今いるこの部屋は、なんだかふんわりとした暖かみに溢あふれている。

　壁や天てん井じようも、淡いブルーやピンクが多用されたメルヘンチックな壁紙だったし、テーブルや棚などの調度品も柔らかなアイボリーやシルバーで統一されていて、

「ファンシーというか、絵本っぽい？　というか……」

　ここはまるで、幼子が大切にしている玩具おもちやの『お人形の住む部屋ドール・ルーム』のような部屋なのだ。

「な、なあ、牡丹？」

　真次郎はそんな光景に、なぜか急に不安になって来てしまい、とっさに部屋の主へと視線を向けたのだが、

「って、ぼ、牡丹ッ!?」

　閉じられたドアの前。

「お、おまえ、それは……」

《寮りよう長ちよう》影かげ森もり牡ぼ丹たんの身体からだをぴったりフィットで包んでいたのは、まるでパジャマのような白いもこもこの着ぐるみ。
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「真しん次じ郎ろう殿……、こ、これは……っ」

　そこにはまさしくこの『お人形の住む部屋ドール・ルーム』に住む、うさぎのお人形が立ち尽つくしていたのだ。なおかつ、白い耳付きのフードの下にある顔を真っ赤にしてうつむく《寮長》の表情は、今や真次郎を前にして焦あせりと羞しゆう恥ちにまみれてしまっており、

「なんか、めちゃめちゃかわいいぞッ!?」

　動転した首輪の少年は思わず口走っていた。

　なにしろ真次郎はこの《アクア寮》に捕とらわれてからというもの、制服をかっちりと着こなす──そして規則通りに着用すればするほど妖よう艶えんになってしまう──牡丹しか見たことがないのだ。

　それなのに、今やディフォルメされたうさぎハンドにすっぽりと包まれた両手をモジモジさせ、さらに頰ほおを赤らめてしまっている牡丹は、

「……どうして、見てしまったのですか……？」

「え、ど、どうしてって……？　おい、いやっ！　俺は、全然そんなつもりは……ッ」

「わたくしとしたことが、迂う闊かつでした……っ」

　白いうさぎの着ぐるみの中で、さらに耐えきれなくなった恥ずかしさを沸ふつ騰とうさせたような牡ぼ丹たんは、とことこと真しん次じ郎ろうとすれ違ちがうように部屋の隅すみの方へと移動していく。

「お、おい、牡丹……？」

　一方、私室への侵しん入にゆう者しやである首輪の少年は、熱風すら発生させる勢いで顔を赤くしてしまっているうさぎの《寮りよう長ちよう》から視線を外はずせないままくるりと振ふり返り彼女の背を見つつ、

「（も、もういっそなにかの間ま違ちがいであってくれぇぇえ……ッ!!）」

　現実逃とう避ひすらしていた。

　いつもの《寮長》である牡丹を知ってしまっているこちらの身とすれば、

「（どうやってフォローしたらいいんだよぉぉぉ……ッ！）」

　これでは威い厳げんもへったくれも無いではないか！　真次郎にとっていつもの冷れい厳げんで妖よう艶えんな《寮長》は憎むべき敵とも言える存在だったのだが、それと同時に、あまり意識したくはないが、かなりの恩義を感じている相手でもある。

　なので、できれば『寄らず触らず』のスタンスでこれからもやって行きたかったのだが──

「だっつぅのに……ッ！」

　今後これを気に、自分の立場がどうなってしまうのかまったく予想できなくなってしまった真次郎。

　そして頭を抱かかえた彼が、ゴールドに縁ふち取どられたブルーとホワイトのストライプというとてもメルヘンチックな天てん井じようを仰あおぎ見たその時、

「これを──」

　目の前に戻もどって来ていたうさぎ牡丹は、

「いやすまん牡丹！　俺、だれにも言うつもりとかないぞっ!?」

「──これを、着てください」

「は？　えっ？」

　見れば彼女は、色こそ違えどもう一着、ライトグレーのうさぎの着ぐるみを両手で真次郎へと差し出している。

「え、えええええー……っ!?」

「早くしてください、真次郎……殿」

「あ、あぁ……っ！」

　思わず受け取ってしまった真次郎は、着ていた服の上からさらにその灰色うさぎの着ぐるみを装そう着ちやくし、

「ほ、ほら、着たぞ!?　そんで、俺はどうすればいいんだ!?」

　少しでも自分の立場を悪くしたくない一心で、牡丹の言うがままに動いてしまう。

　彼女が今、なにを思い、考えているかを見極めなければならなかった。それまでは我慢だ……！　と、真しん次じ郎ろうが細心の注意を払っていると、

「……座ってください」

「お、おう……っ」

　意外にもマイルドな指示。うさぎ牡ぼ丹たんは部屋の中央にあったテーブルに添そえられた木製の椅い子すを、首輪のうさぎ少年へ勧めてくる。

「……ん？」

　そして、牡丹と隣となりり合うようにしてテーブルについた真次郎は、気付く。

　目の前の丸テーブルの上に、これぞ正しよう真しん正しよう銘めい、大きな『ドールハウス』が乗っているのだ。

　そして、まるで今さっきまで近所の子供が遊んでいたように『ドールハウス』の付属物が散らばる小さな室内から、白もこ牡丹は一体の手の平サイズのうさぎの人形を動かして、

「この子の名前は、ヴィクトリアと言います」

　真次郎の前までトコトコ歩かせると、耳に赤いリボンをしたヴィクトリアをお辞じ儀ぎさせた。

「あ、う、うん……」

　うさぎのヴィクトリアは、その瀟しよう洒しやな『ドールハウス』──真ん中から真っ二つにされ、蝶ちよう番つがいによって割り開かれて内部構造をすべて外部に露出した、まるでこの牡丹の部屋のデザインをそのまま一軒家にしたような三階建て──の一階にいた住人だった。続いて、

「こっちの子はメアリーと言って、ヴィクトリアの双子ふたごの妹」

　同じく青いリボンのウサギ人形をヴィクトリアの隣となりに歩かせる牡丹。

「はぁ……」

「そしてこっちが、弟のチャールズで……」

「ま、待て牡丹ッ！　俺はここの人形達の、全員を紹介されるのか!?」

　真次郎は愕がく然ぜんとする。その巨大な『ドールハウス』の中には、総勢十数体のウサギの家族──おそらくその暮らしぶりから、メイドや庭師などもいる──がそれぞれの部屋にいるのが確認できるのだ。『そもそも今はなにタイムなのだ……ッ!?』と、牡丹と同じうさぎ真次郎がたじろいでいると、

「どうしたのヴィクトリア……。……うん、うん……」

　ウサギフードの牡丹はふと、最初に紹介した赤いリボンのうさぎを手に取り、耳元に持って行くと、

「ごめんね、ヴィクトリア。紹介が遅れたけど、こちらの方は真次郎殿と言って、……わたくし達の、あたらしい……」

　ためらうように言葉を切った牡丹は、ヴィクトリアへ諭さとすように、そっと、

「……おとうさまなの」

「は、はぁッ!?　え……俺がッ!?　へぇっ!?　おとう……さまぁっ!?」

「今、お茶を入れて参ります」

　真しん次じ郎ろうの困こん惑わくを逸そらして流すかのごとく、牡ぼ丹たんはヴィクトリアをテーブルに戻もどすと、さっと立ち上がり、

「ちょ、ちょっと待て牡丹ッ！」

　部屋の奥、パーティションの向こうに姿すがたを消してしまう。

「これ……この着ぐるみ、そんな意味があったのか……っ!?　つうか俺、牡丹の趣味に、巻き込まれたッ!?」

　自分が身を包んでしまっているライトグレーのうさぎ着ぐるみを、真次郎がしげしげというよりは、恐る恐るつまんで見下ろしていると、

「──────」

「ん……ッ!?」

　半分腰こしを浮かせていた彼は、その異変に完全に立ち上がる。

「『こっちこっち』って……ぅおおっ!?　なんだっ!?　え？　マジでヴィクトリア？　お、お前かッ!?」

　がたたんっ！　と椅い子すを鳴らして、真次郎はテーブルの縁ふちにしゃがみ込み、赤いリボンのうさぎドールと視線を合わせ、

「……うん、うん。いや、お前とお友達になるのはかまわねえけど……、は？　牡丹とも、友達になって欲しい……だとッ!?　い、いやぁあ……っ!?　俺は、そういう立場とかじゃ……ないんじゃないかぁ!?　ほら、見ろよこの首輪っ！　友達になろうってヤツが、こんな──」

「おとうさま……？」

「お、おと……ッ!?」

　とっさに真次郎が顔を上げれば、トレイに紅茶のセットを乗せたうさぎ牡丹が神しん妙みようそうに、

「いま、ヴィクトリアに向かって、なにか、おっしゃっていませんでしたか……？」

「い、いやッ！　え、ええっとぉ……！、（室内を見回し）あ、そうだ！　俺も朝飯がまだだったから、あのグラタンが食いたいなぁって……」

　真次郎がとっさに、ドア脇わきのテーブルに置かれたままの大きな器を指し示せば、

「忘れていました。今、おとり分けいたします」

　かちゃんと音を立ててティーセットをテーブルに置いた牡丹は、トコトコとグラタンを取りに行く。

「ふぅぅ……」

　真次郎は椅い子すに座りながら、なんとか心を落ち着かせようとするのだが、

「い、いただきまーす……」

　牡丹に小皿へよそってもらったグラタンを、いざ、食べようとする時にも、

「……、……」

　うさぎ牡丹の視線が、気になって仕方なかった。

「牡ぼ丹たん……？」

　うさぎの《寮りよう長ちよう》は、さっきまでヴィクトリアとメアリーにグラタンを取り分けて、「さ、あなたたちも」と甲斐かい甲斐がいしく立ち回っていたのだが、今や、

「おい、牡丹ったら」

「……は、はいっ」

　ぽーっと真しん次じ郎ろうを見続けていた牡丹は、慌あわてて背せ筋すじを伸ばして、紅茶に手を伸ばしたりする。

「ど、どうか、いたしましたか……？」

「どうかいたしましたかじゃなくて、おまえが、どうしちゃったんだ……？」

「いえ、いつもどおりですが……」

　真次郎はしかし、

『いやッ！　いつもどおりではないよねっ!?』という突つっ込みを口の中のマカロニと一いつ緒しよに吞のみ込まざるを得ない。牡丹の言葉の中には、いつものような突き放すような固さが全くなかった。

　現に今も、牡丹はしきりにこちらを気にしながらうつむいたままだったから、

「う、うむ、そうか……」

　としか、返せない。

「……、……（かちゃ、かちゃ……）」

　そしてやっぱり、真次郎は牡丹の視線を感じ続けてしまう。

　このままではグラタンをゆっくり味わえない。

「（な、なんなんだぁ……？）」

　それでもなんとか、せっかくのチーズの風味を脳に刻きざみ込もうとしていると、

「あ、あ……あ、あ……」

「どうしたんだ牡丹……っ」

　正直ずっとそわそわしっぱなしの牡丹の仕し草ぐさに思わず、我慢しきれなくなった真次郎は反応してしまう。

「あ、あの……ケーキが……、実はわたくし、昨日の夜、ケーキを焼いていまして……」

　牡丹が、着ぐるみの中にさらにもじもじと潜もぐり込むように紡つむげば、

「な……なに!?　ケーキだとっ!?（ごくり……）そ、それは、よかったら、ぜひ……」

「は、はい……っ」

　すると、文字通りうさぎのようにぴょんと軽やかにパーティションの向こうへ牡丹は引っ込みその一いつ瞬しゆん後になって、残された真次郎は「やっちまったぁ……」と頭を抱かかえてしまう。

「なにをやっているんだ俺はぁあッ！　どんどん深みに嵌はまってんぞ……ッ!?」

　やがて、

「木の実とドライフルーツのパウンドケーキなのですが。……お口に、合うかどうか……」

「お、おう。いただきます……」

　木皿の上に並べられた洋菓子を牡ぼ丹たんがそっと真しん次じ郎ろうの前に置けば、若じやつ干かんの後悔を滲にじませるお父様うさぎは、ゆっくりとフォークで一ひと欠片かけら、ケーキを口に放ほうり込み、

「……う、うめぇ……ッ!?　これうまいよ牡丹っ！」

　思わず言っていた。ケーキ自体の香ばしく甘い匂においもさることながら、木の実の歯触りとドライフルーツの刺激的な酸味が口の中で一体となりてハーモニー！

「牡丹は意外とこういうのもいけるんだなっ！　俺、おまえのこと見直したよ！」

　そして、むしゃむしゃと夢中でケーキを頰ほお張ばり、真次郎がパウンドケーキの最後の一欠片を口にした瞬間、

「んぐっ……ッ!?」

　脳のう天てんにごりっと衝しよう撃げきが走った。

「う、うおお……？」

　奥歯で、なにか硬いモノを嚙かんでしまったらしい。

「ど、どういたしました……？」

「んっ!?」

　立ち上がろうとする牡丹を片手で制し、真次郎の神経は口の中、その感触を確かめながら、必死に顔色を変えまいとしている。

　ライトグレーのおとうさまウサギは、急いで紅茶で口の中を洗い流し、舌先にひっかけておいたそれを、そっと手の平へと出し、

「あ、す、すまん牡丹ッ!!」

　予想通りであった。

　それはドールハウスに付属しているミニチュアの食器。ただし、今や元食器というべきモノだった。なにしろそれは真次郎の堅けん牢ろうな奥歯によって真まっ二ぷたつに割れていて──

「い、いえ、わたくしのミスです。ご、ごめんなさい、おとうさまに……わたくしは……っ」

　やおらフードの陰かげに表情を隠かくして立ち上がる白もこ牡丹。

「お、おいどうしたっ！」

　真次郎はこの勢いだと、このままうさぎ《寮りよう長ちよう》はどこかに隠れてしまうんじゃないかと思ったのだが、予想外。

　彼女はそのまま部屋の隅すみにある、これまたメルヘンなベッドまで移動すると、

「あ、あの、それでは……」

　ベッドの上に両手をつき、

「さっそく、お……お仕置き、していただいても、よろしいですか……？　おとうさま……」

「んはぁっ!?」

　真次郎へと、ぷるぷる震ふるえる丸い尻尾のついた腰こしを、大きく突つき出していて、

「おもいきり、おしりを……」

「まてまてまてぇえ！　自分で、ズボンをめくるなぁああッ！」

「だったら、お父様がめくってください……」

　慌あわてて白うさぎ牡ぼ丹たんのふるまいを止めようとダッシュした真しん次じ郎ろうは一転、窮きゆう地ちに立たされる。

「うぅううッ!?」

「このことは、寮りよう生せいのみなさんには、秘密にしておいてあげますから……」

「ええええッ!?　あ、あれッ!?　なんかそれ、いつのまにか俺とお前の立場、逆転してないかッ!?　い、いや待て待て待て牡丹ッ！　お洒落しやれでアンティークな電話に手を伸ばすなっ！」

「でしたら、お願いいたします、おとうさま……」

「な、なんで、こんなことに……ッ!?」

　予想外の窮地に立たされた真次郎は、もう、こんなおままごとはさっさと終わらせてしまおうと覚かく悟ごを決め、牡丹の傍かたわらに立つ。

　ツナギのように見えていたうさぎのモコモコ着ぐるみは、腰こしの所でセパレートしていて、するするとズボンを降ろせるようになっている。

　真次郎は、それゆっくりとめくる。するとすぐ、腰のくびれを過ぎた辺りから、真っ白く、そして少し桃もも色いろのぷりんとしたふくらみが──

「い、いくぞ牡丹……？」

　真次郎はたまらず、そこをできるだけ見ないように、極めて薄目になりながら、

「はい、おとうさま……」




　ぺ、ぺちっ




「ひっ、ひぃやっっ」

　たまらず声を出す牡丹。仰のけ反ぞった拍ひよう子しに、フードのうさぎの耳が揺ゆれ、

「もっと、強く……わたくしは、この家の長女として、しっかりしなくてはならないのです」

「そ、そういう設定だったのか!?　い、いいのかヴィクトリア!?　こんなお姉ちゃんで……!!」

「ですから、おねがいいたします……っ」

「ええい、わかった……ッ！」

　ぺちーん！

「んぅ……っ！」

　ぺちーん！

「くぅ、ん……も、申し訳ありませんでした、おとうさまぁ……っ！」

　ぺちぃーん！

「わたくしは、反省しております……っ。ですから、もっと……もっとお仕置きを……、もっと、叩たたいて……」

　ぺちーん……っ！　ぺちぃーん……！

「ぅう……はぁ、はぁ、はぁ……あ、ありがとうございます、おとうさま……」

「お、おう……」

　数十回のスパンキングの末、牡ぼ丹たんはそのまま、くてんとベッドに伏ふせてしまう。

　彼女のお尻しりは、まるでなめらかになるまでついた熱く柔らかいお餅もちを叩いているようで、こちらの手は全然いたくないどころか、なんだかすごく柔らかかっただけなのだが、さすがに牡丹のお尻はじんじんと赤くなってしまっている。

　そして真しん次じ郎ろうがこの、空気にさらされたまま震ふるえている牡丹のお尻をどうしようか、ズボンを戻した方がいいかと手を伸ばそうとした、その時。




「も……もういけませんっ！　こんなことは……っ！　もう、これ以上……！」




「はッ!?　どうした牡丹！　え？　い、いまさら……!?　我に返るの遅くないかッ!?」

　声の調子が、いつもの《寮りよう長ちよう》に戻もどっていることに真次郎は気が付く。

「申し訳ありません、真次郎殿。このようなことに、付き合わせてしまい……」

「……牡丹……」

　──きっと、




　きっとこの《アクア寮》の《寮長》という立場は、いつも飄ひよう々ひようとしている彼女の見た目ほど、楽なものではないのかもしれない。




　時に《寮長》という立場は、孤独なもの。

『場の責任者』であるということは、自分以外の誰にも咎とがめられないということでもある。

　それは裏うらを返せば、牡丹は自律的に、寮生達の模範であり続けなければならないということだ。

　それを自分だけの力で続けていくには、女子高生である彼女にとってどれくらいの苦労と努力が必要で、なおかつ、どれほどのプレッシャーに晒さらされ続けるのか、真しん次じ郎ろうにはわかりようもない。

　少なくとも、

「（俺にゃぁ、ぜっったい無理だわな……）」

　だから──

「でもよ牡丹。今はおまえ、この寮の《寮長》じゃなくて、その『ドールハウス』の子供なんだろ？」

「し、真しん次じ郎ろう殿……？」

「休日のちょっとした時間ぐらい、いいんじゃね？　このうさぎのおうちの、お姉さんでも」

「……い、いいのでしょうか……」

「構わねーんじゃねーか？　少しくらいなら」

「……では、実は……」

「んっ？　どうしたんだ牡ぼ丹たん。……は？　実はこの他にも『特別なドール』と、『ドール地下室』がある……だと？　……ま、待て！　なんだ『ドール地下室』って!!　お、おい……その人形は……ちょっと、そんな恰かつ好こうを人形にさせんのは絶対おかしいだろッ！　え？　名前はポーリーン？　知らんそんなコトは!!　……ま、待て！　出すな！　俺はそんなの着れねえよ!?　やめろ牡丹！　今のはやっぱなし！　おまえ実は別に《寮りよう長ちよう》でも全然ストレスとか溜めてないなッ!?　全部好きでやってるだけだろ!!　っつうか待て！　お前はそもそも《寮長》なんだから、きちんと節度を持って……って、ああッ！　ぃ、いやぁあああ……ッ!!　……ッ……っ!!」










　あとがき




　このたびは『俺のペット生活ライフがハーレムに見えるだと？』をお手に取っていただき、まことにありがとうございます。著者のおかゆまさきと申します。

　というわけで、ラブコメです。

　読んでいただければわかる通り、主人公の真しん次じ郎ろうはなぜか『世間とは隔かく絶ぜつした学園の、さらに秘境にある女子寮りよう』にて『愛玩動物ペツト』として暮らすことになっています。

　皆様にはぜひ、真次郎になったつもりで、こあくま的女の子あふるる寮でのペット生活ライフを満まん喫きつしてもらえたらと思います。

　陸の孤島である女子寮、《アクア寮》の中に、あなたの推おしキャラが一人でもいたら、これ幸い。

『白はく亜あをもっと活躍させてくれ！』『いいや茉愛まちかを！』『凜りんちゃんをもっといじめて！』『牡ぼ丹たんにはいじめられたい！』……色々あると思うのですが、その胸の中の雄お叫たけび。そのまま内に秘めたままにしておくのではなく、実際にお手紙やハガキなどを編集部にいただけると、かなりの確立でその願望、実現したりいたしますので、レッツトライです。

　といいますか、著者としてはぜひともみなさんの声を作品に反映していきたいと思っております。感想や要望をいただけると「な、なるほど……！　やっぱりこうなのかーっ！」とかなりの勢いで喜びます。よろしくお願いいたします。

　そうそう、お手紙やハガキつながりで一つ。

　実は本作、そういう意味では、『読む』以外にもかなり楽しめる仕様となっているのです。




　さて、『電でん撃げき文庫』にはオフィシャルのＷＥＢラジオがありまして、その名を『うぇぶらじ＠電撃文庫』といいます。公式サイトからリンクされ、どなたでも無料で楽しめるようになっています。

　そして、『電撃文庫』の雑誌となりますと、これはご存じ『電撃文庫MAGAZINE』というものがございます。偶数月10日発売にて、電撃文庫の情報をどこよりも早く楽しく正確にお送りしているのですが、

　実は本作『ペットライフ』という作品は、この二つのメディアと連動した企画としても動いているのです。

　企画の内容はいたって簡単。『この小説のタイトルやキャラクター、ストーリーなどみんなで考えちゃおう！』というものです。

　この『俺のペット生活がハーレムに見えるだと？』というタイトルも、『うぇぶらじ』のリスナーさんが考えてくれたものなんですよ？

　いまこの小説を手にしているあなたも、他に色々な小説や漫まん画がを読んでいて『こんなストーリーが読みたいな』とか、『こんなキャラが出て来たら面おも白しろいのに！』とか『このキャラ、実はこうだったりして！』なんて思ったことはないですか？

　そのアイデア、『ペットライフ』では大大、大募ぼ集しゆう中です！

　ストーリーを楽しむだけでなく、感想などと共に、是ぜ非ひともこの小説に取り入れたいアイデアを送っていただければと思っております。

　この小説が書店に並んだ二〇一三年五月現在、『うぇぶらじ＠電でん撃げき文庫』、『電撃文庫MAGAZINE』ともに、まだまだアイデアを受け付けております（この本を手にしているあなたがここを読んでいる時も続いていればいいのですが……！）。




　……さておき、

　ＷＥＢラジオ上のコーナーで小説のアイデアをメールで募集してそれを作品に盛り込むなんて、僕がデビューした当時では想像もできないことだったりします。

　まだあの頃はブログサービスが始まったばかりの時期で、ＳＮＳはおろかツイッターもＬＩＮＥも、ましてやスマホなんて影も形もありませんでした。

　世せ間けん的には『作家が直接ネットで読者と触れあっちゃうなんて、どうなの……？』的なコトをちょっと言われたりしていたなんて、今から思えば感かん慨がい深いです。

　ただ、環境が変化して行っても『楽しいコト』の真ん中はさほど変わっていないようですし、これからも色々と実験的なことをやっていきたいと思っていますので、まずは本作『俺のペット生活ライフがハーレムに見えるだと？』を応援して頂いただけたら嬉うれしいです。

　というわけで、本作に関わってくださった様々な方々と、ここまでお付き合いしていただいたあなたに、心からの感謝を送りつつ、

　それではまた、ここ、《アクア寮りよう》でお会いできる時を楽しみにしております。
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　追伸

『電撃文庫MAGAZINE』では本作『俺のペット生活がハーレムに見えるだと？』の『アイデア募集企画』と同時に、『小説連れん載さい』もしています（この文庫が発売された翌月に発売されるマガジンにも、さっそくこの続きが掲けい載されております）。

　よろしければ、さっそくチェックしてみてくださいませ。







■アイディアを採用させていただいた皆様




【タイトル部門】

『俺のペット生活ライフがハーレムに見えるだと？』　ペンネーム／東洋の悪女さん




【キャラクター部門】

『長なが瀞とろ心愛ここあ』　ペンネーム／純一さん

『波は久ぐ礼れ迷めい子こ』ペンネーム／風邪布名論さん　※『波久礼えむ』として採用

『チカ』ペンネーム／せんまさこさん　※『波久礼えむ』として採用

『持もち田だ杏あん珠じゆ』ペンネーム／きゅみさん

『《保険委員》神じん保ぼ原はら純じゆん銀ぎん』ペンネーム／海猫さん

『早はや近ちか見み早さ和わ』ペンネーム／キャットフードは裏切らないさん　※『《暗黒委員》和わ銅どう黒くろ谷やミサ』として採用

『サチ』ペンネーム／せんまさこさん　※『《暗黒委員》和銅黒谷ミサ』として採用




【ストーリー部門】

『アクア寮で、地下室や隠し部屋発見！』ペンネーム／銀氷華さん

『真しん次じ郎ろうが謎なぞの高熱。寮りよう内ないで白はく亜あ達が自分流で看病』ペンネーム／紅狼蒼牙さん

『真次郎が各ヒロインたちの部屋の掃除を手伝うことになる』ペンネーム／いつでもどこでも人恋しさん　※ＥＸトラップの原形として採用




【その他】

『影かげ森もり牡ぼ丹たんはふわふわもふもふの動物が大好き』　ペンネーム／四季魂さん

『影森牡丹はファンシーなものに目がない少女趣味』　ペンネーム／純一さん

『にっかり青あお江え』ペンネーム／ペンネアラビアータ好き三郎さん

『大おお野の原はら茉愛まちかは毎日牛乳を一リットル飲んでいる』ペンネーム／四季魂さん







　みなさま、ありがとうございました!!










※採用作品に係る著作権（二次的著作物の場合は二次的著作物に係る著作権）は株式会社アスキー・メディアワークスが保有するものとします。
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生まれも育ちも埼玉県。十六歳の頃、山道で出会った老師から「いずれ『本そのもの』になれる」と説得され『陳老師式軽小説道場』に入門。紙の肉体を手に入れるため執筆を続けている。最近、陳老師がデコメを憶え、送られてくる老師口調がアニメーションすんのマジうざい。
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イラスト／上うえ下した

７月23日広島県生まれで埼玉県在住。好きなものは広島カープとタイ料理（パクチー多め）。頑張ってまいりますよろしくお願いします。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「おかゆまさき先生」係

「上下先生」係











初出

第１話／「電撃文庫MAGAZINE Vol.29」（2013年1月号）

第２話／「電撃文庫MAGAZINE Vol.30」（2013年3月号）

第３話／「電撃文庫MAGAZINE Vol.31」（2013年5月号）

第４話、ＥＸトラップ／書き下ろし




文庫収録にあたり、加筆、訂正しています。
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